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    1. 運命だと思ってあきらめて
    　今日、僕は同時にふたつの失恋をした——。

 　悠人は純白の衣装を身にまとった新郎新婦に視線を送る。祝福に満ちたこの場には似つかわしくない無表情で。もっとも、普段から表情が乏しいので変に思われはしないだろう。
 　もともと叶うことのない想いだった。そう承知して最初からあきらめていたにもかかわらず、胸の内で静かな激情の炎を燃やし続けてきた。心の奥底では一縷の望みを持っていたのかもしれない。
 　しかし、それも断たれた。
 　だからといって、簡単に気持ちを切り替えられるほど器用ではない。これからもこの想いを燻らせていくのだろう。仲睦まじい二人を誰よりも近くで見守りながら。

 　+++

 「楠悠人（くすのきゆうと）くんだよね？」
 　国立有栖川学園中等部の入学式を終えて教室に戻ると、多くの生徒たちがわいわいおしゃべりを始める中で、悠人はひっそりと自席につく。そのとき、ひとつ 前の席に見知らぬ男子が座って声をかけてきた。色白の中性的な顔に人なつこい笑みを浮かべている。入学式の前には別の男子が座っていたので彼の席ではない はずだ。わざわざ悠人に話しかけるためにここに座ったのだろうか。いぶかしく思いながら眉をひそめる。
 「そうだけど……」
 「僕は橘大地（たちばなだいち）。名前、似てるだろう？ クラス名簿を見て気になってたんだ」
 　似ているといえるかどうかは微妙なところだが、そう言いたい気持ちはなんとなくわかった。だが、こんなことを嬉しそうに言ってこられても返事のしようがない。口をつぐんだままじとりと冷ややかな視線を送っていたが、彼はまるで意に介することなくニコッとして言葉を継ぐ。
 「君のことは悠人って呼ぶよ。僕のことは大地って呼んで」
 「…………」
 　初対面の同級生にこれほど馴れ馴れしくされた経験はなく、戸惑いを隠せない。たいていのひとは不機嫌そうにしていれば離れていくし、必要最低限のことし か話しかけてこなくなる。今までそうやって他人との交流を避けてきた。なのに、彼は仏頂面の悠人にすこしも怯む様子はない。
 「悠人は外部生だよね。小学校は私立？」
 「……だったら何？ 見下しているのか？」
 「まさか、中等部から入る方が難しいし」
 　思わずムッとして聞き返したが、彼は何のてらいもなく答えた。
 　その質問に他意などなかったに違いない。自分が劣等感から過剰反応してしまっただけだ——悠人はそのことを自覚してきまり悪さに目を伏せた。有栖川学園 では、中等部の八割くらいが初等部からの内部進学だと聞いている。話からすると大地は初等部からの内部進学生なのだろう。そして、悠人はその初等部を受験 して不合格になっていたのだ。
 　悠人の一族は代々多くの警察官僚を輩出しており、悠人もその役目を期待されていた。物心ついたころからそう言い聞かされ、有栖川学園への入学も当然のよ うに定められていた。しかし、悠人は何もかも勝手に決められることに反発し、受験の面接時にひとことも発しなかったのである。それが幼い悠人にできる唯一 の抵抗だったのだ。
 　当然ながら有栖川学園は不合格となり、私立の小学校に通うことになった。そのことで悠人は父親に見限られた。もうおまえには何も期待しない——凍りつく ような冷たい目でそう言われ、実際、話しかけられることもなくなった。父親の期待はすべて従順で優秀な弟が背負っている。
 　有栖川学園の中等部を受験したのは悠人自身の意思だ。決して父親の関心を取り戻そうと思ったわけではない。不合格という心の棘を取り除きたかっただけで ある。それでも心のどこかでは期待していたのかもしれない。父親が合格を知っても何も言ってくれないことに、ひそかに落胆していたのだから。

 「じゃあさ」
 「おい橘、ここ俺の席だぞ」
 　大地が話を続けようとしたそのとき、入学式前にその席に座っていた男子が割り込み、大地の背中に腕をのせて体ごと寄りかかってきた。怒っているのではな く冗談っぽくじゃれている感じだ。彼も内部進学生で大地と親しくしていたのだろう。大地ものしかかられながら軽く笑っている。
 「悪い悪い。なあ、僕と席替わってくれない？」
 「やだよ。入学早々、先生に怒られたくないし」
 「じゃあ、先生の許可もらってきたら替われよ」
 　どうしていきなり席を替わろうとしているのだろう。しかも先生に許可をもらうだなんて本気なのか？ 悠人には大地の考えていることがさっぱりわからない。しかし、彼と話している男子は特に疑問もなく受け止めていた。
 「おまえの席どこだっけ？」
 「そこのいちばん後ろ」
 　大地が窓際の方を指さして答えると、彼は目を輝かせた。
 「マジで？ すげぇ、特等席じゃん！」
 「譲ってやるから感謝しろよ」
 「感謝するのはおまえだっつーの」
 　二人は笑いながらじゃれつくようにヘッドロックしあう。
 　その光景を、悠人は邪魔だなと思いながら醒めた目で眺めていた。昔からこういう子供じみた騒々しさが苦手だった。この学校なら落ち着いているだろうと期待していただけに、失望を禁じ得ない。
 　そうこうしているうちに担任が教室に入ってきた。おしゃべりしていた生徒たちはバタバタと自席へ戻っていく。大地も立ち上がり、悠人を覗きこみながら「またな」と声をかけると、悠然とした足取りで明るい窓際へと戻っていった。

 「悠人、おはよう」
 　翌朝、大地は本当に席を替わってもらったらしく、窓際ではなく悠人の前の席に座っていた。笑顔で挨拶され、悠人はついと眉間にしわを寄せて自席につく。
 「どうしてその席にこだわるんだ？」
 「悠人と仲良くなりたいからだよ」
 　しれっとそう答えるが、悠人をからかっているだけで別に理由があるのだろう。こんな言葉を真に受けるほど純真無垢ではない。しかし、きのうの話からする と担任の許可はもらっているはずで、そうだとすれば自分がとやかく言うことでもない。ただ、こんなわがままが通ったことをすこし不思議に思う。
 「どうやって先生を説得した？」
 「そのまま言っただけだよ」
 　その答えがよくわからず怪訝に眉を寄せると、大地はくすっと笑った。
 「楠くんと友達になりたいから席を替わりたいって。まあ、ほかの人なら認められなかったかもしれないけどね。僕はこう見えて橘財閥の跡取り息子だからさ。先生たちが勝手に気を遣ってて。ときどきこうやって利用させてもらってる」
 　あっけらかんと語られたその内容に、悠人は目を瞠る。
 　まさか有名な大財閥の跡取り息子だとは——同級生とも普通にじゃれあっていたし、人なつこいし、そんなふうにはとても見えなかった。ただ、悪びれもせず平然とわがままを押し通すあたりは、確かに大金持ちの御曹司らしいと納得もした。
 「席さ」
 　無意識に嫌悪感をにじませていた悠人をじっと見つめ、大地は切り出す。
 「君の隣にしようか前にしようかすこし迷ったけど、前にして正解だったよ。振り返ればこんなに間近で顔が見られるんだから。たとえ君がどれだけ嫌がったとしてもね」
 　含みのある挑発的な物言いをして、口もとを上げる。悠人の表情はけわしくなった。
 「……おまえ、何を企んでいる？」
 「悠人と仲良くなりたいだけだよ」
 「どうして僕なんだ」
 「さあ、運命だと思ってあきらめて」
 　大地はきれいな笑みを浮かべて言った。
 　何が運命だ——悠人の苛立ちはつのる。彼が何を考えてこんなことをしているのかわからない。仲良くしたいから席を替わったなど信じられるはずもない。橘 財閥の御曹司ともなればすり寄ってくる人も多いだろうが、その彼の方が何も持たない悠人にすり寄るなどありえない。理由が思いつかない。
 　名前が似ているというそれだけの理由で目をつけられた。仲良くしたいわけではなく暇つぶしのおもちゃとして。そう考えると納得がいく。これまでの傍若無 人ぶりからして、拒絶したところで簡単にあきらめてくれるとも思えない。彼が興味をなくすのを待つしかないのかもしれない。
 　平穏な学生生活が遠のいていく予感に、悠人はにっこりと微笑む元凶の男をいまいましげに睨めつけた。


 













    2. 本当に欲しいものだけは
    「よかった、最初は勝っておきたかったからな」
 　悠人が昇降口に張り出された紙を眺めていると、大地が背後から勢いよく肩を組んでそう言ってきた。その声ははずんでいる。表情からも上機嫌であることはありありと見てとれた。

 　入学式翌日に新入生の学力考査が行われ、その翌週である今日、成績上位者一覧が昇降口に張り出された。悠人は三位、そして大地は二位である。点数は一点違いだ。
 　正直いって大地に負けるなどとは考えもしなかった。財閥の御曹司ということでわがまま放題やっていて、まともに勉強などしていないと思っていた。同級生と軽いノリで話すあたりも頭が良さそうには見えなかった。レッテルを貼って見下していたのは自分の方かもしれない。
 「……今度は負けない」
 「望むところだ」
 　ガヤガヤとした人だかりの中でぽつりとつぶやいた悠人に、大地は肩を組んだまま答える。そして無遠慮にじっと横目を流して悠人の顔を見つめると、挑むように口もとを上げた。

 　入学式からの一週間、悠人は相変わらず冷ややかな態度を見せていたが、大地はそれでも懲りずにまとわりついてきた。さすがに授業中は前を向いて真面目に おとなしくしている。しかし、休み時間になると必ず後ろを向いて話しかけてくるのだ。無視しても気にすることなく一方的に話し続けるし、トイレにまでつい てくる始末だ。
 　変なやつに目をつけられたな——。
 　うざったいとは思うものの特に実害はないので放置していた。さすがにずっと無視していられるほど神経が図太くないので、訊かれたことにはぽつぽつと答え ている。そうすると嬉しそうに破顔するのが若干腹立たしいが、悪い気はしない。すこしずつ彼への態度が軟化していることを自覚していた。
 　そして今朝、学力考査の結果を目の当たりにしたことで、頑なな心がまたすこし融けていくのを感じた。

 「橘、部活まだ決めてないならサッカー部に来いよ」
 「悪い、部活はやらないつもりなんだ」
 　放課後、帰り支度をしているところへ声をかけてきた男子に、大地は軽い調子で断りを入れた。先輩に勧誘してこいって言われてるんだ、頼むよ、とりあえず仮入部でいいからさ、などとしつこく食い下がられていたが、最後まで頷くことはなかった。
 　大地へのこういった部活勧誘は初めてではない。悠人が見かけただけでも、剣道部、テニス部、バスケ部、水泳部、将棋部、囲碁部、演劇部から声をかけられていた。演劇部は別として、それ以外はいずれも純粋に戦力として欲しがっているようだった。
 　体育の授業ではまだ軽い体操と運動くらいしかしていないが、それだけでも彼の高い運動能力は感じられた。頭もいいので将棋や囲碁といった頭脳競技も得意 なのだろう。それに加え、橘財閥の御曹司として名を知られていることも大きいのかもしれない。いくら優秀でも存在を知られていなければ声はかからないのだ から。
 「引っ張りだこだな」
 「まあね」
 　大地はそっけなく答え、表情を変えることなく学生鞄を掴んで席を立った。行くよ、と声をかけられて悠人も学生鞄を手に立ち上がる。この一週間、大地に付き合わされて途中まで一緒に帰っており、なんとなくそれが当たり前になりつつあった。
 「おまえ、どうして部活やらないんだ？」
 「部活よりやりたいことがあるんだよ」
 　なんだろうと気にはなったが、私的な領域に踏み入ることになりそうで訊くのを躊躇した。具体的に言わなかったのは言いたくないということだろう。そう結論づけて口をつぐむ。
 「悠人こそどうしてやらないんだ？」
 「興味がない」
 「剣道は？ やってたんじゃないの？」
 　何気ない調子で発せられたその言葉に、悠人は息を飲んだ。怪訝に眉をひそめて隣の彼を見る。
 「……どうして知っている」
 「やっぱりそうだったんだ」
 「当てずっぽうか？」
 「動きを見てそう思っただけ」
 　大地はニコッとして事も無げに答えた。
 　確かに小学校卒業までは剣道を習っていた。あと柔道も。就学前、まだ父親から期待をかけられていたときに、強制的に習いに行かされたのである。小学生のあいだはそのまま惰性で続けていたが、特に好きでもなかったのでやめさせてもらったのだ。
 　しかし週一回の剣道教室でそこまで真面目に取り組んでおらず、動きが染みついているとも思えないのに、普段の姿だけで剣道をしていたことがわかるのだろ うか。もし本当にどこかしら剣道的な動きが出ていたのだとしても、達人でもない大地が気付くものだろうか。いや、大地の腕がどの程度なのかはまったく知ら ないのだが。
 　胡散臭げな視線を送りつつ昇降口で靴を履き替えていると、大地は振り向いてニヤリとした。
 「時間があるならうちに来いよ」
 「……えっ？」

 　悠人は唖然とし、眼前にそびえ立つ白亜の洋館を仰ぎ見る。
 　大地に誘われたときはどうしようかとすこし悩んだが、橘財閥の御曹司がどんな家に住んでいるのか気になり、結局はついてきてしまった。もちろん豪邸なの だろうとある程度は予想していたつもりである。しかしながらまさかここまでとは思わなかった。個人の邸宅とはとても思えない。迎賓館と言われれば納得して しまいそうな建物だ。
 「いつもは裏口から出入りしてるんだけどね」
 　大地はそう言い、悠人を促しながら洋館の正面入口へと足を進める。その大きな扉が内側から開いて、黒いスーツを着た壮年の男性が静かに出迎えた。手には白い手袋がはめられている。
 「この人は執事の櫻井さん。もともと父さんの護衛をしてたんだけど、大怪我してからうちの執事になったんだ」
 「執事……」
 　悠人は鸚鵡返しにつぶやく。現代日本に本物の執事がいたことに驚きつつも、これだけ大きな家なら必要だろうなと納得もした。どんな仕事なのかはよくわかっていないのだが。丁寧に一礼する櫻井につられるように、悠人もおずおずと頭を下げた。
 「僕の部屋へ行こう」
 「……ああ」
 　やたら天井の高い玄関ホールと正面の大階段に圧倒されながら、櫻井の用意したスリッパに履き替えると、さっさと先に進んでいく大地を小走りで追いかけた。

 「さ、ここが僕の部屋だよ」
 「……え」
 　これだけの豪邸なのだから彼の部屋もさぞ豪華なのだろう——そう思っていたのに、扉を開けた先にあったのは広くもなく華美でもない質素ともいえる部屋 だった。広さは十畳くらいだろうか。目につく家具は、ベッド、学習机、戸棚、本棚くらいで、物は良いのかもしれないがデザインはいたって普通である。全体 的にすっきりとしており悠人の部屋とあまり変わらない印象だ。
 「がっかりした？」
 「そういうわけじゃ」
 　大地に顔を覗き込んでいたずらっぽく尋ねられ、きまり悪さに口ごもる。がっかりしたというのは言いすぎだが、拍子抜けしたのは事実だ。しかし、よく考えてみればこれで良かったのかもしれない。あまりに感覚が違いすぎると友達でいるのも難しいはずだ。
 「さっそくだけど、中庭に行こうか」
 　大地は手にしていた学生鞄を机に置いて振り返り、にっこりとする。
 「中庭？ 何かあるのか？」
 「行ってからのお楽しみさ」
 　何を企んでいるのかわからないがとても浮かれているようだ。悠人は思いきり怪訝な顔をしたが、彼はお構いなしに学生鞄を置かせて強引に部屋から連れ出した。

 　悠人が連れてこられたのは、中庭の見えるだだっ広い部屋だった。
 　中庭に面したところは全面ガラス窓になっており、その向こうには青々とした芝生が広がっている。端の方には木々や花も植わっているようだが、特にめずらしいものがあるようには見えない。
 「そこ座って」
 　大地に促されて窓際の黒いソファに腰を下ろしたが、彼自身は座ろうとしない。その場に立ったままなぜか制服のブレザーを脱ぎ、向かいのソファの背もたれにバサリと掛けた。
 「……なにをやっている？」
 「いいもの見せてやるよ」
 　そう言って口の端を上げ、思わせぶりに片手でネクタイの結び目を解いていくと、抜き去ったそれを無造作に悠人の方へ投げてよこした。オレンジ色のネクタイが膝に落ちて悠人は顔をしかめる。いったい何のつもりなのだろうと怪訝な視線を送ると、大地はくすりと笑った。
 「ここでちょっと待ってろよ」
 「ちょっとって……？」
 　その質問には答えず、ひらひらと手を振りながら部屋を出て行ってしまった。
 　見知らぬ豪邸の一室に理由もわからないままひとり残され、悠人は落ち着かない。しんと静まりかえっているためか息が詰まりそうになる。大地が戻ってこな かったらどうしよう、知らない人が来たらどうしよう、ここから無事に帰れるのだろうか——不安が募り、縋るように膝に落ちていたネクタイを握る。
 「悠人っ！」
 　しばらくソファでじっと体をこわばらせていたが、中庭の方から声が聞こえた気がして振り向くと、芝生の中央に大地が立っていた。笑顔でこちらを見ながら手を振っている。すこし離れたところには執事の櫻井もいた。先ほどと同じくきっちりとスーツを身につけている。
 　何をしているんだ——？
 　思わず立ち上がり、ガラス窓に張りついて訝しげに見つめる。
 　すると大地は真顔になり、櫻井と向かい合いながら腰を落として身構えた。櫻井も足を前後に開いて体を斜めにし、すぐに動き出せる体勢をとる。二人のあいだの雰囲気が張りつめるのを感じる。そして——。
 「はあっ！」
 　大地が地面を蹴って櫻井にまっすぐ突進し、こぶしで殴りかかった。が、櫻井はひょいとかわしてその腕を取り、勢いを利用してなめらかに投げ飛ばす。大地 は受け身を取りくるりと一回転して起き上がると、しゃがんだまま櫻井の足元を狙って蹴りを入れた。彼はそれも軽くかわす。
 　戦ってる——？
 　悠人はわけがわからず唖然としながらも、目の前で繰り広げられる光景に釘付けになった。まるで映画や漫画みたいだ。手にしていた大地のネクタイを無意識にぎゅっと握りしめる。
 　しばらく攻防が続いたが、櫻井が余裕で受け流していることは素人目にもわかった。体格差もあるが、それ以前に動きや技術が全然違う。大地が必死に立ち向かってもまるで歯が立たない。やがて苦しげに息切れしてきたかと思うと、軽く足元をとられて地面に組み伏せられた。
 　それで終了なのだろう。大地は差し出された櫻井の手をとって立ち上がると、一瞬くやしそうな顔を見せたが、気を取り直すようにゆっくりと深呼吸する。そしてニコッと笑みを浮かべて悠人に振り向き、手を振った。

 「見てくれた？」
 　中庭から大地の姿が消えてまもなく部屋に戻ってきた。色白の顔がうっすらと上気して汗がにじみ、さらさらの黒髪や制服の白シャツがすこし乱れている。それでも気にすることなく悠人の向かいに腰を下ろした。
 「さっきのは……？」
 「近接格闘術だよ。自衛隊員や身辺警護の人なんかが使う実戦的なものでさ。僕は護身術として櫻井さんから教えてもらってるんだ。まだまだ初心者だけど」
 　そう言い、無邪気な笑顔を見せる。
 　学校で言っていた「部活よりやりたいこと」というのはこれなのだろう。彼の表情を見ればすぐにわかった。夢中になれるものをひとつでも持っていることがうらやましい。悠人には何もなかった。今までも、そしておそらくこれからも——。
 「悠人も一緒にやらないか？」
 「えっ？」
 　きょとんとして顔を上げると、大地がキラキラした目でこちらを見ていた。
 「ここで僕と一緒に櫻井さんから教わろうよ。そうしてくれると嬉しい。悠人はちょうど僕とおなじくらいの体格だから、組み手をやるにはちょうどいいんだ。櫻井さんも本来の仕事があるから、いつでも僕の相手してくれるわけじゃないしね」
 「……まあ、いいけど」
 　すこし考えてからぼそりと答える。思いもしない提案だったが嫌だとは思わなかった。どういうものなのかまだ詳しくはわからないが、先ほどの光景には大いに興味を掻き立てられた。もし自分にもできるのだとしたら——そう考えるだけで、気持ちがわずかに高揚するのを感じる。
 　そんな悠人を見て、大地は満足げに顔をほころばせた。
 「よかった、これで訓練がはかどりそうだ」
 「そのために僕に近づいたのか？」
 「いや、最初はそんなこと考えてなかったよ」
 　本当は剣道や柔道をやっていることを知っていて、訓練の相手をさせるつもりで声をかけてきた、というのなら辻褄が合う。しかしながらその推測は軽く否定されてしまった。
 「じゃあ、どうして僕だったんだ？」
 「どうしてだろうな」
 　以前に尋ねたときと同じくまたしてもはぐらかされた。眉をしかめると、大地はソファに身を預けてくちびるに笑みをのせる。
 「三歳のときにさ、近所でたまたま見かけた野良犬に一目惚れしてね。みんなに大反対されたけど、僕は何を言われても頑としてあきらめようとしなくて、最後 には両親が折れて飼うことを許してくれたんだ。ハヤテって名付けて可愛がったよ。一年前に死んじゃって今はもういないけど」
 　いきなり何の脈絡もなく飼い犬の話をされ、悠人は困惑した。
 　大地は思わせぶりに笑みを深くして言葉を継ぐ。
 「僕はそんなに欲深い方じゃないと思ってるけど、本当に欲しいものだけは、どんな手をつかっても自分のものにしたくなる。その犬以来なんだよ、僕がこんなにも何かを欲しいと思ったのは」
 　つまり——悠人の眉がけわしくなる。
 「僕は、犬の代わりか？」
 「大事にしていた犬だよ」
 「…………」
 　もともと彼にとって自分は暇つぶしのおもちゃでしかないだろうと思っていたので、冷静に考えてみれば納得のいく話である。おもちゃではなく犬だっただけのことだ。ふう、とソファにもたれかかりながら疲れたように溜息を落とす。
 　それでも大地は楽しそうにニコニコと笑みを浮かべたまま、何のつもりか無言で手のひらを差し出してきた。まるで「お手」と言わんばかりに。悠人はムッとして、握りしめていた彼のネクタイを力いっぱい投げつけるように返した。


 













    3. 僕の彼女じゃないだろう
    「また、僕の勝ちだな」
 　大地に馬乗りで地面に組み伏せられたまま、背後から熱い吐息とともに耳元でそう言われ、悠人はカッと顔が熱くなった。払い除けようにも両手を拘束されて自由がきかず、ただグッと奥歯を噛みしめることしかできない。早くどいてくれと必死に願いながら——。

 　先日、大地の家に初めて誘われて以来、学校帰りには必ず寄るようになった。休日も互いに予定がなければ訪問している。夕食の時間までには自宅に帰っているが、おやつや休日の昼食はごちそうになっており、もはや入りびたりといってもいいだろう。
 　それでも家が広いためか邪魔をしている感覚はほとんどなく、あまり気を遣うこともない。大地の父親にはまだ会っていないが、母親の瑞穂も、執事の櫻井 も、ほかの使用人も、大地が初めて家に連れてきた友人ということで、みな一様に悠人を歓迎してくれているようだ。おかげで自分の家よりもよほど居心地がよ かった。
 　約束どおり、大地の家では主に近接格闘術を習っている。
 　まったくの初心者なので、最初のうちは執事の櫻井に手取り足取り基本を教えてもらった。そして、三週間が過ぎたころから大地と組み手を行うようになった。それから一週間、いつもあっけなく地面に組み伏せられてしまい、いまだにただの一度も勝てたことがない。

 「悠人さん、だいぶ上達しましたね」
 　差し出された大地の手を取って立ち、ジャージの汚れをはらっていると、櫻井がにこやかにそう言ってきた。
 　最初に会ったときは無表情だったので気難しい人かと思ったが、格闘術を教わるようになってすぐにそれが誤解だとわかった。元護衛とは信じられないほど物腰が柔らかく、よく穏やかな笑みを浮かべており、初心者の悠人にも優しく丁寧に指導してくれるのだ。
 　対照的に、体の方はさすが元護衛と納得させられるものだった。スーツを着ているとよくわからなかったが、触ってみると細身でありながら筋肉は堅く、驚くほど鍛えられた体をしていた。これでも現役時代よりは筋肉が落ちているという。
 　護衛中に負傷し、その後遺症で護衛を続けられなくなったため、橘の家で執事として雇われることになったと聞いている。しかし、悠人が見るかぎり怪我の後 遺症などまるでわからない。普段の生活には支障のない程度ということなので、さほどひどくはないのだろう。それでも護衛として万全の仕事ができないので引 退したようだ。
 「大地さんに勝てる日もそう遠くないと思いますよ」
 「……頑張ります」
 　悠人としてはまったくいいところを見せられなかった気がするが、師匠の櫻井にそう言ってもらえるとすこし自信が出てくる。格闘術に関しては下手な慰めをする人ではないはずだ。表情を引き締め、気合いを入れ直すようにひとり小さく頷く。
 「櫻井さんは悠人びいきだよね」
 　大地は軽く肩をすくめてそう言い、両手を腰にあてた。
 「いえ、決してそのようなことは」
 「別に構わないよ、悠人ならね」
 　櫻井の顔はこころなしか硬くなっているようだった。実際に悠人をひいきしているかどうかはわからないが、仕えている家の息子にそう思われるのはやはりまずいのだろう。構わない、というのが大地の本心とは限らないのだから。
 「大地、あの……」
 「そろそろ宿題やらないとな」
 　櫻井を庇おうとした悠人を遮るように、大地は話題を変えた。
 「宿題、何があったっけ？」
 「……数学と英語」
 「けっこう面倒なやつだな」
 　そうつぶやくと、悠人の手首を掴んで大股で歩き出す。
 　やはり櫻井の発言に腹を立てているのだろうか。それとも悠人の態度が気に入らないのだろうか。悠人は乱暴に手を引かれてよろめきながらも、櫻井に振り返って頭を下げる。彼はその場に立ちつくしたまま曖昧な笑みを浮かべていた。

 　中庭から戻ると、訓練用のジャージから制服に着替えて宿題を始めた。大地の部屋には一人分の机しかないこともあり、いつも中庭の見える広い部屋で行っている。そして、いつも何かしらおやつが用意されている。今日は紅茶とロールケーキだ。
 　四人掛けのテーブルセットに向かい合って座っているものの、互いに黙々と進めるだけである。今のところ宿題でつまずいたことは皆無なので教え合うこともなく、一緒にやる意味があるのかどうかわからない。
 　それでも、悠人は嬉しかった。
 　大地にまとわりつかれて最初は煩わしいだけだったが、次第にいることが当たり前になり、いないと寂しいとさえ思うようになっていた。からかわれて腹の立つことも多いのに、それでも一緒にいたいと思うのはなぜだろう——。
 「どうした？」
 「……別に」
 　大地は視線を感じたのか顔を上げて不思議そうに尋ねてきた。悠人はとっさにプリントに目を落としてそっけなく答えると、シャープペンシルを走らせる。その文字がいつもより乱れていることに気付き、ふいにギュッと胸が締め付けられるのを感じた。

 　——七月中旬。
 　陽射しが日に日に強くなり、半袖シャツでも汗がにじむようになっていた。夏休みまであと数日だ。
 　中間考査、期末考査はどちらも大地に勝てなかった。順位は変わらずいつも大地のひとつ下である。格闘術の方も互角に渡り合えるようになった実感はある が、最後の最後に勝つのはやはり大地だった。出会ってから今まで何ひとつ彼に勝てたものがない。手が届きそうで届かないのがくやしくてもどかしかった。
 　しかし、この状況を嫌だと思っているわけではない。
 　彼と競い合えることは純粋に嬉しい。負けたくない、勝ちたい、そんなまっすぐな熱意を持ったのは初めてのことだ。毎日が楽しいと思うようになったのも彼と出会ってからだ。なんとなく、これからもずっとこんな日々が続いていくと思っていた。なのに——。

 「橘くん」
 　いつものように大地と二人で帰ろうと昇降口を出たところで、女子二人組に呼び止められた。そのどちらにも見覚えがないのでクラスメイトではないだろう。 ひとりはさらさらな黒髪のおしとやかそうな美少女、もうひとりはおかっぱで快活そうな子である。声をかけてきたのはおかっぱの方だ。
 「突然ごめんね。私たち三年生なんだけど、ちょっとだけ時間いいかな？ 橘くんにお話しがあるの。十分もあれば終わると思うから」
 「……いいですけど」
 　大地は表情を変えずにそう答えた。悠人は驚き、腕を掴んですこし離れたところに引っ張っていくと、彼女たちの方を気にしながら耳元で声をひそめて尋ねる。
 「知ってる人か？」
 「顔は見たことあるけど、話したことはない」
 「やめておいた方がいいんじゃないのか？」
 「大丈夫だよ、悠人は先に家に行っててくれ」
 　大地は忠告を聞き入れようとせず、なだめるように悠人の背中をぽんと叩いて、彼女たちとともに校庭の方へ足を進めた。
 　彼には初等部から仲良くしている同級生が男女問わず多く、また部活の勧誘などもあり、一緒にいるときも何かと声をかけられることは多かった。けれど、今 回は今までとは何かが違う。言葉では言い表せないが、胸がもやもやするような嫌な予感が湧き上がり、彼の消えていった方を見つめながら眉をしかめた。

 「ただいま」
 　中庭の見える部屋で紅茶を飲みながら文庫本を読んでいると、大地が帰ってきた。彼の家なのにただいまなどと言われてはこちらが返答に困る。しかし、彼は無言のままの悠人を気にする様子もなく、あたりまえのように正面のいつもの席に腰を下ろした。
 　何の話だったんだろう——。
 　文庫本にしおりを挟みながら上目遣いでちらりと窺うと、彼はにこやかな笑みを浮かべていた。たいした話ではなかったのだろうか。気にはなるが、無関係な自分が詮索することはためらわれた。しかし——。
 「さっきの話さ」
 　大地の方からそう切り出してきた。
 　悠人は固唾をのみ、閉じた文庫本を握りしめる。
 「髪が長い方の人、三年生で結城舞花さんっていうんだけど、彼女に好きだから付き合ってって言われた。すこし悩んだけど付き合うことにしたよ」
 　付き合う——？
 　悠人は口を引きむすんだまま大きく目を見開く。二年先輩の彼女に告白されていたことにも驚いたが、それより大地の答えに納得がいかなかった。確か彼女と は話したこともないと言っていたはずだ。面識もないのにいきなり恋人になるなどありえない。だいいち放課後も休日もずっと二人で過ごしていたのに、彼女と 付き合うとなったらどうするつもりなのだろう。
 　そんな悠人の気持ちを知ってか知らずか、大地はくすりと笑う。
 「おまえ、そんな顔するなよ」
 「そんな顔って……」
 「この世の終わりみたいな」
 「別に、してない……」
 　否定はするが、おそらくそういう顔をしていたのだろう。言われて自覚した。だからといって素直に認めたくはない。面白がっている大地を見ていると腹が 立った。そして不安で胸が押しつぶされそうになる。訊きたいことはたくさんあるのに、頭も心もひどく混乱して言葉を紡ぐことができない。
 　しんと静まりかえったところへ、男性の使用人がティーポットに入った紅茶を運んできた。大地の前で手際よくティーカップに注いで差し出す。ありがとう、 と大地は礼を言って使用人を下がらせると、湯気の立ちのぼる紅茶にゆっくりと口をつけ、それをソーサに戻してから悠人に目を向ける。
 「なあ、悠人は僕の彼女じゃないだろう？」
 「……あたりまえだ」
 　悠人は怪訝に眉をひそめて答える。
 　だから何も言う資格はないと釘を刺しているのだろうか。だから悠人はもう必要ないと言いたいのだろうか。そもそも嫌がる悠人にしつこくつきまとってきたのは大地なのに、今さら勝手すぎる。そう思って反抗するように睨みつけたが——。
 「だから別れなくてもいいんだよ」
 「別、れ……？」
 　思いもよらない発言に思考が追いつかない。しかし、大地は素知らぬ顔で淡々と続ける。
 「僕らは今までどおり何も変わらない」
 「でも、彼女と付き合うんだったら……」
 「一緒にいられる時間は少なくなるね」
 「…………」
 　無意識に眉を寄せると、形のいい彼のくちびるが緩やかに弧を描いた。
 「だからさ、すこしでも長く一緒にいられるように、僕がいなくてもうちに来て待っててくれ。もちろん夏休みのあいだもね。格闘術の訓練も宿題も全部ここでやればいい」
 「……勝手なことばかり言いやがって」
 「今までどおり何も変わらないだろう？」
 　おまえがいないじゃないか、と思うものの声には出さなかった。代わりに非難のまなざしを送る。それでも大地は余裕の笑みを浮かべたままだ。
 「悠人を手放しはしないよ」
 　だったらなんで面識もない女と付き合うんだ、僕より女を選んでおきながら勝手なことを、おまえにとって僕はいったい何なんだ——頭に浮かんだ言葉は、あ まりにも女々しくて口にすることができない。さすがに気持ち悪いという自覚はある。友人といえるかどうかも微妙な立場だというのに。
 　それでも彼に従いさえすればこの関係を継続できる。だから、醜い感情を飲み込んで頷くしかなかった。


 













    4. おまえといるのが一番いい
    「橘、おまえ結城先輩と付き合ってるって？！」
 　翌朝、昇降口で会った大地と一緒に教室へ行くと、クラスメイトの男子が興奮ぎみに駆け寄ってきて声をはずませた。ほかのクラスメイトたちも浮き足立った様子でこちらを覗っている。さすがの大地もすこし面食らったようだ。
 「どうして知ってるんだ？」
 「すっごい噂になってるぞ」
 　そう言われて、大地はあきれたように溜息を落とすと、男子の横をすり抜けて教室の中へと足を進めていく。悠人はあわててあとを追い、不機嫌そうな彼の横顔を盗み見ながらおずおずと口をひらいた。
 「……僕は言ってないから」
 「そんなのわかってる」
 　大地はぶっきらぼうに答えた。
 　最初から疑われてはいなかったようでほっと胸をなで下ろす。そもそも話す相手がいないことは大地も知っているはずだ。噂が広まったのは、告白の現場を誰かに目撃されたからではないだろうか。あるいは彼女本人や同行の友人から漏れたとも考えられる。
 　大地が自席に腰を下ろすと、クラスメイトの男子三人が机のまわりを取り囲んだ。先ほど声をかけてきた男子もその中にいる。これまでもたびたび大地と親しげに話をしていたので、初等部から仲良くしていた連中だろう。みな前のめりで鼻息が荒い。
 「なあ、先輩ともうキスしたのか？ その先は？」
 「きのう付き合い始めたばかりだからね、これからだよ」
 　キャーッ、と遠巻きに窺っていた女子たちの甲高い声が重なる。聞き耳を立てながら顔を赤らめている男子もいる。中学一年生にとっては刺激的ともいえる話で、クラス中が熱気に包まれているようだった。
 　その中で、悠人だけは大地の横顔を見ながら眉をしかめていた。適当にごまかせばいいものを、どうしてわざわざ煽るようなことを言うのかわからない。イライラして仕方がない。それでも自分が口を出すのは筋違いなことくらい承知している。
 「くっそ、おまえうらやましすぎるんだよっ」
 「結城先輩、学校一かわいいとか言われてるんだぜ」
 「くやしいけど橘となら釣り合ってるからなぁ」
 　三人はそう言い、結城先輩について口々に語り始める。つられるようにまわりも話し出した。悠人は知らなかったが結構な有名人のようだ。聞こえてきた話を総合すると、かわいくて、おしとやかで、頭も良く、家は茶道の家元らしい。大地はどこまで知っていたのだろうか——。
 「見世物じゃないんだから、騒ぐのもほどほどにしてくれよ」
 「二人とも有名人なんだから無理だって、あきらめろ」
 　学生鞄からノートや教科書を取り出しながら言う大地に、隣に立つ男子が笑って言い返す。
 　そのときにわかに廊下の方がざわざわと騒がしくなった。直後、教室の外から長身の男子があわてた様子で飛び込んできた。
 「橘！ 結城先輩が来てるぞ！」
 「えっ？」
 　大地は手を止め、目を瞬かせながら声の聞こえてきた方に振り返った。その男子の後ろから困惑ぎみに姿を現したのは、きのうの美少女である。遠慮している のか扉付近に留まったまま入ってこない。しかし、きょろきょろと見回して大地の姿を見つけると、ほんのりと頬を染めながら曖昧にはにかんだ。

 　大地は結城先輩を教室の中に引き入れて、扉を閉める。
 　クラスメイトが色めき立つが、野次馬であふれる外よりはましだと判断したのだろう。向かい合う二人はすっかり似合いの恋人どうしという雰囲気を醸し出していた。彼女は大地よりもすこし身長が低く、若干幼めの顔立ちで、二歳も年上にはとても見えない。
 「ごめんなさい、こんなに騒ぎになるとは思わなくて」
 「それだけ先輩が注目されてるんですよ」
 　申し訳なさそうにする結城先輩に、大地はきれいな笑みを浮かべて答えた。クラスの女子は再びきゃあきゃあはしゃぎだす。しかし、悠人の眉間のしわは深くなる一方だった。白々しいことを言う彼女にも、演技じみた笑顔で接する大地にも、苛立ちがつのる。
 「それで、どうしたんですか？」
 「その、今日一緒に帰れないかと思って……」
 「僕はもともと一緒に帰るつもりでしたよ」
 　大地がにっこりと笑いかけてそう言うと、彼女は一瞬で顔を真っ赤にした。今にも湯気が上がりそうなくらいに。
 「放課後、僕が先輩の教室まで迎えに行きますね」
 「えっ……あ、うん……待ってるね……」
 　顔を紅潮させたまま消え入りそうな声で答える。
 　教室の熱気は最高潮に達した。少女漫画みたい、王子と姫だ、目の保養、うらやましい、など口々に言っているのが聞こえてくる。その中で、悠人だけが眉間にしわを刻んだまま真一文字に口をむすんでいた。胸の奥がじりじりと焼けつくのを感じながら——。

 　結城先輩を野次馬から守るように教室の外まで送り出してから、大地は自席に戻ってきた。まだ注目を浴びたままなのに涼しい顔をしている。再び男子たちが興奮ぎみにまわりを取り囲んだが、すぐに始業のチャイムが鳴り、騒いでいたクラスメイトもみな席に戻っていった。
 　平静を取り戻した教室で、大地はちらりと後ろの悠人に横目を流して言う。
 「そういうわけだから」
 「……わかった」
 　悠人はそれだけ答える。
 　言いたいことはたくさんあるが、こんなところでぶちまけるわけにはいかない。いや、彼と二人きりであってもぶちまけるわけにはいかない。すべて飲み込み、聞き分けよく振る舞うよりほかになかった。

 「じゃあ、先輩を迎えに行ってくるかな」
 　放課後になり、大地は手早く帰り支度をすませると、誰にともなくそう言って立ち上がる。間髪を入れずまわりの男子が集まってきて、どこへ行くんだ、何をするんだ、などと質問攻めにされていたが、まともに取り合わず笑いながらはぐらかしていた。
 　悠人は先に帰ろうとひっそり席を立ったが、大地に見つかり腕を鷲掴みにされた。思わずムッとして睨みつける。
 「何だ？」
 「いい子で待ってろよ」
 　クスッと笑って耳元で囁くようにそう言われ、カッと頭に血が上った。奥歯を食いしばり乱暴に腕を振りほどくと、大股で逃げるように教室をあとにした。

 　悠人はひとりで橘の家へ行く。
 　大地がいない理由をどう説明しようか頭を悩ませたが、彼がすべて話してくれていたらしい。大地に彼女ができたことも、その彼女と一緒に帰ることも、悠人が橘の家で待つことも、言わずとも執事の櫻井は知っていた。
 「申し訳ありません。勝手なことばかり……」
 「いえ、それを受け入れたのは僕ですから」
 　平謝りする櫻井に、悠人は感情を見せず何でもないことのように答える。彼に謝罪されたところで意味はない。大地がそう思ってくれるわけではないのだから。
 　もやもやしたまま櫻井に格闘術の稽古をつけてもらったが、体を動かしているうちにだんだんと気持ちが晴れてきた。比例するように体の動きも軽やかになっ ていく。今日は大地がいないので櫻井と二人きりだ。そのためか、悠人への指導にいつもより熱が入っているように感じられた。
 　大地のいないあいだにもっと上達して勝てるようになろう。そして、女にうつつを抜かしているからだとか嫌味を言ってやろう。訓練を終えたあとタオルで汗を拭いて一息つき、青く澄んだ空を眺めながらそんなことを考えると、気持ちが高揚して無意識に口もとがほころんでいた。

 「こんにちは」
 　制服に着替えて中庭の見える部屋で宿題をしていると、大地の母親が紅茶とケーキを運んできた。大地と面差しのよく似た色白の美しいひとで、名を瑞穂とい う。これまでも何度か挨拶をしたことはあったが、こんなふうに給仕をするのは見たことがない。いつもは使用人が持ってくるのにどうして彼女が直々に。固 まっている悠人の前に、流れるような所作で紅茶とケーキが置かれていった。
 「大地から聞いているわ」
 　彼女は悠人の向かいに腰を下ろして優美に微笑む。ゆるく弧を描いた形のいいくちびるは、大地のそれとよく似ていた。しかし、大地と違って含みのようなも のは感じられない。取りつくろうのが上手いだけかもしれないが。そう思ったとき、ふいに彼女の表情が凛と真面目なものに変わった。
 「悠人さん、あなたはそれでいいの？」
 　まっすぐに目を見つめたままそう問いかけられ、悠人は怪訝に眉をひそめる。彼女がどういうつもりなのかわからない。
 「……ご迷惑でしたらもう来ません」
 「あら、うちは全然迷惑じゃないわ」
 　彼女は大きな目をぱちくりさせてそう言い、くすくすと笑った。
 「犬にしか興味を示さなかったあの子が、初めて興味を示した人間があなたなの。彼女ができてもあなたに逃げられないように必死になっているの。あの子がそこまで失いたくない友人を持てたことは嬉しいけれど、あなたの気持ちはどうなのかしらと思ってね」
 　優しく気遣うような口調。
 　悠人はギュッと胸が締めつけられて目を伏せる。彼女は知らないのだろう。自分は友人ではなく犬の代わりだということに。それでも——。
 「仕方なく言いなりになっているのなら、無理しなくてもいいのよ。私からあの子に言い含めておくから」
 「……僕も大地といたいと思っているから、ここに来ました」
 　表情を引き締め、まっすぐ見つめながら噛みしめるように答えた。認めたくはないがそれが本心だ。友人にまではなれないのだとしても、せめてこの関係を継 続したいと思っている。だからといって大地本人に素直に告げるつもりはない。たとえとっくに見透かされているのだとしても。
 「本当に？」
 　彼女はじっと悠人の瞳を見つめ返して尋ねる。
 「はい」
 　こころの奥底まで探られているようで落ち着かないが、それでも目をそらさない。
 　やがて、彼女は花がほころぶようにふわっとやわらかく微笑んだ。
 「でしたら、これからもよろしくお願いするわね」
 　そう言われてもお願いされるようなことは何もない。ただ大地の言いなりになって待ちつづけ、振りまわされ、からかわれるだけなのだから——悠人は表情を硬くし、わずかに視線を落としながらこくりと頷いた。

 「ただいま」
 「……おかえり」
 　空がほんのり朱く染まり始めたころ、大地が中庭の見える部屋に静かに入ってきた。読みかけの文庫本にしおりを挟みながら、きのうは言えなかった言葉で迎えると、彼はうっすらと笑みを浮かべる。けれど、その表情には疲労が色濃くにじんでいた。
 「日が落ちるまでまだすこし時間があるけど」
 「ああ、でも格闘術をやる元気は残ってないな」
 　そう言うと、向かいに腰を下ろして机に突っ伏す。疲れたと吐息まじりにつぶやきながら。
 　二時間も彼女とどこに行っていたのだろう。何をしていたのだろう。気にはなるが詮索するのはさすがに憚られる。それに、知ってしまえばますます心がかき乱される。大地と今のままの関係を続けるのならば、知らない方がいいのかもしれない。
 「やっぱりおまえといるのが一番いいよ」
 「……だったら、やめればいいだろう」
 　机に伏せたまま告げられた言葉に、悠人は微妙な面持ちになりながらそう応じた。もともと彼女のことを好きなわけではなかったのだ。楽しいならともかく疲れるくらいならやめればいい。彼女と出かけることも、彼女と付き合うことも、彼女に関わることすべて。しかし——。
 「おまえの思い通りにはならないさ」
 　大地は腕にのせた顔を横向きにしてちらりと悠人に目を向けると、くすりと笑って言った。
 　悠人はムッとして眉間にしわを寄せたが、それでも何も言い返さず、再び手元の文庫本を開いて読み始める。しかし、その内容は何も頭に入ってこなかった。


 













    5. 別れて嬉しいんだろう
    「僕の勝ちだな」
 　昼下がりの炎天下、悠人は中庭で大地とともに組み手を行っていたが、またしても地面に組み伏せられてしまった。だが、その余裕を感じさせる言葉とは裏腹に、彼の息は荒い。紅潮した顔からも滝のような汗が滴っている。
 「今回は本当に危なかったな、ヒヤヒヤしたよ」
 　軽く笑いながらそう言うと、悠人の拘束を解いて安堵の息をついた。
 　悠人もすぐさま立ち上がり真剣なまなざしを送る。
 「……頼む、あともう一回だけ」
 「すこし休んでからにしないか？」
 　そう苦笑まじりに提案されてようやく、自分も喉がカラカラに渇いていることに気が付いた。直射日光を浴びながら運動を続けていたのだ。休憩をとらなければ二人とも熱射病になりかねない状態だった。

 　夏休みも半分が過ぎた。
 　悠人は毎日のように朝から夕方まで橘の家に入りびたっている。大地がいようがいまいが関係なしに。実際、彼は結城先輩とどこかへ出かけていることが多 い。それでも櫻井に格闘術の稽古をつけてもらったり、ひとりで宿題や読書をしたり、ときどき大地の母親の瑞穂と話をしたりして、彼のいない時間をここで過 ごしていた。
 　大地に来いと言われたからというのが建前だが、悠人自身も自宅にいたくないので、橘の家に置いてもらえることは都合がよかった。夏休み前は毎日どこへ行っているのかと訝っていた母親も、何も言わなくなった。どうやら瑞穂が何か連絡を入れてくれていたらしい。

 　縁台に腰掛けて一息つくと、櫻井が部屋のガラス戸を開けてタオルと麦茶を持ってきた。顔を流れる汗を拭い、冷たい麦茶で喉を潤し、生き返ったような心地で細く息を吐き出す。
 「惜しかったですね、悠人さん」
 　櫻井が背後から優しく声をかけてきた。
 「でも、負けは負けです」
 　さきほどのように惜しいことは過去にも何度かあったが、結果としてまだ一度も勝てていない。なぜだかどうしても追い越せない。大地がデートしているあいだもひたむきに頑張っていたのに。引きむすんだ口もとに無意識に力がこもる。 
 「悠人って負けず嫌いだよな」
 　隣に座っていた大地が、麦茶の入ったグラスを持ったまま笑って言う。
 　しかし、悠人は何も答えず表情を硬くしてうつむいていた。
 「さ、そろそろやろうか」
 　大地はグラスを置いて立ち上がり、歩いていく。
 　悠人もあとを追おうと腰を上げかけたが、悠人さん、と背後から呼び止められて振り向いた。声の主である櫻井は、膝をついたまま微かに笑みを浮かべると、すこし前屈みになりこっそりと耳打ちする。
 「大地さんも負けず嫌いですよ。悠人さんに負けたくなくて、毎日朝練をしていますから」
 　思いもよらない話に、悠人は大きく目を見開いた。
 　知らないところで大地は不在を取り戻すように訓練を行っていた。だとすれば、彼に勝てなくてもそこまで落ち込む必要はないのかもしれない。それにしても ——いつも涼しい顔をして優位に立っているように見えた大地が、悠人に負けじと必死になっていたなんて。そのことが無性に嬉しかった。
 「悠人、なにやってるんだよ」
 　振り返った大地に呼ばれ、あわてて櫻井にぺこりと一礼して小走りであとを追う。中庭の中央で待っていた彼は、腰に左手をあてながら怪訝な目を悠人に向けた。
 「櫻井さんと何を話してたんだ？」
 「格闘術のアドバイスだよ」
 　正直に答えて大地の反応を見たい気持ちもあったが、告げ口をした櫻井が怒られるのではないかと思い、嘘をついた。しかし、その発言が不自然だったのか挙動がおかしかったのか、大地は疑わしげな表情を崩さない。
 「どんな？」
 「それを教えたら僕が不利になる」
 「ふーん……でも僕が勝つけどね」
 「僕だって、今度こそ負けない」
 　悠人が強気にそう言いつのると、大地はニヤリと口もとを上げて挑戦的な目を向ける。そしてどちらからともなく距離を取り、腰を落として構え合った。

 「そうだ、これから舞花と花火大会へ行くから」
 　格闘術の訓練を終えて着替えに向かう途中、大地は思い出したようにそう言った。
 　今夜は何万人もの人出で賑わう大きな花火大会があるらしい。付き合っている二人が楽しむにはいいイベントなのだろう。悠人は今まで花火大会に行ったこともないし、彼女がいたこともないが、何となくそういうものだと知識として知っている。
 　彼女とどんな付き合いをしているか、悠人はいちいち聞かないし、大地もほとんど話さない。ただ、たまにこうやって行き先を言ってくることがある。深い意味はないはずだ。しかし、悠人はそのたびに光景を想像してしまいモヤモヤとしていた。
 　そして、彼女を名前で呼ぶことにも同様にモヤモヤとしていた。夏休みに入ったころから、結城先輩ではなく舞花と呼び捨てにするようになっていた。先輩ではあるが、付き合っているのだから別に不思議ではない。何もおかしくはない。けれど——。
 「おまえは行かないの？」
 　何気ない調子で尋ねられ、悠人はムッとして口をへの字に曲げた。
 「ひとりで行っても楽しくない」
 「それもそうだな」
 　大地は無邪気に笑いながら同調する。しかし、悠人は心に冷たい風が吹き抜けるような寂しさを感じた。自分がどんな反応を期待していたのかも気付けないままに。

 「じゃあ、行ってくるよ」
 　着替えていつもの部屋で文庫本を読んでいると、大地がひょっこりと姿を現した。それを見て悠人は固まる。花火大会に行くとは言っていたが、まさか浴衣を着るとは思わなかった。濃色にうっすらと細いストライプが入った落ち着いたデザインで、意外なほどよく似合っている。
 「変か？」
 「いや」
 　めずらしく心配そうに尋ねてきた彼に、短くそれだけ答えた。
 「初めてなんだよ、舞花が着ろっていうからさ」
 　大地は頭に手をやりながら言い訳がましくぼやく。しかしながら満更でもなさそうに見える。これはいわゆる惚気というやつだろうか。反応に苦慮して微妙な面持ちになると、彼は腰を屈めて不思議そうに覗き込んできた。
 「何だ、寂しいのか？」
 「……別に」
 「いつか一緒に行こうな、浴衣で」
 　屈託なく笑いながらそんなことを言われて、息が止まった。だが、何気なく言っただけで本気ではないのだろう。ただの社交辞令なのだから期待してはいけない。そう自分自身に強く言い聞かせながらも、顔が火照るのは止められなかった。

 「君が、楠悠人くんだな」
 　大地が花火大会に出かけたあと、ひとり残された悠人はしばらく静かに本を読んでいたが、そろそろ帰ろうかと思ったところへ見知らぬ大人の男性が現れた。 随分と仕立ての良さそうなスーツを身につけている。威厳すら感じさせる堂々とした佇まいと声音からしても、使用人ではなさそうだ。だとすれば——反射的に 背筋が伸びて、身が引き締まる。
 「……はい」
 「大地の父の剛三だ」
 　彼はわずかに口もとを上げて自己紹介すると、正面に座った。
 　予想どおりなので驚きはしなかったが、緊張が高まり、おずおずと頭を下げて上目遣いで窺う。年齢的には悠人の父親と同じくらいだろうか。その居住まいからは自信や力が満ちあふれている。大地と顔はあまり似ていないが、醸し出す雰囲気には通ずるものがあった。
 「大地が新しい犬を飼い始めたと聞いてな」
 　剛三は愉快そうに含みのある笑みを浮かべて言う。挑発しているのだということはすぐにわかったが、それでも冷静に受け流せなかった。逆に挑み返すかのような強気なまなざしで睨めつける。
 「大地が、そう言ったんですか」
 「不服そうだな」
 　剛三は鼻先でフンと笑い、机に腕を置いてズイッと身を乗り出す。思わず悠人は身をのけぞらせた。
 「君の扱いは飼い犬のようなものだろう」
 「……僕は、望んでここに来ています」
 「しかし、君が望むのは犬扱いではあるまい」
 「…………」
 　彼の言うことは何も間違っていないが、だからこそ抉られる。現状で構わないと思っているだけで、積極的にこの状況を望んでいるわけではない。けれど、深くは考えないようにしていた気がする。
 「君は、何を望む？」
 　畳みかけるように問われるが、何も答えられない。目を泳がせてうつむくと、彼はふっと笑った。
 「思う存分、悩んで考えるがいい」
 　そう言って立ち上がり、言葉を継ぐ。
 「君が何を望むかは知らんが、何の努力もせずにあきらめては人生つまらんだろう。確かに世の中には思い通りにならないことの方が多い。だが、本気でぶつかれば不可能が可能になることもあるのだ。覚えておくといい」
 　悠人は去りゆく彼の背中をじっと見つめた。
 　いったい何をしに来たのか今ひとつわからない。悠人がここに来ることを咎めているわけではなさそうだ。からかっていたのだろうか。試していたのだろうか。それとも心配していたのだろうか。
 　君は、何を望む？
 　低く深みのある声が頭の中で響く。望んだものなんて自分には何ひとつ手に入らない。つまらない人生だとしても、それが事実なのだからどうしようもない。流されるだけの現状で満足している。だから——くちびるを噛み、答えが見つかるまえに思考を放棄した。

 　夏休みが終わって二学期が始まり、数日が過ぎた。
 　当然ながら、夏休みのように大地と過ごすことはできなくなった。学校ではあいかわらず行動をともにしているが、放課後はひとりで橘の家へ行き、飼い犬の ように従順に大地の帰りを待つ日々だ。夏休み前から何も変わっていない。これからもずっと変わらないのだろう。この日まではそう思い込んでいた。

 「ただいま」
 「おかえり」
 　時計を確認してそろそろ帰らなければと思っていたところへ、大地が帰ってきた。涼しい顔をしたまま悠人の前に座る。悠人が読んでいた文庫本にしおりを挟んで閉じると、彼は何気ない口調で切り出した。
 「舞花と別れてきた」
 「えっ……？！」
 　きのうまではそんな素振りなど微塵もなかったのに、あまりにも普通に告げられて混乱する。言い方からすると彼の方から別れたように聞こえる。
 「どうして……」
 「悠人のためじゃないよ」
 「それは、わかってる」
 　からかうような物言いにムッとしながら言い返し、じっと彼を見つめる。本当のことを知りたい気持ちはあるが、無理に聞き出す権利はない。せめて感情だけでも読み取れないかと思ったが——。
 「誰にも言うなよ」
 　彼はすこし真面目な顔になってそう前置きする。
 　悠人もつられるように表情を引き締め、無言で頷いた。
 「何か違うと思ったんだ」
 「……は？」
 「このひとじゃないって」
 「何が……？」
 「わからないならいいよ」
 　大地はクスッと笑って話を打ち切る。
 　喧嘩をしたとか、嫌になったとか、明確な理由があるわけではないのだろうか。いや、そもそも最初から彼女のことなど好きではなかったのだ。努力はしたが好きになれなかったと考えれば合点がいく。それならもっと早く気付いてくれれば良かったのに。そうすれば——。
 「悠人、おまえさ」
 　彼の声で我にかえる。顔を上げると、大地が含みのあるまなざしでじっとこちらを見つめていた。そのままゆっくりと頬杖をついてくちびるにかすかな笑みをのせる。
 「僕が別れて嬉しいんだろう」
 「そんなことっ……！」
 　ドキリと心臓が竦み上がった。
 　動揺のあまりもう何も考えられない。否定の言葉さえまともに口にできないまま、顔が次第に熱を帯びていくのを感じ、きまり悪さから逃れるように斜め下に目を落とす。そのとき大地がどんな表情をしているのかなど、見る勇気はとてもなかった。


 













    6. ただ空を飛びたかっただけ
    「ハンググライダー？」
 　大地が結城先輩と別れた翌日の放課後、久しぶりに彼とともに橘の家へ向かっていると、思いもよらない話を切り出された。空を飛ぶものだということは何となく知っているが、一度もやったことはないし、それどころか実際に飛んでいるところを見たことさえない。
 「そう、今度の三連休に行こうよ」
 「三連休って……泊まりで……？」
 「ずっと待っててくれたご褒美だよ」
 　いたずらっぽくそんなことを言う大地に、目を大きくする。
 　まさか彼に待たせていたという意識があったなんて。これまですこしも悪びれた様子がなかったので、感謝などまったくしていないと思っていたのに。嬉しい反面、誘いの内容を考えると素直に喜ぶことはできなかった。
 「ハンググライダーなんてやったことない」
 「僕もだよ。だから一緒に習おうって話」
 「でも……親がなんて言うか……」
 　口ごもりながら、曖昧に顔を曇らせてうつむく。
 　日頃から橘の家に入りびたってはいることは承知しているはずだが、泊まりでどこかに出かけるとなると許してもらえるかわからない。いや、それ以前に二泊 もの旅行に出かけるだけの金銭的余裕がない。財閥御曹司である大地とは違い、あくまでただの中学一年生でしかないのだから。
 「心配しなくてもうちから説明して許可をもらうよ。コテージはうちの持ってるものだし、車も出してもらうし、ハンググライダーも用意しておく。悠人は身ひとつで来ればいいから」
 「……わかった」
 　断られることなど考えてもいなさそうな口ぶりである。
 　しかし、実際に橘家がそう申し出れば母親はきっと断りきれない。ただでさえ気が弱いのに、相手が橘財閥の人間となれば萎縮することは目に見えている。納得がいかなくても最終的には押し切られてしまうだろう。

 　それから二週間と数日が過ぎて、約束の三連休になった。
 　大地の言ったとおり、あのあとすぐに瑞穂が直々に話をつけていたようで、母親は反対することなくすんなりと許可してくれた。父親には話をしていないが、 母親の方から報告くらいはいっているはずで、まったく知らないということはないだろう。厳めしい顔つきで新聞に目を通している彼の横を素通りし、悠人は家 を出た。

 「悠人、この人がコーチの真田隆弘さん」
 　橘の家に行くと、大地とソファで談笑していた見知らぬ男性を紹介された。はじめまして悠人君、と彼本人からにこやかに握手を求められ、悠人は戸惑いながらもおずおずと応じる。
 　彼はこの三連休のために雇ったハンググライダーのコーチだという。コテージまで同行し、初心者の悠人と大地に基本からきっちりと指導してくれるらしい。そういう話は聞いていたが、実際に本人と顔を合わせたのはこのときが初めてだった。
 　年齢は父親よりすこし若いくらいだろうか。長身にほどよく筋肉がついた均整の取れた体型で、笑顔はさっぱりとしていてさわやか、いかにもスポーツマンといった雰囲気を醸し出している。普段はスポーツジムでインストラクターをしていると言っていた。
 　面識のない人と三日間を共有しなければならないことが憂鬱だったが、人当たりが良さそうな彼であれば、あまり気まずい雰囲気にはならないような気がする。その点では幾分か懸念が払拭できた。

 　現地までは橘所有の四輪駆動車で行く。
 　悠人と大地はともに後部座席に、真田コーチは助手席に座っている。運転手は執事の櫻井だ。いつものスーツ姿ではなく、タートルネックにジャケットを合わ せた若干カジュアルな格好をしている。その運転は物腰と同様にとても丁寧でやわらかく、舗装されていない道でも安心して乗っていられた。
 　目的のコテージは山道を上ったところにひっそりと建っていた。見渡す限りほかの建物はない。
 「さ、入ろう」
 　大地に促されて、櫻井が鍵を開けたコテージに足を踏み入れた。思いのほか明るく広々とした内部をぐるりと見回す。仕切りのない空間と吹き抜けが開放感を作り出しているようだ。高窓からはまばゆいくらいの陽光が降りそそいでいる。
 「一階がダイニングキッチンやお風呂、二階が個室になってるんだ」
 　大地はスポーツバッグを下ろしながら簡単に説明する。
 　それを聞きながらぐるりと視線をめぐらせると、奥の方に二階へ続く階段が見えた。個室ということは一人一部屋あるのだろうか。コテージというともっと野 性的なものを想像していたが、エアコンがついているようだし、お風呂も個室もあるというし、思ったより快適に過ごせそうでひそかに安堵する。
 「さっそくハンググライダーしに行こうよ」
 「お昼を食べてからだよ」
 　大地は無邪気に真田コーチの手を引いて外に連れ出そうとするものの、苦笑しながら諭されて頬を膨らませた。なぜか真田コーチの前では驚くほど甘えた態度 になるようだ。行きの車中でもすでにそうだった。今日が初対面のはずなのにどうしてこんなに懐いているのかわからない。そのことを考えるだけで無性に苛立 ちがつのった。

 　櫻井が持参した昼食のサンドイッチを食べてから、ハンググライダーの講習を始める。
 　実際に飛ぶ前に、ハンググライダーの組み立て方や扱い方、仕組みなどを勉強することになっているらしい。いつになったら飛べるんだろう、と大地はときどき不満げに口をとがらせながらも、基本的には悠人とともに真面目に講習を受けていた。
 　悠人たちの理解が遅かったわけではないと思うが、それでも今日は事前準備だけで終わってしまった。実際に飛ぶのはあしたからだという。悠人たちが教えられていなかっただけで、最初からその予定だったのかもしれない。
 「今日、飛ぶの楽しみにしてたのに」
 「あしたは飛ばせてあげるからね」
 　大地は思いきり不満顔で真田コーチに文句を言っているものの、やはり甘えているようにしか見えない。真田コーチもニコニコと余裕で受け流している。そんな仲睦まじげな二人の後ろをついて歩きながら、悠人はひとり静かに唇を引きむすんだ。

 　コテージに戻ると、櫻井が夕食の準備をしているところだった。
 　美しく盛りつけられたパスタ、サラダ、ポタージュ、キッシュ、パンなどが、次々と木製のテーブルに並べられていく。まるでしゃれた洋風レストランのようだ。見た目だけでなく、実際に食べてみても期待を裏切らない美味しさである。
 　元護衛で現執事の櫻井に、まさか料理の素養まであるとは思いもしなかった。悠人は目をぱちくりさせながら彼を見つめ、真田コーチは「すごいですね」と素直に感嘆していたが、大地は知っていたからか反応もせず黙々と食していた。

 「そうだ、悠人は僕と一緒のベッドでいいよな？」
 　食事を終えて一息ついたあと、大地は思い出したようにそう切り出した。構わないだろうと言わんばかりに。えっ、と悠人は眉をひそめて混乱ぎみに聞き返す。
 「ここ、シングル二部屋とダブル一部屋なんだよ。だから」
 「…………」
 　事情は理解した。
 　四人で来ているので誰かがダブルベッドの部屋を使わなければならない。だとすれば、同級生である大地と悠人にあてがわれても不思議ではない。けれど——。
 「そんなに嫌がられると僕も傷つくんだけど」
 「別に嫌がってるわけじゃ……」
 　難しい顔をしていたので大地に誤解されてしまったようだが、決して嫌だとは思っていない。ただすこし動揺しただけだ。自分でもなぜかわからないのでうまく弁解できないのだが。
 「悠人さんはひとりでないと眠れないのでしょうか？」
 　櫻井が尋ねてきた。
 　小学生になってからは他人と一緒に寝たことがないのでわからない。ただ、大地とひとつのベッドで身を寄せ合いながら寝るなど、想像するだけで緊張して眠れないような気がしたのだ。じっと無言で目を伏せていると、大地は頬杖をつきながらあきれたように大きく溜息をついた。
 「だったら僕とコーチが一緒に寝るよ。いい？」
 「僕は構わないよ」
 　真田コーチがためらいなく了承すると、大地はニコッと微笑む。
 　自分はまだ何も答えを出していないのに、何も言っていないのに——悠人は笑顔を交わしている二人を呆然と眺めた。そして頭の中で何かが弾けるのを感じた瞬間、ダン、とテーブルに勢いよく両手をついて立ち上がった。空の食器が音を立てて揺れる。
 「……僕が大地と寝る」
 　首が折れそうなほど深く下を向き、テーブルについた自分の手を見つめて噛みしめるように言う。どうしても嫌だった。大地が目の前で自分以外の誰かを選ぶことが。
 「無理しなくてもいいんだぞ」
 「無理なんてしてない」
 「ふぅん……ならいいけど」
 　大地の冷ややかな返事が胸に突き刺さる。
 　彼にとってはどうでもいい些細なことなのかもしれない。自分だけがこんなに動揺して必死になって馬鹿みたいだ。胸の内でそう自嘲して、うつむいたままテーブルの上で強くこぶしを握りしめた。

 　二階の部屋に行ってみると、ダブルベッドは想像していたよりもずっと大きかった。これなら身を寄せ合わなくても寝られるはずだ。ほっとしたが、同時に肩透かしを食わされたようにも感じた。先に部屋を見ておけば良かったと今さらながら思う。
 　部屋の中は身震いするほど冷えきっていた。秋が始まったばかりだが、このあたりは標高が高いので平地より早く寒くなるようだ。だが個室内にもエアコンがついており、先ほど暖房を入れたのでしばらくすれば暖かくなるだろう。
 　悠人は荷物を置き、窓越しに外の景色を見る。
 　見渡す限りあかりはなく遠くまで闇が広がっているが、その分、満月や星がくっきりと鮮やかに見える。空気が澄んでいることも影響しているのだろうか。こんな絵に描いたような夜空は今まで見たことがなかった。
 「悠人ってロマンチスト？」
 「……そんなんじゃない」
 「星、きれいに見えるよな」
 　大地はそう言いながら足を進めて悠人の隣に並び、ガラス窓を全開にした。ひんやりとした空気が部屋に滑り込んでくる。
 「せっかく暖かくなってきてたのに……」
 「窓越しより直で見た方がきれいだよ」
 　屈託のない笑顔でそう言われると反論できなくなってしまう。口をとがらせつつ、熱を帯びてきた頬を冷ますように窓の外に顔を向ける。隣の大地も窓枠に両腕をのせて大きく星空を見上げた。そのきれいな横顔に、悠人は若干の緊張を感じながらそろりと視線を流す。
 「なあ、どうして急にハンググライダーしようと思ったんだ？」
 「ただ空を飛びたかっただけさ。気持ち良さそうだろう？」
 　大地はニコッとして振り向いた。
 　なんとなくだが煙に巻かれたような気がした。本当は別の理由があるのではないか。それをごまかすための笑顔ではないか。だとしても、言いたくないものを無理に聞き出すつもりはないのだが。
 「そろそろ寝よう。あした朝早いからな」
 　悠人が考え込んでいると、大地は何気ない調子でそう言って窓を閉めた。

 「じゃ、おやすみ」
 「おやすみ」
 　蛍光灯を消してふたりはベッドに入った。
 　余裕で片腕分くらいは離れているが、布団は繋がっているので嫌でも隣の存在を感じてしまう。すこし身じろぎするだけでも動きが伝わってくる。だが、それを気にしているのは悠人だけかもしれない。隣の大地はまもなく静かにすぅと寝息を立て始めた。
 　それから何時間が過ぎても、悠人の目は冴えたままだった。
 　かすかな寝息を聞いているだけで鼓動が速くなり、横顔を見ているだけで息が詰まりそうになる。誰かと一緒に寝たことがないので緊張しているだけかもしれない。しかし、相手が大地だから意識しているという可能性も大いにある。
 　悠人にとって大地が特別な存在であることは否定しようがない。今まで生きてきた中で唯一親しくなった他人なのだから。だが、大地にとっては悠人が唯一の存在ではない。その温度差を考えると苦いものがこみ上げてくる。
 　君は、何を望む——。
 　大地の父、剛三の言葉が脳裏によみがえる。
 　大地に対してみっともない独占欲を抱いていることは、もはや認めざるを得ない。彼が親しくするのは自分だけであってほしい。せめて一番は自分であってほしい。そういう感情は自分の中にまぎれもなく存在している。今日一日ではっきりとそのことを自覚させられた。
 　けれど、それがいかに非常識な望みであるかは理解している。だから自分の心の奥底に沈めておくしかないのだ。大地が誰かと仲良くしているところを見せつけられても。それが彼女ならばなおさら自分に何かを言う資格はない。
 　彼女って、何だろう——。
 　隣で眠っている大地に横目を流しながらぼんやりと考える。好きならまだしも、好きでもないのに付き合うなんてまったく理解できない。男友達といるだけで は満足できないのだろうか。学校から一緒に下校したり、図書館で勉強をしたり、映画を観に行ったり、花火大会に行ったりなんて悠人でもできるのに。
 　板張りの天井を見つめながらふうと重い溜息をつき、あらためて大地を見やると、彼はもぞりと寝返りを打ってこちらに体を向けた。ふいに息遣いがはっきりと感じられるほど顔が近くなり、ドキリとして心臓が飛び出しそうになる。彼が目を覚まさなかったのがせめてもの救いだ。
 　息をついて落ち着こうとするが、彼との距離を意識してしまうと到底無理な話だった。まるで誘うように薄く開かれた唇から目が離せない。結城先輩とはキスをしたのだろうか——ふとそんなことを考えて、胸にズキリと疼くような痛みを感じた。
 「…………」
 　ごくりと唾を飲む。
 　彼の唇に引き寄せられるように震える手を伸ばし、指先でかすかに触れた。薄く見えたそれは思いのほかやわらかくあたたかい。そして彼の濡れた寝息が手にかかると、ぞくりと身震いしてカッと燃えるように熱くなった。
 　体中が脈を打っているようだ。
 　自分自身が何をしたいのかもわからないまま、息を詰めて彼の寝顔を見つめ、唇の感触を確かめるように指先を動かす。そのとき大地の目がぼんやりと開いた。びっくりして弾かれるように手を引っ込めるが、彼はまだ寝ぼけた様子で、眠そうに悠人を眺めながらぼそりと言う。
 「おまえ、なにやってたんだ？」
 「……くちびるがきれいだったから」
 　とっさに口をついた言い訳はあまりにも苦しいものだった。言い訳にさえなっていない気がする。いたたまれず、目をそむけながら布団にもぐり込もうとしたが、そのとき彼の親指がふにっと唇に押しつけられた。一瞬、何が起こったのかわからず目を見開いて硬直する。
 「悠人のもきれいだよ」
 　大地はうっすらと淡い微笑を浮かべてそれだけ言うと、すうっと目を閉じた。悠人の唇を触っていた手もだらりと落ちる。続いて安らいだ寝息がかすかに聞こえてきた。
 　いったい何のつもりなんだ——！
 　ひとの心をぐちゃぐちゃにかき乱しておきながら、素知らぬ顔でひとり心地よさそうに眠る彼を、悠人は潤んだ目で恨めしげに睨めつけた。体を反対向きにし て猫のように体を丸める。いっそ蹴り飛ばしてやりたい衝動に駆られるが、そんなことができるはずもない。ただ唇に残された指先の感触を反芻しながら、眉を 寄せて堪えるしかなかった。
 　結局、ほとんど寝付けないまま朝を迎えることになった。

 「悠人君、ちゃんと聞いてた？」
 「すみません……」
 　今日は実際に空を飛ぶ予定になっている。だが、睡眠がとれなかったせいで何度もぼうっとしてしまい、そのたびに真田コーチに注意された。普段は温厚だが、ハンググライダーに関しては厳しい顔を見せる。油断していると事故に繋がるので当然といえば当然だ。
 「枕が変わるとダメなほう？」
 「そんなんじゃない」
 　無邪気に尋ねてくる大地が恨めしくて、仏頂面になる。
 　おまえのせいだと言ってやりたいが言えるはずもない。夜中の出来事を覚えているかどうかもわからないのに。今朝になってもまったくその話題を振ってこないし、なんとなく忘れているような気はするが確信はない。藪蛇になりかねないのでこちらからは尋ねたくない。
 　ひとまず大地のことは棚上げにして、二度と真田コーチに注意されないよう、何より自分が事故を起こさないよう、真面目に操作方法や注意事項のおさらいに取り組む。両頬を叩いて気合いを入れたおかげか、これ以降はどうにかウトウトすることもなく集中できた。
 　一通り終わると、真田コーチは風の方向や強さを確認してから二人に言う。
 「じゃあ、心の準備ができたら飛んでもらおうかな」
 「僕はすぐに飛べるよ！ 飛ばせて！」
 　大地は待ちかねたとばかりに勢いよく挙手をした。
 　真田コーチはいささか苦笑しながらも了承し、大地を発進地点へ連れて行った。そして、準備を整えた彼に注意事項を念押ししたあと、歯切れのいい掛け声で 発進の合図をした。大地はためらいなく飛び出すと、きれいに姿勢を保ったまま空中を進んでいき、教えられたとおり丁寧に着地する。
 「初めてとは思えないくらい上出来だよ」
 「まあね」
 　大地は見たことのないくらい晴れやかな顔をして戻ってきた。真田コーチの賞賛に得意気に胸を張る。
 「悠人も飛んでこいよ。気持ちいいぞ」
 　彼ほど楽しみにしていたわけではないが、その興奮を目にすると期待が高まってくる。こくりと頷き、真田コーチとともに飛び立つ準備を始めた。
 「3、2、1、はい！」
 　真田コーチの掛け声で助走を始め、決められた地点で力いっぱい地面を蹴り、空中に飛び出す。すうっと冷たい空気を切りながら進むと、視界が広がり、パ アッと見たことのない景色が広がった。感じたことのない浮遊感に心臓がキュッとなる。映像を見ているだけでは味わえない感覚だ。まるで何か解き放たれたよ うな錯覚を起こす。
 「悠人君も上出来だよ。気持ちよかった？」
 「……はい」
 　着地して戻ると、待ち構えていた真田コーチにニコニコしながら問われたが、どこか戸惑いがちに首肯することしかできなかった。気持ちは高揚していても表 現するすべを知らない。あまり面識のない相手であればなおさらだ。それでも真田コーチは十分満足したように嬉しそうな顔を見せた。

 　二日間、ふたりとも夢中になって飛んだ。
 　格闘術は大地に勝ちたくて稽古している部分もあるが、ハンググライダーは今のところ純粋に楽しめている。真田コーチの言うことを聞いて無茶はしなかった ものの、何度も飛んでは戻りを繰り返した。飛びすぎて疲れるくらいに。おかげで、初日はあれほど寝つけなかったにもかかわらず、二日目は大地ともどもベッ ドに入るなり熟睡してしまった。

 「そろそろ帰る準備をしようか」
 　三日目の夕方、空がほんのりと朱く色づき始めたころ、真田コーチにそう切り出された。名残惜しくはあるが、明日は学校に行かなければならないので仕方がない。悠人も、大地も、後ろ髪を引かれつつハンググライダーを片付けることにした。
 「あのさ、悠人に言っておきたいことがあるんだ」
 「……何？」
 　もしかしてあの夜のことだろうか。
 　大地にこころなしか言いづらそうに切り出され、心臓を冷たい手で鷲掴みにされたように感じながらも、必死に何気ない態度をよそおって続きを促す。顔はと ても見られないし見せられない。うつむいた額にじわじわと汗がにじんでくる。ハンググライダーにかすかに震える指先をかけたまま、じっと彼の言葉を待っ た。
 「僕、あしたから惣島絵理子と付き合うことにした」
 「……えっ？」
 　あまりにも予想外な話に思考が追いつかず、きょとんとする。大地はくすっと笑った。
 「同じクラスで僕の前に座ってる子だよ」
 　うっすらとだが記憶にある。ときどき大地と気さくに話をしていた女子だ。おそらく初等部からの同級生なのだろう。おしとやかで可愛らしい雰囲気の結城先輩とは違い、さっぱりとしていて快活そうなイメージである。その彼女とあしたから付き合う——？
 　大地はハンググライダーを片付ける手を止めて、ニコッと笑顔を見せる。
 「だから、また家で待っててくれよな」
 「付き合うって……なんで……」
 「付き合ってって言われたから」
 　あっけらかんと告げられた答えに、悠人は眉をひそめた。
 　一週間ほど前、用があるから先に帰ってと大地に言われたことがある。多分そのときに彼女から告白されていたのだろう。結城先輩と別れたことは学校中に知れ渡っていたようだし、彼に好意を持つ女子が行動を起こしたとしても不思議はない。
 　しかしながら彼が何を考えているのかは微塵も理解できない。好きでもない女子と付き合うことは、結城先輩ですこしは懲りたのではないかと思っていたの に。まさか別れて三週間も経たないうちに同じことをするなんて。違うタイプだからうまくいくと考えたのだろうか——悠人は爪が食い込むほど強くこぶしを握 りしめ、そして立ち上がった。
 「悠人？」
 「もう一回、飛んでくる」
 　無表情でそう言い置き、畳んだハンググライダーを抱えて全力で走り出した。そして真田コーチの制止もきかず茜色の空に飛び出していく。剥き出しの顔に打ちつける風はひどく冷たくて、痛くて、堪えきれずにじわりと熱い涙がにじんだ。


 













    7. おまえと結婚するわけには
    　今日から悠人は高校生だ。
 　同級生の大半がそうであるように、悠人も有栖川学園高等部の普通科に内部進学した。入学試験はなく、一定の成績を収めていれば進学できるようになってい る。制服や場所が中等部とあまり変わらないこともあり、進学した実感は希薄だったが、七割近くが外部生のためか新鮮な雰囲気は感じていた。
 　入学式が終わると、校門付近は真新しい制服に身を包んだ新入生たちで賑やかになった。内部進学生の親は基本的に入学式に来ないことになっているので、親と一緒にいるのは外部生だろう。
 「外部生って、なんか初々しいよな」
 　校門の脇で嬉しそうに記念撮影する親子を横目で見ながら、大地はくすっと笑った。
 　彼もまた有栖川学園高等部の普通科に内部進学しており、悠人とはクラスも同じである。なぜか中等部のときから一度も別のクラスになったことがない。その ことを不思議がっていたら、僕と悠人が別のクラスになるはずないだろう、と大地が当然のように言っていたので、もしかしたら学校側に頼んでいるのかもしれ ない。知らない方がいい気がしたのであえて尋ねなかったが。
 「あ、来てるな」
 「えっ？」
 　いつものように橘の家に行くものとばかり思っていたが、大地は校門からすこし離れたところに止まっていた黒塗りの車に、軽く手を上げながら足早に近づい ていった。すぐさま運転席からスーツを着た男性が出てきて、後部座席の扉を開いて丁寧に一礼する。ありがとう、と大地はにこやかに言って後部座席に乗り込 むが、悠人はわけがわからず困惑して立ちつくした。
 「なにやってるんだ、早く乗れよ」
 「…………」
 　すこしくらい説明してくれてもいいだろう——彼の自己中心的な態度には少なからず立腹させられたものの、いつものことであり、とりあえず言われるまま素 直に乗り込むことにする。大地ならそうおかしなことは企んでいないはずだ。警戒心は強い方だが、疑いもせずそう思うくらいには彼のことを信用していた。

 「ここは……」
 　秘密のまま二十分ほど車で走って連れてこられたところは、川沿いの桜並木だった。まだ咲き始めで満開にはほど遠い。それでもビニールシートを敷いて花見 をしている人たちがちらほらいる。平日の昼間だからか、花見には早いからか、みっともない酔っぱらいの姿は見当たらない。
 「おまえ、花見したことないだろう？」
 「桜を見たことくらいはある」
 　つい可愛げのない子供のような反論をしてしまったが、彼の言うとおりいわゆる花見はしたことがない。学校や公園に咲いているのを、通りがかりに横目で眺 めていたくらいである。それでも十分満足していたし残念に思ったことはない。むしろ、ただ大騒ぎするだけの花見宴会には嫌悪感を覚えていた。
 　だが、こうやって落ち着いたところで桜並木を眺めるのは悪くないと思う。満開になったらきっと絵に描いたような圧巻の光景になるのだろうが、咲き始めも 生命の息吹が感じられて美しい。ひとりでわざわざ見に行こうとは思わないので、ここに連れてきてくれなければ見られなかった。
 　ただ、大地がどういうつもりなのかは今ひとつわからない。
 「花見をするためにわざわざ車でここまで来たのか？」
 「花火大会もまだ行けてないし、花見くらいはと思ってさ」
 　大地は桜並木を仰ぎ見ながらそう言うと、振り向いてニコッと笑う。
 　花火大会——その言葉を聞いて悠人はわずかに目を大きくした。いつか一緒に花火大会に行こうと彼に言われたのは、中学一年生のときである。だが、二年生 のときも三年生のときも誘われなかった。どちらのときも大地には彼女がいたので期待していなかったし、そもそもとっくに忘れているだろうと思っていたの に。
 「あ、ちょっと待ってろよ」
 　大地は土手の上に露店を見つけると、黒髪をさらりとなびかせながら小走りで石段を駆け上り、迷う様子もなく何かを買って戻ってきた。その手にあったのは缶のお茶と透明なパックに入った桜餅である。
 「その辺で座って食べよう」
 　大地が指さした桜の木の傍らに二人並んで腰を下ろした。何も敷いていないが、乾いた草の上なので新しい制服が汚れることはないだろう。
 　二人はそれぞれプルタブを空けてお茶をひとくち飲むと、小ぶりな桜餅をひとつずつ手に取った。桜餅は今までにも何度か食べたことはあるが、外で桜を見ながらというのは初めてで新鮮だ。塩漬けの桜の葉がやわらかく、上品な甘さの小豆あんとの相性もとても良い。
 　無心で平らげて隣を見ると、大地もちょうど最後の一口を食べたところだった。指先をハンカチで拭い、そのまま川沿いの桜並木をぼんやりと眺め、缶のお茶をひとくち飲んでからぽつりと言う。
 「本当は満開のときに連れてきたかったけど、もう返事するからさ」
 　彼はいま何人かから告白されて返事を保留している。そのうちの誰かと付き合うつもりなのだろう。だから悠人を優先できるのは今のうちというわけだ。さらさらと川の流れる音がやけに耳障りに感じ、お茶の缶を持つ手に力がこもる。
 「いいかげん女をとっかえひっかえするのはやめろよ」
 「ひどい言われようだな」
 　大地は悪びれもせず軽く笑いながらそう言うと、前を向いたまま言葉を継ぐ。
 「僕としては真面目に付き合ってるつもりだけどね。続かないだけで」
 　彼はこれまで先輩後輩を問わず数多くの女子と付き合ってきたが、長く続いたためしはない。短いときは一週間くらい、だいたいは一ヶ月ほど、長くても三ヶ月に満たない。いずれも女子の方から告白されて、大地から別れを切り出しているようだ。
 　だが浮気や二股のような不誠実なことは決してしないので、真面目に付き合っているというのも間違いではない。乗り換えたと誤解されないよう、別れてから 次に付き合うまで三週間ほど空ける配慮もしている。現彼女についても、元彼女についても、他人に言うべきでないことはわきまえて口をつぐんでいる。
 　続かないのは、喧嘩別れとか心変わりとかいうわけではなく、大地が早々に見切りをつけるからである。自分が求めているのはこのひとではないと。
 「好きでもない女と軽率に付き合うからだろう」
 「付き合ってみないと相性なんてわからないよ」
 　そう言われると一理ある気はする。
 　それでもやはり好きでもない女と付き合うなど納得できない。もちろん好きになれるかもしれないから付き合うのだろうが、いままで出会えてないのだから、もうそろそろあきらめた方がいいのではないかと思う。そこまで努力する価値があるのか甚だ疑問だ。
 「別に彼女なんかいなくてもいいんじゃないか？」
 「ま、悠人といる方が楽しいのは楽しいけどな」
 　思わぬ返答にドキリとした。屈託のない彼の笑顔を目にして、奥歯を噛みしめる。
 　大地はいつも悠人より彼女との時間を優先する。しかし、彼女がいないときは必ず悠人と過ごしていた。誰と付き合っても結局は悠人のところへ戻ってくるのだ。短期間で見切りをつけられてしまう彼女たちとは違う。それが悠人の矜持だった。
 　それでも放置されて寂しい気持ちがないわけではない。自分より彼女の方を優先されて面白いはずがない。身勝手な願望はずっと自分ひとりの胸に秘めてきた。けれど、彼女といるより自分といる方が楽しいと、本当にそう思ってくれているのなら——。
 「だったら……ずっと、僕といればいいだろう」
 　沈黙が落ちた。
 　川の流れる音が耳にこびりつく。
 　遠くで誰かの笑う声が聞こえる。
 　自分たちの時間だけが止まっていた。
 「……あのさ」
 　感情の見えない声がそれを破る。
 「一応、僕はこれでも橘財閥の後継者なんだよね。父さんにもそのつもりでいろと言われてる。僕としては興味もないし面倒でしかないけど、一人息子だし継がないわけにもいかない。だからいずれは結婚しないといけなくて」
 「えっ？」
 　怪訝に振り向いた悠人を、大地はいたずらっぽく口もとを上げて覗き込む。
 「おまえと結婚するわけにはいかないだろう？」
 「……当たり前だ」
 　それは言うまでもない自明のことだ。しかしながら意識したのは初めてで、思い知らされた現実に胸がざわめく。何も結婚を望んでいるわけではない。ただ悠人では決して彼の一番になれないのだと、引導を渡されたような気がした。
 　大地は後方に手をつき、薄い雲のかかった空を大きく見上げる。
 「だから別で探すしかないんだよ」
 「……結婚相手を？」
 「年頃になればそれなりの見合い話はあるだろうね。でも、僕はそれじゃ嫌なんだ。赤い糸なんて信じてるわけじゃないけど、信じたくなるくらいの運命の相手がきっとどこかにいると思う。いないなんて決めつけてあきらめたくない。とっかえひっかえしてでも探したいってこと」
 　そう言い切ると、悠人に振り向いてニッと笑った。
 「おまえが女なら話は早かったんだけど」
 「馬鹿を言うな」
 　人の気も知らないでふざけたことを——悠人は奥歯を噛み、横目で苦々しく大地を睨めつける。
 　だが、彼がそこまで真面目に考えて付き合っているとは思わなかった。この年齢で結婚まで意識している人はそういない。彼は意識せざるをえない立場にいるということだ。表には出さないが、財閥御曹司として求められることも多く何かと大変なのだろう。
 「見つかるといいな」
 　ゆっくりと膝を抱え、胸に鈍い疼きを覚えながらもそう言った。
 　大地は無表情で遠くを見やったまま口を開く。
 「心にもないことを」
 「……少しは思ってる」
 　春にしては強い陽射しを受けて足先がじりじりと焦がされた。唇をむすんでいると、ゆるやかな風が優しくなでるように頬をかすめていく。頭上では、ほころび始めた桜の花が音もなく揺れていた。


 













    8. 付き合わなければ絶交だ
    「じゃあな、悠人」
 　放課後になると、大地は隣で帰り支度をしている悠人にそう言い、同じクラスの彼女と連れ立って教室をあとにした。二人で何かを話しながら笑い合っているのが聞こえる。その声が届かなくなるのを待ってから、悠人はスクールバッグを手にして席を立った。

 　高校二年生になっても変わりない日々を送っていた。
 　大地はまだ運命の相手とやらに巡り会えていないようで、付き合ったり別れたりを短い間隔で繰り返している。今の彼女とは数日前から付き合い始めたばかりだが、初等部の同級生ということでもともと仲が良かったようだ。それでもやはり長くは続かないだろうと思っている。
 　大地とは当然のように同じクラスになっていた。二年からは文系理系に分かれたクラス編成になるのだが、大地に誘われて一緒に理系を選択したのだ。ともに 成績上位のため特進クラスである。橘財閥の後継者なら文系の方が良いのではないかと思ったが、後継者として必要なことは家で個別に教育を受けるので、進学 先は自由に決めていいとのことだった。

 　——ん？
 　昇降口で靴を履き替えようとしたとき、靴の横に何かが立てかけてあることに気付き、手にとった。白い洋形の封筒だ。表には「楠悠人様」と宛名が、裏には 「佐藤由衣」と差出人名が、まるでお手本のようなきれいな字で書いてある。顔は覚えていないが、確か一年生のとき同じクラスにそんな名前の女子がいたよう に思う。
 　怪訝に思いつつ、とりあえず中を見てみようと封筒を開けかけたものの、きっちりと糊付けされていたので面倒になってやめた。ひっきりなしに生徒たちが行 き交うこんなところで、立ったままよくわからない手紙を読むのも落ち着かない。ひとまずスクールバッグにしまって後で読むことにした。

 　ひとりで橘の家に行き、執事の櫻井と格闘術の訓練をしたあと、シャワーを浴びて元の制服に着替える。
 　格闘術での実力はすでに大地と互角になっており、組み手をしても勝負は五分五分だが、学校の学力考査ではいまだに一度も勝てていない。同点は何度かあっ たものの上回ったことはないのだ。それでもまだあきらめるつもりはない。勝ちたいという気持ちはずっと変わらず持ち続けているし、努力もしていた。
 　課題に取りかかるため、数学の教材やノートをスクールバッグから取り出そうとする。そのとき白い封筒が目についた。学校の靴箱に入っていたものだ。橘の家に着いたら読もうと思っていたのに、目にするまですっかり忘れてしまっていた。
 　端のすきまから指を入れて糊付けされた封をはがし、中の便箋を取り出して開く。そこにはきれいな字でびっしりと何かが綴られていた。
 「…………」
 　三枚目まですべて読み終えて、溜息を落とす。
 　それはいわゆるラブレターといって差し支えないものだった。好きですというストレートな告白に始まり、その理由が詳細に書き連ねられている。隣の男子が 落とした消しゴムを拾ってあげただの、委員会の仕事を文句も云わず引き受けただの、掃除のときも手を抜かず丁寧にやっているだの、いちいち具体例を挙げな がら。
 　悠人から言わせてもらえば、何でもない普通のことを良いように解釈しすぎである。買い被りすぎだ。読んでいるだけで体中がむずむずと痒くなってくる。そして、ここまで事細かに観察されていたことには若干恐怖も感じた。相手の素性どころか姿さえわからないのでなおさらだ。
 「ただいま」
 　難しい顔をしていたところへ、大地がそう言いながら気怠げな様子で部屋に入ってきた。いつものように椅子に座っている悠人を目に留めると、わざわざ背後にまわりこんで体ごともたれかかってくる。肩には無造作に腕がまわされ、顔は今にも触れそうなほど近い。
 　高校生になってから、彼は度々こうして無意味にくっついてくるようになった。それも女の匂いをまとわせてきたときに限って。今もそうだ。いつもの彼とは 違う匂いがまとわりついている。嫌がらせなのか悪ふざけなのか何なのかわからないが、あえて素知らぬ顔をして反応しないようにしている。
 「ん、何だそれ」
 　大地は首を伸ばして悠人の持っていた手紙を覗き込むと、目をぱちくりさせた。
 「これラブレターじゃないか」
 「そうみたいだな」
 「誰から？」
 「佐藤由衣と書いてあった」
 　端的に答え、手紙の下に隠れていた封筒を掲げて差出人名を見せる。
 「へぇ、あの子か……」
 「知っているのか？」
 　体を起こした大地にちらりと横目を向けると、彼はあきれたような顔になった。
 「一年のとき僕らと同じクラスだっただろう。今は文系特進かな。雰囲気が地味だからあんまり目立ってないけど、顔はきれいだよ。可愛いというより美人系。学力テストではだいたい十位くらいにいるから、頭もいいと思う」
 　そう言いながら椅子を引いて悠人の正面に座り、頬杖をつく。
 「でもちょっと変わった感じの子でさ。どことなく浮世離れした雰囲気があるんだよな。休み時間はいつもひとりでひっそりと読書とかしてて。女子にしてはめずらしいだろう？ いじめられてるわけじゃないみたいだし、人見知りでもなさそうなんだけど」
 　見た目だけならともかく、休み時間の様子まで認識していることに驚いた。もしかして彼女に興味があったのだろうか。我知らず眉を寄せる。
 「やけに詳しいな」
 「クラスメイトの顔も覚えてないおまえの方がおかしいんだよ」
 　大地は軽く苦笑しながらそう言い返すと、頬杖を外してテーブルに腕を置き、グイッと前のめりに覗き込んできた。
 「で、付き合うのか？」
 「断る」
 　興味津々に目を輝かせていた彼に、そう即答する。秀麗な眉が不満げにしかめられた。
 「せっかくだし付き合えばいいだろう」
 「知らない女となんか付き合えるか」
 「付き合いながら知っていくんだって」
 「僕はそういうのは受け入れられない」
 　大地には目的があることを知ったので反対しないが、ひとに押しつけるのは勘弁してほしい。悠人は運命の相手を見つけようなどと考えていないのだ。仏頂面で視線を落としていると、大地はふっとやわらかく目を細めて微笑を浮かべた。
 「彼女、見る目あると思うよ。本当におまえのことが好きなんだろうな。そうじゃないとこんな詳細に書けないよ。一見おとなしいけどしっかりしてそうな感じだし、おまえと合うんじゃないか？ 付き合ってみろよ」
 「余計なお世話だ」
 　下を向いたまま、苛立ちをぶつけるように強い口調で突き放したものの、すこし言いすぎたかもしれないと目を泳がせる。しかし、彼に気にしているような素振りは見られなかった。じっと考えたあと、何か思いついたように満足げに頷いてから口を開く。
 「よし、じゃあ付き合わなければ絶交だ」
 「……えっ？！」
 　動揺する悠人に、彼はゆっくりと頬杖をついて挑戦的なまなざしを送った。
 「どうする？ 彼女と付き合う？ 僕と縁を切る？」
 「…………」
 　悠人は頭が真っ白になった。どうして——その言葉ばかりがぐるぐると頭をめぐり、まともに考えることができない。気のせいか目眩さえしてきたように感じた。
 「とりあえず夕食にしよう。着替えてくるよ」
 　大地はくすっと笑ってそう言い置き、部屋を出て行く。
 　高校生になってから、悠人はほとんど橘の家で夕食をとるようになっていた。もちろん大地と一緒に。彼女と出かけても必ず夕食までには帰ってくるのだ。そ の後、ふたりで課題や勉強をしたり、軽く体を動かしたり、ときには漫然と過ごしたりして、夜九時から十時頃に帰るのがいつもの流れだ。
 　大地は決して彼女を家に連れてくることはない。運命の相手であれば別だろうが、少なくともこれまではただの一度もなかった。彼の私的な空間に立ち入ることを許され、彼の手元に置かれている自分は、彼女たちより特別なのだと些細な矜持を持っていた。
 　なのに、今になって女と付き合わなければ絶交だなんて——まるで厄介払いのようだ。いいかげん悠人のことが邪魔になってきたのだろうか。今はともかく、運命の相手が見つかれば持て余すようになるだろう。そのときを見越してのことかもしれない。
 　こんなもののせいで——。
 　ただのきっかけにすぎないことはわかっていても、何かに苛立ちをぶつけずにはいられない。悠人は持っていた手紙をぐしゃりと握りつぶし、そのまま冷たいテーブルに突っ伏した。

 「じゃあな、悠人」
 　翌日の放課後、大地はいつものように軽くそう言ったあと、頑張れよと身を屈めて耳打ちしてきた。不意にかすめた吐息と声にビクリとして顔を上げる。彼はにっこりと笑いながら軽く右手をあげ、隣の彼女と連れ立って教室をあとにした。

 　明日の放課後、校庭の隅にある大きな桜の木の下で待っています——佐藤由衣の手紙にはそう書かれていた。校庭のまわりに連なっている桜の木とは別に、校舎の陰にひっそりと大きな木が立っているので、おそらくそれを指しているのだろう。
 　足取り重く、何度か溜息をつきながら指定された場所に向かう。桜の季節はとうに過ぎているので、花はすべて散ってしまっているが、替わりにみずみずしい葉が生い茂っている。
 　その下に、黒髪を肩ほどまで伸ばした女子生徒が立っていた。おそらく彼女が差出人の佐藤由衣だろう。確かに同じクラスだったようで、うっすらとではあるが見覚えがある。足を進めると、彼女はこちらに気付いて丁寧な所作で一礼した。
 「ありがとう、楠くん」
 「……まだ何も言っていないが」
 「来てくれただけで嬉しいから」
 　彼女はふわっと微笑んだ。
 　手紙にあれだけ事細かに書き綴られていたこともあり、熱烈に迫られたらどうしようと身構えていたのだが、予想外に控えめだったので拍子抜けする。しかし ながら何か微妙にずれているような気はした。ちょっと変わった感じの子、浮世離れした雰囲気、という大地の評価に何となくではあるが納得する。
 「お手紙にも書いたけど……」
 　沈黙が続くと、彼女は落ち着いた声音でそう切り出した。視線はまっすぐに悠人を射抜いている。
 「一年のときから楠くんのことが好きです。私と付き合ってくれませんか？」
 　清々しいほどに率直な告白。
 　変に媚びたり策を弄したりするよりかはよほど好感が持てるが、その対象が自分だと思うと複雑な気持ちになる。よりによってなぜ自分なのだろう。話したことさえないのに、どうしてそこまで思いを募らせられるのか理解できない。正直に言えば迷惑だった。
 「僕は君のことを何も知らない」
 「そうだと思っていたわ」
 「君を好きになれるかわからない」
 「そうでしょうね」
 「君はそれでもいいのか？」
 「構いません」
 　彼女はすこしも動じることなく、きっぱりと言い切る。
 　付き合わなければ絶交だと大地に言われているので、悠人から断るわけにはいかない。なので彼女の方から撤回してくれることを期待したのだが、それも潰えた。もう腹を括るしかない。
 「わかった……付き合おう」
 　感情を押し殺し、静かにそう言葉を落とす。
 　しかし、彼女はまるで予想外であるかのように目を見開いた。悠人の双眸をじっと探るように見つめたあと、ゆっくりと嬉しそうに顔をほころばせていく。
 「よろしくお願いします」
 　よく通るきれいな声でそう言い、深々とお辞儀をする。
 　緩やかな風が吹き、彼女の黒髪と膝丈のスカートが揺れ、さわさわと葉擦れの音が降りそそぐ。悠人は無言でその場に立ちつくし、瞳に彼女の姿を映したまま大地のことを考えていた。


 













    9. ちゃんと待っててやるから
    「あ……んっ……ゆ、とさん……ああ！」
 　やたらと耳に残る、控えめながらよく通る声。息もまともにできず苦しそうではあるが、そこには相反する甘さが含まれている。雪のように白い肌はしっとりと湿り気を帯びながら紅潮し、いつも穏やかな顔がこのときばかりは余裕をなくす。
 　悠人は熱い息を吐き、涙が零れそうなほど瞳を潤ませた彼女の膝裏に手を掛け、やわらかく濡れた中を押し広げるように腰を進めていく。そしていったんグッと最奥まで突き入れると、淫らな水音を立てながら激しく抜き挿しし、無心で快楽を追った。

 　佐藤由衣と付き合い始めて三週間が過ぎた。
 　それぞれ文系と理系でクラスがかなり離れているため、学校で一緒にいることはほとんどないが、放課後には彼女が悠人のクラスまで迎えに来ることになって いる。その後、ふたりで図書館に行ったり、本屋に行ったり、カフェに行ったり、彼女の家に行ったり、それなりには恋人らしいことをしていた。
 　最近は学校のすぐ近くにある彼女の家に誘われることが多い。両親とも仕事で忙しくしており、きょうだいもいないので、いつも夜中までひとりきりだという。実際に、何度も来ているが彼女の両親を見たことはなかった。そうでなければ悠人を家に上げたりはしないだろう。
 　最初に彼女と体を重ねたのは付き合って三日目のことだ。初めて彼女の部屋に上がったときに、彼女の方から誘ってきたのである。悠人にはそんなつもりなど なかったが、ふと大地も誰かとこういうことをしているのだと考えると、何か胸の奥がざらついて誘いに乗ってやろうという気になった。
 　しかし、照れもなく誘ってきた彼女が未経験だったことには、さすがに少し動揺した。大地への当てつけのように抱いてしまったことに急に罪悪感を覚える。だからといって謝罪するのも違う気がして何も言えなかった。胸の内を正直に告げる方が彼女を傷つけることになるだろう。
 　だが、その後は開き直ったように体を重ねている。
 　悠人としては他のことをするよりもセックスの方が気楽だった。行為の間だけは会話がなくても気まずくなることはない。何を話そうか考えることもなく、沈黙に苦痛を感じることもなく、ただひたすら快楽を追い求めていればいいのだから。

 「……帰るの？」
 　乱れたシングルベッドに腰掛けてシャツに袖を通していた悠人の背後から、気怠げな声が聞こえてきた。意識を飛ばしていたのでそのまま帰ろうと思っていたが、起こしてしまったようだ。ただ、まだぼんやりとしていてだいぶ眠そうではある。
 「ああ、もう帰る」
 「橘くんのところ？」
 「……そうだ」
 　彼女と過ごしたあとはいつも橘の家に行く。
 　そのことを話した覚えはないのに彼女は最初から知っていたようだ。学校で大地と話しているのを聞いたのかもしれない。付き合い始めた翌日からときどき帰り際に尋ねてくるのだ。そして、そのたびに寂しげな面持ちになるのを悠人は知っていた。
 「今度、よかったらうちでごはんを食べていかない？ いつも自分で作ってるからけっこう得意なの」
 「……考えておく」
 　ズボンのベルトを締めながら、振り返りもせずそう答える。
 　本当は大地との貴重な時間を削ってまで彼女と食事をするなど考えられないが、冷たく一蹴するほど非情にはなれなかった。きっちりとネクタイを締め、制服のブレザーに袖を通すと、スクールバッグを肩に掛けて立ち上がる。
 「そのままでいい」
 　もぞりとだるそうに体を起こそうとする彼女を制止して、薄暗い部屋に背を向けた。ドアノブに手を掛けてちらりと視線を送る。彼女は胸元を布団で隠してベッドの上にぺたりと座り、曖昧な笑みを浮かべていた。
 「またあしたね」
 「ああ」
 　悠人は無表情でそう答えて部屋を出ると、静かに扉を閉め、足音を立てないよう階段を下りていった。

 　陽が傾き、地平近くの空は茜色に染まっている。
 　悠人はその中を軽く走りながら橘の家に向かっていた。大地はまだ帰っていないだろうが、それでも彼を感じられるところに一刻も早く行きたい。いつものように帰宅した彼におかえりと言いたい。いつものようにふたりで一緒に夕食をとって、それから——。
 　彼女を抱けば抱くほど、大地に触れたくなる。
 　そうはいっても自分から抱きついたりなどということはできない。彼の方から触れたり抱きついたりしてくるのを待つだけだ。いや、たとえ触れられなくても一緒にいられるだけで構わない。彼が悠人のことを見てくれるのであれば。
 　ひどいという自覚はある。もはや大地のことをとやかく言う資格はない。冷静に考えれば悠人の方がよほど不誠実だ。大地は付き合っている彼女との相性を真面目に見極めようとしているが、悠人は向き合おうとさえしていないのだから。

 「おかえり」
 　部屋に入ると、いつもの席に着いて笑顔を見せる大地がいた。
 　悠人はわずかに目を大きくする。普段であればまだ帰っていない時間なので少し驚いた。彼女がいるときはたいてい夕食の直前に帰ってくるのだ。もっとも彼女に他の用事があるときはその限りでないが。
 「早かったんだな」
 「別れたからね」
 　大地は事も無げにさらりと言った。
 　実際、彼にとってはもうたいしたことではなくなっている。彼女と付き合い始めてそろそろ一ヶ月になるが、だいたいそのくらいで見切りをつけて別れることが多い。いつものことなのだ。けれど——悠人は無性に胸がざわつくのを感じながら、彼の正面に腰を下ろす。
 「じゃあ、これからは……」
 「ああ、しばらくは僕ひとりで先に帰るよ。いつもおまえを待たせてたから、自分が待つのは何か新鮮だな」
 　彼は軽く笑いながら、すでに冷め切っている湯気のない紅茶を口に運んだ。机の上には物理の教科書やノートが広げられている。悠人がいないあいだにひとりで課題を進めていたようだ。悠人が、好きでもない彼女と体を重ねているあいだに——。
 「僕も別れる」
 「えっ？」
 「おまえと一緒にいる方がいいんだよ！」
 　鬱積した感情が、堰を切ったようにあふれ出す。
 　ただでさえ厄介払いされるかもしれないと不安を感じているのだ。大地と過ごせる貴重な時間を、好きでもない彼女との付き合いで失いたくはなかった。彼がどう感じるかなど考えもせず、激情にまかせてその思いをぶつけてしまう。
 　カチャリ、とティーカップが小さな音を立ててソーサに戻された。
 「僕は、そのうちまた別の子と付き合うよ」
 　大地は淡々とそう言い、現実を思い知らせようとするかのように、感情のないまなざしで冷ややかに見据える。しかしながらのぼせた悠人は引かなかった。
 「それまで三週間あるだろう」
 　次に誰かと付き合うまで三週間ほど空けることは知っている。その時間のためだけに彼女と別れることに迷いはなかった。そもそも大地に命令されたから仕方なく付き合っているだけで、悠人は最初から望んでなどいなかったのだから。しかし——。
 「おまえなぁ……」
 　大地はひどくあきれたように溜息を落とし、頬杖をついた。ふいと表情を厳しくして言葉を継ぐ。
 「そんな理由で別れたら絶交だからな」
 「っ……！」
 　頭上から氷水を浴びせられたかのように感じた。
 　前回同様、絶交と口にすることに何のためらいも見られない。そうなっても構わないと思っているからだろう。自分だけがここで過ごすことを許されているの で、つい特別なのだと勘違いしてしまうが、そもそもは死んだ飼い犬の代わりでしかなかったのだ。きっと、今も——ゆっくりと下を向いて奥歯を食いしばる。
 「そんな顔するなよ」
 　ふわりと優しくやわらかい声が降ってきたと思うと、あたたかい手が頬を包んだ。ビクリとして弾かれるように顔を上げる。そこにはいつもの明るい大地の笑顔があった。
 「ちゃんと待っててやるからさ」
 　思わぬ言葉に、ギュッと胸が締め付けられる。
 　もう必要とされていないように思うこともあれば、誰よりも大事にされていると感じることもある。そのたびに一喜一憂してただひたすら翻弄されてきた。だ が、彼が本当は何を考えているのかはよくわからない。本心を聞いてみたいがそんな勇気はないし、たとえ尋ねたとしてもまともに答えてくれるとは思えない。
 　確実に言えるのは、自分たちの関係は大地の気持ちひとつに委ねられているということだ。いくら悠人が継続したいと望んだところで、大地が必要ないと判断 すれば簡単に切られてしまう。過去の彼女たちのように。頭ではわかっているつもりだが覚悟となると難しい。たびたびこんなふうに期待をさせられては、なお さら——。
 　悠人は頬に当てられた手のぬくもりを感じながら、こくりとうなずく。この先どうなるかはわからないし考えたくもない。今はただ少しでも長くこの時間が続くことを願うだけだった。


 













    10. おまえと堕ちるのも悪くない
    「つまり、父さんは僕たちに泥棒をやれと……？」
 　大地が怪訝に眉をひそめてそう尋ねると、正面の剛三はソファにゆったりと身を沈めたまま、隙のない視線を向けながら意味ありげに口もとを上げた。それはおそらく肯定ということだ。悠人と大地はともに微妙な面持ちになり顔を見合わせた。

 　今日は大地の十七歳の誕生日である。
 　しかしプレゼントは必要ないと彼本人に言われているし、悠人自身も何を贈ればいいのかわからないので、毎年特別なことはしていない。ただ今日ばかりは由 衣に断りを入れ、久しぶりに大地とともに橘の家へ帰ることにしたのだ。大地の誕生日という口実でもなければできないことである。
 　家に着くと、どういうわけか剛三が待ち構えていた。
 　大事な話がある——そう言って、ふたりを中庭に面した窓際のソファへと促した。大地は窓際に、悠人はその隣に、ふたりとも制服のまま腰を下ろした。正面には剛三が座る。ほどなくして紅茶が運ばれてくると、剛三は優雅な所作で口をつけて一息つき、本題に入った。
 　語られたのはとんでもない話だった。
 　この東京だけでも不当な手段で奪われた絵画が数多く存在する。それらを奪い返して本来あるべき場所に戻すつもりだ。大地と悠人のふたりにもぜひその仕事 を手伝ってもらいたい、というのが主旨である。悠人は何を手伝えばいいのかよくわからなかったが、大地はすぐに理解したようである。その仕事が絵画泥棒だ ということを——。

 「心配せずとも計画はこちらで立てるつもりだ。君たちはその計画通りに動くだけだから、そう難しいことではない。とりあえず二十歳までの期間限定で考えている」
 　剛三は事務的とさえ思える口調でそう告げて、大地と悠人を順に見つめた。
 　悠人はどうすればいいかわからず縋るように横目を向けたが、大地は真顔でじっと思案をめぐらせているようだった。暫しの沈黙のあと、すっと背筋を伸ばして表情を引きしめ直したかと思うと、落ち着いていながらも強い意志を感じさせる声で答える。
 「僕は父さんの命令であれば従います。ですが、悠人を巻き込むわけにはいきません」
 　悠人は声もなく目を見開いた。
 　大地がそんなことを言うなど予想外もいいところである。毅然と守ろうとしてくれたことを嬉しく思うと同時に、部外者扱いされたようで若干の寂しさも感じ てしまう。自分自身がどうしたいのかはまだわからない。あまりにも非常識なことで思考がついていかない。微妙な面持ちで目を泳がせていると——。
 「悠人君の父親に許可はもらっている」
 「えっ……？！」
 　弾かれるように剛三に顔を向ける。目が合うと、彼はうっすらと笑みを浮かべた。
 　すぐに露見するような嘘をつくほど愚かな人だとは思えない。だが、警察庁に勤めている厳格な父が泥棒を許可するなど、とても信じられなかった。とうに関 心をなくしている存在であっても戸籍上は家族である。万一、息子が罪を犯したことが世間に知られる事態になれば、警察庁に居続けることはできないのではな いか。なのに——。
 「警察庁の上層部もこのことは知っている」
 　思考を見透かしたかのように言葉が継がれた。しかし、ますます信じがたい話で悠人は混乱する。
 「どうして……」
 「目こぼしの代わりに、いくつか公安の仕事を手伝う取引になっているのだよ」
 　剛三は端的に答える。
 　理屈はわかったものの納得はできなかった。警察が泥棒と取引をするなどおかしいとしか言いようがない。司法取引のようなことならまだわからないでもないが、これから行う窃盗行為を許可するなんて。あまりにもありえなくて嫌な予感しかしない。
 「もちろん君の意思は尊重する。嫌なら断ってくれて構わない」
 　剛三は静かにそう言いつつ、威圧するかのようにぎらついた双眸を向けてくる。いまこの場で決断しろということだろうか。常識的に考えるならば関わらない方がいい。関わるべきではない。失敗すれば人生を棒に振りかねないのだ。だが——。
 「……やります。大地と一緒なら」
 「おまえちょっと待て」
 　大地は見たこともないほど焦燥した顔で悠人の袖を掴み、身を乗り出して何かを言おうとした。しかし剛三が咎めるような声音で「大地」と呼びかけて遮ると、くやしげに歯を食いしばり、やがてあきらめたように前を向いて座り直した。
 「では、そのつもりで準備を進めよう」
 　剛三はすました顔でそう言うと、悠人に目を向けてニッと不敵に口の端を上げた。

 「まさか泥棒をやらされることになるとはな」
 　大地は自室のベッドに寝転がると、頭の後ろで手を組み合わせて溜息まじりにぼやいた。
 　悠人はそのベッドの縁にもたれかかりながら絨毯敷きの床に座る。低いベッドなので背もたれにはちょうどいい。椅子もあるが、今日はすこしでも彼の近くにいたくてここにしたのだ。ちらりと背後に視線を流す。
 「やりたくないのか？」
 「当たり前だろう」
 　尋ねると、彼は不愉快そうに口をとがらせた。
 「なんかきなくさいんだよな。警察と取引してまで絵画泥棒なんてどう考えてもおかしい。そのうえ盗んだ絵画をあるべき場所に戻すだなんて、利益にならないどころか損失でしかないよ。警備をかいくぐって盗むのならそれなりの準備もいるわけだし。何か裏があるとしか思えない」
 　悠人はその話を聞いて納得し、首肯する。
 「警察が泥棒を黙認するのも変だな」
 「そっちはまだわからないでもないよ。それだけ橘の力を借りたいってことじゃないかな。公安なら表立って動けないことも多いだろうし、橘の伝手があれば捜査も潜入もやりやすくなる。重大なテロを防ぐためなら絵画泥棒くらい見逃すかもしれない。ま、変なのは確かだけどさ」
 　その推測には説得力があった。
 　正直、大地がここまで深く考えているとは思わなかったので驚いた。それが合っているかどうかまではまだわからないが、悠人はただ疑問に思うことしかできなかったのだ。少なくともこの件に関しては完敗といえるだろう。
 「おまえ、本当にいいのか？」
 　ふと心配そうに問いかけられて反射的に振り返ると、大地と視線がぶつかった。ベッドに寝転がったままではあるが顔つきは真剣である。先刻、剛三と話していたときに見せていたものと同じだ。悠人はひどく喉が渇くのを感じながら口を開く。
 「何がだ」
 「僕はこれでも橘家の一人息子で、橘財閥の後継者だ。それほど危険なことはさせられないと思う。でも悠人は違う。もしかしたら捨て駒のように扱われるかも しれない。僕の代わりに危険なことをやらせたり、いざというとき僕の楯にしたり……そういう目的で悠人を引き入れた可能性がある。自分の親のことを悪く言 いたくはないけど、あの人は平気でそういうことをするからな」
 　まさか、と言いかけて口をつぐむ。
 　そう言えるほど剛三のことを知っているわけではない。まともに話したのは数えるほどしかないのだ。思い返してみると、雑談をしていても隙がなく威圧感の ようなものがあり、非情な決断にも躊躇いがなさそうな雰囲気は感じた。大地の言うこともありえなくはないのかもしれない。
 「今からでも断るか？」
 「……いや、やるよ」
 　不安はあるが、それでもやはり断ろうという気にはなれなかった。彼が本気で心配してくれただけで十分である。だからといって簡単に捨て駒になるつもりはない。ただ、そうすることでしか彼を守れない状況になれば、覚悟を決めざるを得ないだろうとは思っている。
 「なあ、そもそも何で引き受けようと思ったんだ？」
 「えっ？」
 　何気なく落とされたであろう疑問に、悠人は心臓が潰れそうなほど収縮し、冷や汗がにじんだ。
 　言えるはずがない。誰にも言えない秘密を共有すれば、結びつきがいっそう強固になり、悠人のことを簡単には切れなくなる——そんなずるい目論見があったなんて。どうごまかそうか必死に考えながら眉を寄せ、うつむいた。
 「……断ってほしかったよ」
 　大地が短い沈黙を破り、溜息をつく。
 　悠人はますます体をこわばらせた。
 「こんな馬鹿げたことをやらされるのは息子の僕だけでよかった。悠人だけは逃がしたかった。この家の事情で危険な目に遭わせたくなかったし、犯罪者にした くもなかった。だいたい悠人は父さんのものでも橘家のものでもない。僕のものだぞ。悠人に命令していいのは僕だけのはずなのに」
 　罪悪感が胸に押し寄せる。
 　悠人は自分のことしか考えず、この機会を利用して大地を繋ぎ止めようとしていたのに、大地は悠人のことを真摯に思慮深く心配してくれていた。自分の小狡 さがつくづく嫌になる。それでもどこか冗談めかそうとする彼の物言いに合わせ、感情を押し隠してあくまでいつもどおり淡々と応じる。
 「おまえのものになったつもりはないけどな」
 「僕が目をつけてここに連れてきたんだろう」
 「ああ、飼っていた犬の代わりだったな」
 「拗ねるなよ」
 　大地は愉快そうに笑いながら言う。
 　でも——ゆっくりと一呼吸してそう言葉を継ぐと、男性にしては繊細な指で、長くはない悠人の髪をすくい上げた。まるでそこまで神経が通っているかのようにゾクリし、振り返る。こちらに顔を向けていた彼の目がほんのすこし細められ、唇がゆるやかに弧を描いた。
 「おまえと堕ちるのも悪くないかもな」
 「……そうだな」
 　悠人は無表情を保ったままどうにかそれだけ言葉を返すと、ゆっくりと背を向ける。唇は無意識のうちに固く結ばれていた。


 













    11. 全力で抵抗してやるよ
    「ねえねえ、きのうの怪盗ファントム見た？」
 「やっぱり格好いいよねぇ」
 　学校に来ると、あちらでもこちらでもその話題で持ちきりだった。女子だけでなく男子も興奮ぎみに話している。怪盗といえば聞こえはいいがれっきとした犯 罪者である。にもかかわらず非難めいた物言いはほとんどない。みな憧れや賞賛を向けたり、あるいは純粋に娯楽として楽しんでいるように見えた。

 「橘くんもきのうの怪盗ファントム見た？」
 「中継は見てないけど、朝刊でね」
 　教室では、大地のまわりに男女数名のクラスメイトが集まり楽しげに話をしていた。話題の中心はやはり怪盗ファントムだ。悠人は無言のままそっと自席に着き、前にいる大地たちの会話に聞き耳を立てながら、スクールバッグを開けて教科書やノートを取り出す。
 「橘くんって、ああいう格好が似合いそうだよね」
 「あっ、わたし衣装を用意するから着てみてよ」
 　女子二人がいきなりとんでもないことを言い出したが、大地に動じる様子はない。ニコニコしたまま「却下」と一蹴する。それでも彼女たちは引き下がろうとしなかった。
 「着るくらいいいじゃない。絶対似合うから！」
 「だからだよ」
 　大地はそう答え、不思議そうな顔をした女子たちにニッコリと笑いかけて言葉を継ぐ。
 「似合いすぎてバレるだろう？ 僕が怪盗ファントムだって」
 　一瞬の間のあと、はじけるようにどっと笑いが沸き起こった。誰も本気にしていない。やだもう、と女子二人はツボに入ったように笑い、男子も愉快そうに白い歯を見せている。
 「おまえ調子に乗りすぎだっつーの」
 「そっちこそ怪盗ファントムにうつつを抜かしてていいのか？」
 「ん？ いや、別にうつつを抜かすってほどじゃないけど……」
 「もうすぐ試験だろう。中間ではだいぶ順位を落としてたよな」
 「うわぁ、学年一位のおまえに言われるとこたえるわ」
 　大地が冗談めかして痛いところを突くと、男子は大袈裟にのけぞりながら応じる。二人は初等部からの友人で、そういう軽口を言い合える仲だ。女子たちも一緒になって笑っている。その様子を、悠人は後ろからひそかに覗いながら口を引きむすんだ。

 　あれから一年、悠人たちは泥棒から怪盗になっていた。
 　怪盗ファントム——仕立てのいい黒のスーツに黒のマントをなびかせながら、闇夜を舞うように優雅に飛び、奇術のように神出鬼没に現れ、紳士的な立ち居振る舞いで狙った絵画だけを鮮やかに奪い去っていく、何かと世間を騒がせている絵画専門の怪盗だ。
 　その怪盗ファントムを演じているのが大地と悠人である。二人で一人の怪盗になりきっているのだ。背格好が酷似しているからこそなせる業といえる。顔は似ていないが仮面をつけているので問題はない。神出鬼没といわれる動きもそういうごく単純なトリックなのだ。
 　どうしてこうなったのかはよくわからない。最初のうちは地味に絵画泥棒をしていたはずなのに、なぜか次第に人目を意識した派手なものへと変貌していっ た。極めつけが怪盗ファントムという名だ。どこかのマスコミが発端でそう呼ばれるようになったのだが、大地と剛三が気に入り、自ら進んで名乗るようになっ たのである。今では署名入りの予告状まで出す始末だ。
 　絵画泥棒の話を聞いたときはあれほど警戒していた大地も、今では積極的にこの仕事を楽しんでいた。ハンググライダーを使うようになったのも彼の提案だ。 そして悠人もなんだかんだで楽しんでいる。彼と競い合うことはあっても、力を合わせて何かを成し遂げることは今までなかった。成功して喜びを分かち合える ことがたまらなく嬉しい。彼との距離もますます縮まっていくような気がした。
 　大地を守るための楯にされるのではないかという当初の懸念は、もうすっかりなりをひそめている。今のところ不当な扱いを受けるどころか、大地と同等かそれ以上に大切にされているように感じる。もっとも、まだそれほどの危機に陥っていないだけかもしれないが——。

 「何か言いたそうだな」
 　始業を告げるチャイムが鳴り、大地のまわりにいたクラスメイトたちが自席へ戻っていくと、彼はわずかに振り向いてニヤリと含みのある笑みを見せた。おそらく言いたいことはわかっているのだろう。悠人はムッとして視線をそらす。
 「別に」
 「あとでな」
 　大地はそう言うと、宥めるように悠人の頭をぽんとたたいて前に向きなおる。完全に拗ねた子供扱いだ。今日だけでなくこれまでも何度かこういうことはあった。悠人は恨めしげに彼の背中を睨むが、すこし嬉しいと思ってしまった自分自身が何よりも腹立たしかった。

 「楠っ、彼女のお迎えが来たぞ」
 　放課後、扉付近にいたクラスメイトがからかうように声を上げた。
 　帰り支度をしていた悠人が振り返ると、由衣は扉から顔を覗かせてニコッと笑い、右手を胸元あたりに控えめに上げる。彼女と付き合っていることはクラスメイトもみんな知っているようだ。公言した覚えはないが、こうやって毎日のように一緒に帰っていれば誰でもわかるだろう。
 　別に禁止されているわけではないので交際自体を隠すつもりはない。それでも意味なくからかわれたり興味本位で詮索されたりするのは煩わしく、つい仏頂面になる。大地のように笑顔を見せながら飄々とかわすことなどできそうにない。
 「じゃあな」
 「ああ」
 　前席の大地が先に帰り支度を終えて立ち上がり、すれ違いぎわ由衣にもひとこと声を掛けながら、颯爽と教室を出て行く。今は他校の生徒と付き合っているので、校外で待ち合わせをしているのだろう。彼の姿が見えなくなるころ悠人も席を立った。
 「待たせたな……行くか」
 「ええ」
 　扉の脇にいた由衣に声を掛けると、わずかに向けられている好奇の視線を無視し、まだ騒がしい廊下をふたり並んで歩き出した。

 　偏差値の高い進学校にしてはめずらしく、由衣は美大志望だ。
 　そのため二年生の秋頃から美大向けの予備校に通うようになり、二人で過ごす時間は以前より減っていた。休日に会うことは多いが、平日はほとんどが途中まで一緒に帰るだけである。今日もいつもどおり帰るだけだと思っていた。しかし——。
 「あのね、今日は予備校お休みなの」
 　校門を出るとすぐに、由衣は足を止めて遠慮がちにそう切り出した。振り向いた悠人をじっと見つめて言葉を継ぐ。
 「だから久しぶりにうちに来ない？」
 「……ああ」
 　悠人が頷くと、彼女は安堵したように小さく息をついて表情を緩め、膝丈のスカートをひらめかせながら歩き出す。その頬にはほのかに赤みがさしているように見えた。

 「ごめんなさい、きのうは夜遅くまで大変だったのに来てもらって」
 　由衣は階下で淹れてきた紅茶を丸テーブルに置きながら、何気ない口調でそう言った。
 　しかし、悠人はきのうの夜に何をしていたかなど一言も話していない。それでもテレビの中継などを見て知った気になっているのだろう。そう、彼女は怪盗 ファントムの正体を悠人だと思い込んでいるのだ。それは事実である。だからといって当然認めるわけにはいかない。うんざりして眉をしかめながら紅茶を口に 運んだ。
 「やっぱり疲れているの？」
 「別に」
 　やっぱりという言葉からしても鎌を掛けているものと思われる。昨夜、怪盗としてあちこち飛びまわったから疲れたのだろうと。そんな単純なやり方に引っかかりはしないが鬱陶しい。しかしながら苛立ったところを見せたら負けだ。あくまで素知らぬふりをしなければならない。
 「ね、これ見てくれる？」
 　由衣はふいに声をはずませ、小さめのスケッチブックを開いて差し出してきた。そこには鉛筆のみで濃淡をつけた人物の絵があった。描かれているのは悠人である。
 「課題の息抜きに描いたの」
 「……良く描きすぎだ」
 「そのまま描いたつもりよ」
 　彼女は美大を目指すだけあってさすがに絵は上手い。人物のスケッチはどれも実物そっくりに描けている。けれど、なぜか悠人の絵だけはいつもすこし違うのだ。似ていないわけではないが、三割増しくらい端整になっている気がする。むず痒さに耐えきれなくなり一枚めくった。
 「…………」
 　そこには、満月を背にして漆黒のマントをなびかせながら、躍動的に夜空を舞う怪盗ファントムが描かれていた。実物はいつも白い仮面をつけているはずなの に、この絵では仮面がない。そして露わになった素顔は悠人に似ていた。スケッチブックを持つ指先が冷たくなり、かすかに震え出す。
 「僕は、怪盗ファントムじゃない」
 「わかってる、誰にも言わないわ」
 　由衣は包み込むように優しく微笑む。
 　いつもどれだけ否定しても彼女は聞く耳を持たない。この現状は剛三にも話してあるが、証拠は何もないのでしらを切り通せを言われている。信じてもらえな くてもそうするしかないだろう。彼女にどうこうする気はなさそうだが、それでも半年にもわたってじわじわと追いつめられ、心はとうに疲弊していた。
 「私は悠人さんの味方よ、何があっても」
 「もう黙れ！」
 　頭の中で何かが切れた。
 　スケッチブックを放り投げ、勢いよく彼女の肩を掴んでその場に押し倒す。二人の足が丸テーブルにぶつかり紅茶がこぼれた。待って、とすこし慌てたように言う彼女に苛立ち、その小さな口を自分の口で食むようにふさぎ、折れそうに細い手首を力任せに押さえつけた。

 　何をやっているんだ——。
 　はぁと熱い息を吐きながら体を起こして彼女を見下ろすと、ようやく頭が冷えた。頭どころではなく背筋まで一気に凍りついた。自分のしでかしたことにおののき血の気が失せていく。
 　由衣は制服を着たまま前だけをはだけてぐったりとしていた。シャツのボタンは一部引きちぎられて周辺に飛び散っている。プリーツスカートはぐしゃぐしゃ に捲れ上がり、下着は中途半端に脱がされている。まるで乱暴されたような状態だ。いや、事実乱暴されたのだ。追いつめられて理性を失くした悠人によって。
 　その惨状を見下ろしたまま呆然と座りこんでいると、彼女が虚ろに目を開き、ゆっくりと顔を動かしながら視線をさまよわせた。そして悠人と目が合うとふわっと笑みを浮かべる。その意味がわからず、悠人は反射的に恐怖を覚えてゾクリと身を竦ませた。
 「由衣……その、すまない……」
 「大丈夫」
 　彼女はそう答えながら、気怠げな手つきでスカートを直して制服の前を掻き寄せた。見るかぎり傷や痣などはなく怪我はしていないようだ。重そうによろよろと体を起こしてその場に座ると、臆することなく悠人を見つめて微笑みかける。
 「嬉しかったの。悠人さんに求められるのは初めてだから」
 　一瞬、何を言っているのかわからなかった。
 　しかし、とあることに思い至ると微妙な面持ちで目を伏せる。確かに彼女に誘われない限り抱こうとしなかった。悠人の方から誘ったことなどただの一度もなかった。だからといってこんな強姦めいたことを嬉しいだなんて。もっともそれが本心かどうかもわからないが——。
 「……制服、弁償する」
 「じゃあ、シャツだけ」
 　彼女はそう言って肩をすくめた。
 　きっと気付いている。制服を弁償することで罪悪感を払拭しようとする悠人のずるさに。こんなことでしでかした過ちが許されるわけでもないのに。けれど、悠人のためにあえてそれを受け入れてくれたのだろう。悠人はいたたまれずただうなだれるしかなかった。

 「おかえり、彼女の家に行っていたのか？」
 「……遅くなって悪い」
 　橘の家に行くと、大地が紅茶を飲みながらにこやかに迎えてくれた。夕食の時間をすこし過ぎているが、食べずに待っていてくれたようだ。連絡もせずに遅れたのに責める素振りもない。
 「ずいぶん疲れてるな」
 「……まあな」
 　大地の正面に腰を下ろし、大きく息を吐き出しながら倒れ込むようにテーブルに伏せる。身も心もくたくただった。夕食の準備が整うまでの短い間だけでも休んでおきたいと思う。
 「頑張りすぎなんじゃないか？」
 　大地は頬杖をつき、揶揄するような意味ありげな笑みを浮かべる。その表情で何を言っているのか理解した。ある意味では間違っていないが、それよりも精神的に疲弊した部分の方がはるかに大きい。
 「人の気も知らないで……」
 「相変わらず疑われてるのか？」
 「否定はしているけどな」
 　論理的な理由があるのならまだ対処のしようもあるが、盲目的に信じ込まれているのでどうしようもない。いくら否定しても信じてもらえる可能性はほぼないだろう。
 「つらいと思うけど否定し続けろよ」
 「わかっている」
 　剛三にも言われているし、絶対に認めてはならないということは重々承知している。ただ、こんな状態がいつまで続くのかと思うと目の前が暗くなる。すでに 半年近く続いてかなり神経をすり減らしているのだ。もう先刻のような過ちを犯さないよう気をつけるつもりだが、自信はない。
 「おまえはいいよな、あんな軽口がたたけて」
 「そのくらい余裕を持ってた方がいいんだよ」
 「疑われてないからそんなことが言えるんだ」
 「それはそうだな」
 　大地はふっと笑い、カチャリと小さな音を立ててティーカップを手にとった。そしてゆっくりと口をつけてからソーサに戻すと、テーブルに両腕を置き、突っ伏していた悠人を前屈みに覗きこんで言う。
 「今夜、泊まっていくか？」
 「えっ？」
 　悠人はテーブルからわずかに顔を上げる。すぐ近くに、にっこりと微笑む大地の顔があった。
 「相当まいってるみたいだしさ」
 「……どこで寝ようが変わらない」
 　彼の気遣いは嬉しいが、泊めてもらったところで問題が解決するわけでも気分が晴れるわけでもない。それならいつもの自分のベッドで寝た方がずっと落ち着くだろう。そう思いながら、溜息をついて再びテーブルに顔を伏せようとしたが——。
 「添い寝つきでも？」
 　瞬間、はじかれたように体を起こした。その勢いに驚いたのか大地は目をぱちくりさせたが、視線が合うとふっと思わせぶりに目を細める。からかわれた——悠人は反射的にそう感じてそっと眉を寄せた。
 「くだらない冗談はやめろ」
 「いや、僕は本気だけど」
 「…………」
 　表情からしても嘘をついているようには見えない。考えてみればコテージではいつも一緒に寝ているわけで、添い寝という言葉に惑わされてしまっただけで、彼にとってはたいしたことではないのかもしれない。元気のない飼い犬の頭をなでてやるようなものだろう。それでも——。
 「断る」
 　悠人が無表情でそう答えると、大地は不満げに口をとがらせる。
 「遠慮するなよ。こんなサービスめったにしないぞ」
 「……今の僕はおまえを襲いかねない」
 　好きでもない由衣でさえ我を忘れて襲ってしまったのだ。大地と一晩も一緒にいたらどうなるかわからない。何かの拍子に理性が吹き飛んでしまうかもしれない。真剣にそう考えて言ったのに、大地はきょとんとしたかと思うとぷっと吹き出して大笑いした。
 「冗談で言っているわけじゃないんだぞ」
 「そうなったら全力で抵抗してやるよ」
 　大地は笑いのおさまらないままそう言うと、悠人の頭にぽんと手をのせる。またしてもこんな宥め方をされてムッとしたが、払いのけはせず、そのままゆっくりとテーブルに顔を伏せて目を閉じた。


 













    12. 男同士なんて冗談じゃないと
    「ごめんね、誰にもあげないって決めてるから」
 　この学校では、卒業式のあとに好きな人からネクタイをもらうのが恒例行事となっている。
 　卒業式を終えて帰る途中、大地は教室から校門に至るまで何人もの女子にネクタイやボタンを求められていた。今現在、大地には彼女がいないので希望を持っているのかもしれない。付き合うことは叶わなくても、もしかしたらボタンのひとつくらいならもらえるのではないかと。
 　しかしながら大地はすべて断っていた。希望者の人数を考えると全員に渡すことは不可能であり、渡す相手を選ぶというのも角が立つ。先着にしても不公平感は否めない。ならばすべて断るのが賢明だろう。渡したところで大地には何の利もないのだから。
 「悠人、おまたせ」
 　校門の外で待っていた悠人のもとへ、大地は右手をあげながら軽い足取りで駆けてきた。後ろから女子二人組が追いかけてきているのが見える。
 「もういいのか？」
 「きりがないからな」
 　小さく苦笑しながら肩をすくめてそう言うと、早く逃げようと耳打ちし、悠人とともに近くの駅を目指して走り出す。二人のスクールバッグからは卒業証書の入った筒がはみ出していた。

 　電車と地下鉄を乗り継ぎ、志望大学の門をくぐる。
 　今日の午後から大学入試の合格発表があるので見にきたのだ。まわりにもそのために来たと思しき人たちが大勢いる。悠人たちのように高校の制服を着ていれば、あるいは親子連れであれば、合格発表を見に来たと考えて間違いないだろう。
 　悠人と大地は同じ大学を受験している。ふたりともA判定なのでおそらく大丈夫だろうと思っているが、それでも若干不安な気持ちになるのはどうしようもない。何においても絶対ということはないのだから。
 「おまえ、緊張してるのか？」
 「……すこしはするだろう」
 「出来は良かったんだろう？」
 「多分な」
 　それでも解答用紙に氏名や受験番号を書き忘れたり、解答を書く場所がずれていたり、そういうミスをしていないとは言い切れない。何度も確認はしたつもりだが。
 「落ちたら承知しないからな」
 「……どうするつもりなんだ」
 「さあ、どうしようかな」
 　大地は歩みを止めることなく悠人に視線を流し、ニッと口の端を上げる。自分が落ちることは微塵も頭にないようだ。腹立たしいがその自信には悠人も納得し ている。彼が大事な局面で実力を出せないはずはないし、ましてやつまらないミスをするなど考えられない。不合格になることは想像もつかないのだ。
 　しばらく歩くと前方に黒山の人だかりが見えてきた。その向こうには木製の掲示板が立てられている。すでに合格者が張り出されているようだ。歓喜の声があちらこちらで上がっており、運動部のユニフォームを着た在校生たちによる胴上げも行われていた。
 　ふたりは人混みを縫いながら掲示板の前に進み、理科二類の合格発表を探していく。
 「あったぞ」
 　大地が指さした方を見ると、ふたりの受験番号と氏名が近い位置に書かれていた。ほっとして体から緊張が抜ける。けれど落ち着く間もなく強く手首を掴まれて、人だかりの外まで引っ張っていかれた。
 「合格おめでとう」
 　大地は微笑を浮かべて言う。それを聞いて悠人はわずかに目を見開いた。そしてふと気まずげに視線をそらすと、ぶっきらぼうに口を開く。
 「おまえもな」
 　その一言で大地は嬉しそうに破顔した。
 「これからも一緒だな」
 「……ああ」
 　彼が悠人を手元に置きたがるのは中学のころから変わらない。けれど、これからもずっとそうだという保証はない。彼のためだけに彼に指示されるまま進路を決めたのに、在学中に関心をなくされたらどうすればいいのだろう。そんな不安がちらりと頭をよぎった。

 　昼は大学の学食でとることにした。
 　春休み期間に入っているからかあまり混雑はしていない。席は半分ほどしか埋まっておらず、注文もほとんど並ばずにできた。大地はA定食、悠人はB定食 だ。取り立てておいしいとは言えないが、まあ普通に食べられる、というのがふたりの一致した評価である。四月からこの学食にお世話になるかもしれないの で、とりあえず不味くはないことに安堵した。

 　ようやく受験から解放されたことだし、久々にのんびりしよう——。
 　大地の思いつきで、ふたりはほとんど人通りのない川沿いの道を歩いていた。高校入学のときにも来た桜並木のあるところだ。あのときはちらほらと咲き始め ていたが、今はつぼみも固く、春めいた雰囲気はほとんど感じられない。それでも穏やかな陽射しの中を静かに歩くと、のどかな気持ちになれた。
 「おまえ、夕方に佐藤と待ち合わせしてるんだっけ？」
 「学校でネクタイを渡す約束をしている」
 　由衣はそれほど物に執着する方ではないし、行事にも関心がない方だと思っていたが、めずらしくネクタイは欲しがった。付き合っているのだから断る道理はない。あまり気乗りはしないものの素直に了承した。
 　卒業式が終わってすぐに合格発表を見に行く予定だったので、彼女とは夕方からの待ち合わせにした。場所は学校の校庭だ。そのあとどこかに出かけることになるだろうし、何もわざわざ学校でなくてもいいと思うのだが、彼女としては譲れないらしい。
 「おまえら何だかんだ長続きしてるよな」
 　言われてみれば、かれこれもう二年近く付き合い続けている。怪盗ファントムだと疑われて追いつめられつつ、よく続いたものだと思う。それも、すべてはこいつが——無言でちらりと隣の大地に目を向ける。彼はニコッと屈託のない笑みを見せた。
 「感謝しろよ。僕が付き合えって言ったんだからな」
 「……好きで付き合ってるわけじゃない」
 　答えた声がわずかに震えた。
 　そう、大地が付き合えと言ったから仕方なく付き合っているのだ。好きでもない相手と。にもかかわらずいったい何に感謝しろというのだろうか。体の横でひそかにこぶしを握りしめながら、うつむいて唇を引きむすんだ。
 「照れ隠しか？」
 　不思議そうに覗き込みながらそんなことを言われ、カッと頭に血がのぼる。
 「ふざけるな！ 無理やり付き合わせたのはおまえだろう。僕は彼女を知らないし断るつもりだったのに、付き合わないと絶交するとか脅してきて」
 「え、そんなこと言ったか？」
 「っ……！」
 　悠人はずっとその脅し文句に雁字搦めになっていたのに、言った本人はとっくに忘れていただなんて。あまりの衝撃に頭がまっしろになり返す言葉もない。
 　しかし、大地は悪びれもせず淡々と言い返す。
 「言ったにしても、しばらく付き合ってみて好きになれなければ別れろよ。おまえ好きでもないのに二年近くも付き合い続けてたのか？ 何もずっと付き合えとは言ってないだろう」
 「…………」
 　確か別れたら絶交するとも言われていたはずだが——あらためてじっくりと思い返してみると、大地と一緒にいたいから、という理由を咎められたのではな かったか。由衣と向き合っていないことを窘められたのだ。なのに、悠人は間違った強迫観念にとらわれてしまった。彼女に自分から別れを切り出してはならな いのだと。
 「そんなに僕に絶交されることが怖かった？」
 　そう言い、大地は挑発するように目を細めて視線を流す。
 　瞬間、目の前が赤く染まった。
 　気付けば大地の胸ぐらを掴んで桜の木に叩きつけていた。ギリと奥歯を食いしばると、困惑したように表情を曇らせている彼を激しく睨みつけ、そして——半開きになっていた彼の唇に自分の唇を押しつける。今までひた隠しにしてきた気持ちをぶつけるかのように。
 　唇を離すと、大地は唖然としていた。
 　その表情を見て、取り返しのつかないことをしてしまったと一気に青ざめる。もう何もかもおしまいだ。大地との思い出が走馬燈のように脳裏を駆けめぐっていく。いつまでも彼のそばにいられるとは思っていなかったが、まさかこんな終わり方をするなんて——。
 　冷や汗をにじませながら硬直していると、勢いよく腕を引っ張られて体がぐるりとまわり、いつのまにか大地と立ち位置が入れ替わっていた。肩に掛けていた スクールバッグは途中で落ちたようだ。足元に固い筒が当たっているのを感じながら、大地にネクタイを掴まれ、痛いくらいの力で桜の木に押しつけられてい る。
 　ゾクリと背筋が震えた。
 　大地は悠人の頬をかすめながら桜の幹に手をつき、無表情のまま顔を近づけると、怯えて息を詰めていたその唇をためらいなく奪う。由衣のとはまったく違う 肉厚の舌が口内に入り込み、舐めまわし、ねっとりと器用に舌を絡め取りながら吸い上げる。悠人は何が起こったのかわからずパニックになりながらも、そのあ まりの気持ちよさに脳天まで痺れ、何も考えられないまま全身の力が抜けていくのを感じた。
 　やがて銀色の糸を引きながらゆっくりと唇が離れていくと、膝から崩れるようにずるりとその場にへたり込んだ。肩で息をしながら、いつのまにか潤んでいた瞳でこわごわと見上げる。大地は目を細め、艶めかしく濡れた唇にうっすらと蠱惑的な笑みをのせた。
 「どうせやるならこのくらいやれよ」
 　挑発的にそう言うと、悠人を見下ろしたまま意味ありげに口もとを上げる。
 「男同士なんて冗談じゃないと思ってたけど、案外いけるもんだな。もしかしたらキスだけじゃなくその先も…………ま、やらないけどな」
 　何を言い出すのかとびくついて顔を紅潮させた悠人は、最後の言葉にほっとしつつ、同時に心のどこかですこし残念に感じていることを自覚した。ますます頬 が熱くなるのを止められず隠れるようにうつむく。すぐ隣でさくりと草を踏みしめる音が聞こえて大地が腰を下ろした。そのとき、互いの腕と脚が軽くぶつかり 無意識に鼓動が跳ねる。
 「……由衣とは別れる」
 「好きになれなかったなら仕方ないさ」
 　淡々としながらも思いやりを感じるその声音に、すこし背中を押してもらえたような気がした。だが——。
 「素直に別れてもらえるかわからない」
 「正直に話して納得してもらうしかないだろう」
 「……怪盗ファントムのことで脅してくるかも」
 　自惚れではなく、彼女にどれだけ執着されているかは理解しているつもりだ。簡単には別れてくれないかもしれない。彼女は怪盗ファントムの正体が悠人だと 思い込んでいるので、そのことを暴露すると脅してくるのではないだろうか。今まで言い続けてきたのも牽制だったのではないかと思えてくる。
 　しかし、大地は平然としたまま口を開く。
 「それは気にしなくていいんじゃないか？ おまえ自身は一度も認めてないんだろう？ 他に証拠なんてないはずだし、誰も彼女の妄言になんか耳を貸さないよ。笑って聞き流されるのがオチさ」
 　そう言われても不安は拭いきれなかった。みんなが笑って聞き流してくれるとは限らない。もし誰かが疑念を持って調べ始めたとしたら——うつむいたまま、表情を硬くこわばらせて考え込む。
 　穏やかな風がそよぎ、沈黙が続いた。
 　しかしふいに大地が立ち上がったかと思うと、シュッという音とともにネクタイを抜き去り、無言で隣に放り投げる。座っていた悠人の脚にオレンジ色のそれが落ちてきた。いったい何のつもりだろうか——怪訝に彼を見上げ、答えを求めるようにじっと視線を送る。
 「やるよ、おまもり代わりだ」
 　大地はどこか遠くを見やったまま真面目な顔で言った。悠人はその意味を測りかねて眉を寄せながらも、自分の脚に掛かった彼のネクタイをそっと手に取る。気のせいか、まだすこしぬくもりが残っているように感じた。

 　校内はだいぶ静かになっていたが、まだ名残惜しそうにしている卒業生たちがちらほら目についた。
 　悠人は校舎には向かわず、人気のない広い校庭を淡々とした足取りで横切っていく。由衣との待ち合わせ場所は、校舎の陰にひっそりとたたずむ桜の木の下だった。ここは最初に彼女に呼び出された場所でもある。彼女にとっては大切な思い出の場所になっているのだろう。
 　由衣はすでに桜に寄りかかりながら待っていた。悠人が足を進めると、体ごとこちらに向きなおりニコッと笑う。
 「大学、どうだった？」
 「合格していた」
 「良かった、おめでとう」
 　由衣は穏やかに微笑みながら祝福の言葉を述べる。前々から合格すると信じて疑わない様子だったので、反応も落ち着いたものだ。ちなみに、彼女自身も一足先に第一志望の美大に合格している。
 「由衣……話がある」
 「何かしら？」
 　彼女は肩よりすこし長い黒髪を揺らしながら、不思議そうに小首を傾げた。まっすぐに悠人の目を見つめて返事を待っている。悠人はごくりと唾を飲むと、ズボンのポケットに収めたネクタイの存在に意識を向け、平静を装いながらも緊張を隠しきれない硬い声で告げる。
 「別れてほしい」
 　由衣は小さく息を飲んでわずかに目を見開いた。それでも視線は外さず、心の奥底まで探るようにじっと見つめてくる。やがて悠人の方が耐えきれず目をそらしかけた、そのとき——。
 「わかったわ」
 　理由も聞かず、ほんのり寂しげな笑みを浮かべて了承してくれた。
 　抗われることもなく、詰られることもなく、脅されることもなく、あまりにもあっさりと話がついて拍子抜けする。もしかしたら彼女はとうにわかっていたのかもしれない。悠人の気持ちが自分に向いたことなど一度もなかったのだと。
 「いろいろとすまなかった」
 　恋愛感情はなくても、二年近くも付き合っていればそれなりに情は移る。彼女には申し訳ないことをしたと心から思っている。こんな言葉だけで許してもらえるなどとは考えていないが、それでも謝罪する以外にない。しかし、彼女はゆるくかぶりを振ってやわらかく微笑む。
 「怪盗ファントムの方も頑張ってね」
 「……だから、あれは僕じゃない」
 「誰にも言わないから心配しないで」
 「…………」
 　じわじわと追いつめられるようないつものやりとりだ。困惑する悠人に、彼女は肩をすくめてクスッと笑ってみせる。相変わらずどういうつもりなのかよくわからない。けれど、何となくだが口外することはないような気がした。
 「ネクタイ、もらってもいい？」
 　彼女はまっすぐ悠人を見つめながら、そう尋ねてきた。
 「ああ……約束だからな」
 　別れた男のネクタイなどもらってどうするのか疑問だが、約束は約束なので、彼女が望むのであれば渡すことに異存はない。ネクタイを外して抜き取り、それを無造作に何度か折りたたんで手渡した。
 「ありがとう」
 　彼女は受け取ったネクタイを大事そうに胸元に抱え、ふわっと笑って礼を述べた。そして丁寧に一礼し、ほんのりと微笑を浮かべたまま悠人を見つめると、黒髪をさらりとなびかせながら歩き去っていく。さよならの一言さえ口にしないまま——。


 













    13. 僕の大切な女性として
    「見つけたんだよ、運命の相手」
 　それは、大学生活にも慣れてきた六月初旬のことだった。
 　大地はめずらしく小走りで大講義室に駆け込んでくると、先に席を取っていた悠人の隣にはずむように座り、声をひそめながらも興奮がありありとわかる口調でそう言ってきた。
 　しかし、悠人は風邪ぎみでぼんやりしていたせいか、すぐには理解できなかった。いつもより働かない頭でゆっくりと考える。——数秒後、ハッと目を見開いて隣に振り向くと、彼は肯定するように満面の笑みを浮かべていた。

 　とうとう来てしまった、この日が——。
 　大地は運命の相手を見つけるために様々な女と付き合ってきた。付き合ってみて違うと判断したらすぐに別れるのだ。短ければ一週間、長くても二ヶ月がせいぜいである。これまで数十人と付き合ったがどれも違ったらしい。けれど六年を経てようやく見つけたのだという。
 　友人ならばすぐにでも笑顔で祝福すべきなのかもしれないが、さまざまな感情が入り乱れてそれどころではなかった。見つかればいいなとかつて彼に告げた言葉は決して嘘ではない。だが、心の奥底には見つからなければいいという陰湿な思いもあったのだ。

 「相手は、誰だ」
 　努めて平静を装いながら、若干うわずった声で尋ねる。
 　大地は数日前から文科一類の同期生と付き合っていたはずだが、昨夜までは運命などと一言も口にしていなかった。この一晩でいったい何があったのだろうか。その彼女に運命を感じる出来事があったのか、それとも新しく運命的な出会いがあったのか——。
 「きのう、僕が返却に行っただろう？」
 　その曖昧な物言いはまわりに聞かれる可能性を考慮してのことだろう。怪盗ファントムとして盗んだ絵画を本来あるべき場所に戻しに行った、というのが実際の話だ。もともとは悠人が行く予定だったが、風邪をひいて熱も出ていたので大地に代わってもらったのである。
 「その途中で出会ったのか？」
 「届けた相手だよ」
 　さらりと返された答えを聞き、ついと眉を寄せる。
 　きのうの絵画は、夭折した天才画家である相沢修平の遺作「其の瞳に映るもの」で、本来はその中に描かれている彼の娘に贈られたものだった。それをあくどい美術商が騙して奪い去ったことを知り、怪盗ファントムが奪い返して本来の所有者である娘に返したのだが、確か——。
 「それって小学生の女の子じゃなかったか？」
 「今はね。でも何年かすれば結婚できるよ」
 「…………」
 　彼は本気のようだ。しかしながら小学生相手に運命を感じるなど、さすがにどうかしているとしか思えない。ロリコンと言われても仕方がない。本人もいままで気付いていなかったが、実は……ということだろうか。
 「そんな顔するなよ」
 　考えが表情に出ていたのだろう。大地は苦笑しながらそう言うと、明確に否定する。
 「ロリコンじゃないぞ。好きになった子がたまたま八歳年下というだけさ。いくらなんでも小学生に手は出さないから安心しろ。これからずっと一緒に生きていくんだからな。あせって嫌われるような真似はしない」
 　そう言われたところで不安が払拭されるはずはない。百歩譲ってロリコンではないのだとしても、きのう会ったばかりの小学生にそこまで入れ込めるなど、まったく理解不能である。彼が真摯であればあるほど空恐ろしく思えてくる。
 「どうしてその子なんだ？」
 「見た瞬間、雷に打たれたみたいに感じてこの子だと確信したんだ。間違いないよ。ちょうど僕の誕生日だったのも運命としか思えない。赤い糸って本当にあったんだな」
 　恥ずかしげもなくそんなことを口にする彼を見て、悠人は眉をひそめる。
 「向こうは運命なんて感じてないだろう」
 「そうだろうね」
 　大地は意外にもあっさりと肯定して頬杖をついた。現実を認識するだけの冷静さはあるようだ。
 「おまえを好きにならなかったらどうする？」
 「そんなことはありえないと思ってるけど」
 「……随分な自信だな」
 「好きになってもらうからね。何がなんでも」
 　そう言うと横目を流し、形のいい唇にうっすらと挑発的な笑みをのせる。
 　悠人はぞわりと粟立った。その言葉から、その表情から、何か不穏なものを感じたのは気のせいではないだろう。どういうつもりかはわからない。ただ、彼がおかしな気を起こさないよう願わずにはいられなかった。

 　その日のうちに、大地は付き合い始めて間もなかった文科一類の彼女と別れた。好きな人ができたからと正直に告げて。もう運命の相手を見つけたので他の誰とも付き合う必要はない。わかってはいたが、彼がいかに本気であるかをあらためて思い知らされた気がした。
 　翌日以降は別行動になることが増えた。彼が何をしているのかは聞いていないが、おそらく運命の少女に関係することだろう。大学の講義でさえときどき休んでいる。それでも学業を棒に振るほど愚かではないらしく、出席しなくても支障のないものを選んでいるようだった。
 　数週間が過ぎたころ、橘の家でいつものように大地と向かい合わせに座り、互いに黙々とレポートを作成していると、にわかに部屋の外が騒がしくなった。複数の男性らしき声や足音が聞こえる。
 「うるさくて申し訳ないな」
 　悠人の手が止まったのを見て、大地は軽く肩をすくめながら謝罪の言葉を口にした。いや、と悠人は曖昧に応じながらも廊下の方に意識を向ける。どうやら何か大きなものを運び入れているようだ。家具だろうか。
 「美咲の部屋を整えてるんだよ」
 　思案顔の悠人に、大地がそう端的に教えてくれた。声からは嬉しさがにじんでいる。
 「美咲って、もしかして例の運命の相手か？」
 「そう、近々うちで暮らすことになってね」
 「……ちょっと待て」
 　悠人は頭を押さえながらうつむいた。
 　彼女はまだ小学生だ。常識的に考えればいくらなんでも同棲など早すぎる。一瞬、彼女の親は何をしているのかと激しい怒りを覚えたが、そういえば両親ともに亡くなっていたのだと思い出した。だからといってこんな横暴が許されるはずは——。
 「誤解するなよ。美咲は妹になるんだ」
 「……何だって？」
 　そろりと怪訝に顔を上げ、思いきり眉をひそめて聞き返すと、正面の大地はくすりと笑った。
 「父と母の養子になる。つまり僕の妹だ」
 「それは、おまえが望んだことなのか？」
 「もちろん父さんも賛成しているけど」
 　あまりにもわけがわからなくて目眩がしてきた。ようやく見つけた運命の相手だというのに、自ら進んで義理の妹にするなどありえない。うつむいて眉間を押さえる。
 「おまえ結婚するんじゃなかったのか？」
 「美咲が十六歳になったらすぐにでもね」
 「…………」
 　ようやく理解した。
 　悠人は知らなかったが、彼がこれだけ得意気に答えているということは、義理の兄妹でも法律上は結婚できるのだろう。つまり、結婚するまでは妹としてそば に置こうとしているのだ。結婚まで待ちきれなかったのか、逃げられないよう囲うためなのか、いずれにせよあまりにも自己中心的だと云わざるを得ない。彼女 が何も知らないのなら騙しているも同然だ。
 「そこまでやるのは異常だぞ」
 「逃がすつもりはないからね」
 　のぼせ上がっている大地が暴走するのはまだわからなくもないが、父親の剛三までもが容認し協力していることが何より解せない。大人としても親としても止めて然るべきなのに。ダン、と勢いよくテーブルに手をついて立ち上がる。
 「剛三さんと話をしてくる」
 「まだ帰ってないよ」
 　冷静な声でそう告げた大地の口もとは緩んでいた。そんな彼を睨みながら悠人は仕方なく腰を下ろす。深夜まででも、朝まででも、帰ってくるのを待とうと心に決めて。

 「彼女を養子にするのは反対です」
 　剛三が帰るなり、悠人は彼の書斎に乗り込んでそう訴えた。
 　執務机で筋張った両手を組み合わせながら座っていた彼は、必死な悠人とは対照的に、悠然とした居住まいで面白がるような表情を見せている。悠人が言うことなど初めからわかっていたかのように。
 「心配しなくていい。彼女の意に沿わないことはするな、彼女の自由は奪うな、と大地にはきつく言いつけてある。ただ普通に我々の家族として迎え入れるだけだ。瑞穂も前々から娘をほしがっていたのでな。信じられんか？」
 「そういうわけでは……」
 　剛三は思ったよりも真面目に考えていたようだ。息子に協力はしているが、盲目的に言いなりになっていたわけではなく、少女の不利益にならないようにという配慮が窺える。瑞穂なら愛情をそそいで可愛がるかもしれない。それでも——。
 「ただ、彼女を騙していることには違いありません。いずれ大地と結婚させられるなんて、そのつもりで養子にされたなんて、彼女は何も知らされていないのでしょう」
 「彼女が望まないかぎり大地と結婚させることはない。大地も了承している」
 「…………」
 　そこまで言われてしまうと返す言葉がない。すべて彼女の意思に委ねられているのなら、少なくとも表面上は何の問題もないといえる。だがどうしても納得することはできなかった。手のひらにうっすら滲む汗を握りしめながら、必死に頭をめぐらせる。
 「君も知ってのとおり、彼女は孤児だ」
 　ふいに深みのある低い声がゆったりと響いた。悠人は怪訝に顔を上げる。
 「しばらくは父親の友人が面倒を見ていたが、それでは問題があるということになり、児童養護施設へ送られることが決まっていた。それよりは橘の養子になる方がいいと思わんか？ 彼女にとっても悪い話ではないということだ」
 　確かに、橘家の方が恵まれた環境であることは疑いようがない。それでも——。
 「……悠人君」
 「はい」
 　剛三は顔を上げ、感情の読めないまなざしを悠人に向けた。
 「君の気持ちを否定するつもりはさらさらない。心の中は自由だ。そこにとどめる限りはどんな思考も感情も許される。だが、行動に移せば当然ながら咎められることもある。君もわかってはいるだろうが、大地には結婚して子をなす義務があるのでな。そこは理解してほしい」
 　瞬間、茹だったように顔が熱くなった。
 　まさか——大地に抱いている気持ちを見透かされているのだろうか。この物言いはそうだとしか思えない。暗に邪魔をするなと言われているのだ。頭の中が気持ち悪いくらいぐわんぐわんとまわり、まるで地面まで波を打っているように感じる。
 　養子縁組に反対したのは倫理的に間違っていると思ったからで、彼女と大地を近づけたくないからというわけではない。けれど、そういう浅ましい気持ちも心のどこかにあったのではないか。剛三の説明に頷こうとしなかったのもそのせいかもしれない。
 　大地への気持ちを見透かされたことも、無意識の狡さを自覚させられたことも、何もかも恥ずかしくて居たたまれない。いまにも火を噴きそうなほど全身が熱くなり、目まで潤むのを感じながら、ぎこちなく一礼して逃げるように書斎をあとにした。

 　数日後——。
 　大地に運命の相手と言わしめた少女が橘の家にやってきた。シンプルながらも上質な紺のワンピースと白いカーディガンを身につけている。靴下も靴も上等そうだ。大地が選んだかどうかはわからないが、橘の用意したものであることは間違いない。
 　この少女を見るのは今日が初めてである。
 　絵画に描かれていた彼女なら盗んだときに目にしたが、意志の強そうな理知的な光を瞳に宿し、複雑な思いを秘めた表情を浮かべ、幼いながらも年齢不相応な危うさと美しさを感じさせた。しかし、それは作者である父親の贔屓目でしかなかったのだろう。
 　実物はまったく違う。それなりに可愛いもののとびきりの美少女ではなく、不安そうに瞳を揺らしておどおどしており、拍子抜けするくらい地味で平凡な子という印象だ。こんな子が大地の運命の相手だとは到底信じられないし、信じたくもなかった。
 「この子が今日から僕の妹になる橘美咲。小学六年生だ。そしてこいつは同じ大学に通う友人の楠悠人。僕がいないときでも家にいたりするけど、まあ気にしなくていいよ。半分同居人みたいなものだから」
 「よろしくお願いします」
 　大地が初対面の二人をそれぞれ紹介すると、彼女は緊張ぎみにそう言っておずおずとお辞儀をし、悠人は気持ちの入っていない口調でよろしくと返した。その態度から、表情から、歓迎していないことが伝わったのだろう。彼女はますます不安そうに顔をこわばらせた。
 「じゃあ、あとで美咲の部屋に行くから」
 「うん、お兄ちゃん」
 　大地にぽんと頭を叩かれると、ようやくほっとしたようにすこし表情をゆるめた。そして悠人と目を合わさないままそそくさと一礼し、逃げるように小走りで部屋を出て行く。廊下には執事の櫻井が待機しているのが見えた。
 　パタンと扉が閉まると、悠人は仏頂面のまま横目を流して言う。
 「お兄ちゃんと呼ばせてるのか」
 「だって兄だろう？」
 　ニッ、と大地は不敵な笑みを浮かべた。
 　どうせろくでもないことを考えているのだろう。いずれ妻に迎えるつもりの少女に「お兄ちゃん」と呼ばせるなど、悪趣味としか思えない。悠人は眉をひそめて咎めるようなまなざしを送る。
 「いくらでもそんな顔を見せればいいさ、僕にならね」
 　大地が笑いながらそう応じた直後——ふと、彼のまとっていた空気が別人のように変わった。
 「でも美咲を怯えさせるのだけはやめてくれよ。おまえの気に食わない気持ちはわかるけど、美咲には何の非もないんだから。別に仲良くする必要はない。ただ僕の大切な女性として尊重はしてほしい……友人ならね」
 　ゾクリ、と凍えるように背筋が震えた。
 　これは彼からの警告だ。友人としてそばにいたいのであれば彼女を尊重しろと。彼女を傷つけるなと。きっと悠人のことなど何もかも見透かしていたのだろう。彼女を歓迎していないことも、彼女を見下していたことも、彼女に嫉妬していたこともすべて。
 　それでも邪魔はしないと決めていた。
 　あの卒業式の日以降も、大地は今までと変わりなく友人として接してくれている。だから自分もあくまで友人として接するようにしていた。剛三に釘を刺されてからはなおさらだ。ただ、さきほどはすこし感情が先走ってしまっただけのこと。それすらも許さないというのか——。
 「そんなに大切なら僕の前に連れてこなければいい」
 「おまえならわかってくれると信じてるさ」
 　大地は肩を抱き、屈託のないきれいな笑顔を見せる。
 　そうやっていつも悠人を都合よく扱おうとする彼が憎らしくてたまらない。そして彼の思うままになってしまう自分に腹が立って仕方がない。しかし、もう後 戻りできないくらい深みにはまってしまった。悠人は唇を引きむすび、彼の重みとぬくもりを肩に感じながらそっと目を閉じた。


 













    14. 私たち二人だけの秘密ね
    　うだるように暑い夏の午後。
 　じりじりと肌を焦がすような強烈な陽射しの中、姿の見えない蝉の鳴き声を鬱陶しく感じながら、悠人は自転車を走らせて区立図書館に向かう。
 　そこは自宅からも橘の家からも徒歩圏内にあるため、昔からよく利用していた。小学生のころは宿題をしたり本を読んだりして過ごすことが多かったが、大地 と出会ってからは橘の家に入りびたっているので、図書館では基本的に本を借りるだけになっていた。由衣と付き合っているときにときどき一緒に勉強したくら いである。
 　借りるのは、主に空き時間に読むための小説だ。
 　図書館自体が小さいということもあり蔵書は少ない。それでも小説に限っていえば、話題のベストセラーはたいてい入るし、過去の名作も置かれているので、 特に目的がない悠人はあまり不自由を感じていない。よく読むのはミステリだが、他のジャンル、たとえばSFやファンタジー、歴史、恋愛物などもこだわりな く読んでいる。

 　自転車を駐輪場に止め、冷房の効きすぎた館内に入った。
 　最初こそ灼熱地獄から逃れられて生き返った心地になるが、すぐに汗が冷えて寒くなる。悠人はそれが苦手だった。長居しないようにと急いで借りていた本を返却し、次の本を借りるため小説の書架に向かおうとする。そのとき、見覚えのある少女がふいに正面を横切っていった。
 　あれは——。
 　大地の妹になった美咲だ。まさかいるとは思わなかったので驚いたが、橘の家から近い公共の場所なのだから、いたとしても何の不思議もない。今日は大地が午後からアルバイトで出かけているので、一人で過ごすために来たのだろう。

 　初めて彼女と顔を合わせてから、ひと月が過ぎている。
 　しかし、二人のあいだにはいまだに挨拶以上の会話はない。悠人もそうだが、彼女も人付き合いに積極的な方ではないのだろう。大地や瑞穂に話しかけられる とにこやかに応じているが、彼女の方から話しかけているのは見たことがない。悠人も親しくない相手と無理に話をすることはない。それゆえ二人に会話がない のも致し方ないといえる。
 　正直、大地の唯一特別という立場にあっけなくおさまった彼女が憎らしい。それでも受け入れるしかないということは、剛三に、大地に、もう十分すぎるほど理解させられた。愛想良くはできないが、せめて憎しみをぶつけてしまわないよう気をつけている。
 　彼女も最初のころのように怯えることはなくなった。それでもまわりに人がいないときに悠人と会うと、会釈しながらもすこし気まずそうな顔をするのだ。彼 女がどう思っていようと知ったことではないが、そういう表情を見せられるとつい苛立ちを覚えてしまう。もちろん態度に出さないようにはしているが——。

 　目で追っていた彼女が、迷いのない足取りで階段を上っていく。
 　児童用の書架は一階である。二階に向かったということは一般用の本を読むのだろうか。六年生ともなればそういう子はざらにいるし、悠人もそうだったが、 ふいに彼女がどんな本を読むのか気になった。もともと二階へ行くつもりだったので、後をつけているわけではないと言い訳しつつ、足音を立てないよう意識し ながら上っていく。
 　彼女はまわりに目を向けることなく奥の方へ進んでいく。すぐに書架から数冊の本を選んで窓際に向かうと、カウンター型の閲覧席に座り、鞄から取り出した ノートを広げて本を読み始めた。時折、熱心にシャープペンシルを走らせている。夏休みの自由研究でもしているのだろうと納得しかけたが、ふと彼女の前に積 まれた本の表紙を目にして息を飲む。
 　それは物理学の本だった。しかも誰でも読めそうな雑学系の読み物ではなく、高校物理の学習用だ。背後からそろりと距離を詰めて覗き込むと、ノートには問題を解いたと思しき数式が雑然と書かれていた。意味もわからずに写したものでないことは見ればわかる。
 　よほど集中しているのか、悠人がすぐ隣に立ってもまったく気付いていない。本を見る彼女のまなざしは真剣そのもので、小学生とはとても思えず、狂気さえ 孕んでいるような気がした。そう、彼女を描いたあの絵のように——まるで別人のように感じていた絵画の彼女と本物の彼女が、このときようやく重なって見え た。
 「美咲」
 　その名前を声に出して呼んだのは、初めてである。
 　彼女は下を向いたままビクリと体を震わせた。おそるおそる顔を上げて悠人を目にすると、あわててノートを閉じ、その下に手元の本をすべて隠そうとする。
 「その本もノートも、もうわかっている」
 「っ……！」
 　よほど知られたくなかったのだろう。息を飲み、いまにも泣き出しそうな顔になる。まさかここまで過剰に反応されるとは思わず、悠人はうんざりして吐息を落とした。
 「別に怒ってるわけじゃない」
 　できるだけ穏やかにそう言うと、鞄を足元に置きながら空いていた隣の椅子に腰を下ろし、彼女の前から素早くノートを奪ってパラパラとめくっていく。すでに半分ほどが数式や化学式で埋まっていた。
 「驚いたな、学校の成績がいいとは聞いていたが」
 「お願い、このことは誰にも言わないで……」
 　彼女はかぼそく消え入りそうな声で懇願する。うつむいた顔は火を噴きそうなほど真っ赤になり、目には涙まで浮かんでいる。照れているのではなく本気で恥ずかしがっているのだろう。そして怯えてもいるようだ。ただ、どうしてそんなふうに思うのかがわからない。
 「君は何も悪いことなんてしていないだろう」
 「でも、おかしな子だって思われたくない……」
 　ずいぶん子供じみた理由だが、まだ小学生だということを考えればありえなくはない。まわりの目を必要以上に気にする子は確かにいる。いや、もしかしたら実際にからかわれた経験があるのかもしれない。そうであれば原因となったことを必死に隠そうとするのも頷ける。
 　悠人はまだ幼い横顔をひそかに窺いながら思案したあと、ノートを彼女に返して言う。
 「いいだろう……その代わり話してくれ。君がどうしてこんな勉強をしているのかを。そしてどうやって勉強をしてきたのかを」
 　聞いてどうこうしようとは考えていない。純粋な興味である。
 　しかし、彼女にしてみれば誰かに話すこと自体が一大事なのだろう。顔を硬くこわばらせながらぎこちなくうつむき、わずかに目を細め、膝の上でワンピースの裾を掻き寄せるように握る。しばらくそのまま固まっていたが、やがて意を決したように唇を引きむすんで頷いた。

 「じゃあ、完全に趣味ということか」
 　悠人は近くの喫茶店に美咲を連れていき一通り話を聞くと、革張りの長椅子にゆったりと身を預けた。正面の美咲は不安そうに身を縮こまらせて、おずおずと上目遣いで悠人を窺っている。アイスコーヒーのグラスについた水滴が、つと流れ落ちた。

 　彼女から聞いた話によれば、興味を持ったのは母親の蔵書がきっかけらしい。
 　物心がつく前に亡くなった母親の書庫には、数学や物理学、生物学、遺伝子学など理系分野の本が数多くあった。難易度もさまざまである。大学で理学を専攻していたのは確かだが、専攻外の本も多く、何のために所有していたのかは定かでないという。
 　画家の父親はひとたび絵に没頭し始めると寝食すら忘れる人で、当然ながら娘にも構わず、彼女は寂しさから母親の書庫に入りびたるようになっていった。そ こで何となく簡単そうなものから読み進めていき、わからないことは図書館などで調べ、次第に物理学や生物学に興味を持つようになったのだ。
 　彼女としては単純に面白いから勉強しているだけで、将来を考えてのことではないという。漫画を読んだりテレビを見たりするのと何も変わらないのだと。言っていることは理解できるが、この話に心から賛同できる人はさすがに多くないだろうと思う。

 「確かに普通ではないな」
 　長椅子にもたれかかったまま無表情でそうつぶやくと、彼女は逃げるように目を伏せた。また泣きそうな顔になっている。悠人は内心で苛つきながらゆっくりと腕を組んだ。
 「だからといって、それしきのことで気味悪がったり嫌いになったりしない。少なくとも君の家族は。むしろ君の頭脳を知れば喜んでくれる可能性の方が高い」
 　そう諭すが、彼女は納得していないようだった。
 　無理もない。家族といっても出会ってふた月にも満たない他人なのだ。人となりもまだ見極められないくらいのときに、そうそう簡単に信じられるものではないだろう。過去にからかわれた経験があればなおさら慎重にもなる。
 「まあいい」
 　溜息まじりに言い、目の前のアイスコーヒーに手を伸ばす。カランと氷が音を立てた。
 「心配しなくても約束は守る。誰にも言わない」
 　それを聞いて、彼女はようやくほっと笑顔を見せる。
 　悪くない——悠人はストローをくわえて苦いアイスコーヒーを飲みながら思った。大地が一目で運命の相手と決めつけて執着しているこの少女が、大地を信じ られずに隠し事をしているのだ。そして、その秘密を握っているのは彼の友人である自分だけ。いい気味だという仄暗い気持ちが湧き上がる。
 「それを飲んだら出るぞ」
 「あ、はい」
 　だいぶ氷がとけて薄まったオレンジジュースを、彼女はあわてて飲み干そうとする。別に急かしたつもりはないのだが、面倒なので止めはしなかった。先に空になった自分のグラスをテーブルに置いて言う。
 「もっといい図書館に連れて行ってやる」
 「……え？」
 　小さな口からストローが離れた。彼女はオレンジジュースで濡れた唇を半開きにし、きょとんと不思議そうに悠人を見つめて目を瞬かせた。

 「ここ、楠さんの大学なの？」
 「ああ、大地も通っている」
 　喫茶店を出たあと、悠人は電車を乗り継いで彼女を大学に連れてきた。
 　小さな彼女は隣でそわそわと落ち着きなくあたりを見まわしている。夏季休業中なのでいつもより学生が少なく閑散としているが、それでもときどき彼女に不躾な視線を送る人はいる。そのたびに彼女はびくりと怯えた様子を見せていた。
 「私、こんなところに入っていいの？」
 「学生以外でも出入りは自由だ」
 　今さらながら不安そうに声をひそめて尋ねてくる彼女に、前を向いたままそっけなく答える。彼女は何か言いたそうな顔をしていたが、結局、何も言わないま ま小さな口をつぐんでうつむいた。無言で歩く二人に焼けつくような陽射しが容赦なく降りそそぎ、アスファルトの地面もじりじりと焦がされている。
 「これが総合図書館だ」
 　悠人が正面の建物を目で示しながらそう言うと、彼女は口を半開きにして仰ぎ見た。
 「大きい……」
 「古びてはいるがな」
 　建物自体の圧倒的なスケール感や重量感、エントランスのゴシック風アーチなど、薄汚れていながらも威厳を感じさせる佇まいである。歴史的建造物といってもいいくらいの風格だ。とても一大学の図書館とは思えない。
 「ここも勝手に入っていいの？」
 「学外の人間は手続きがいる」
 　建物の中に入り、カウンターで彼女の入館手続きをすませてから館内に進む。彼女も離されないよう小走りでついてきた。荘厳な雰囲気に飲まれたのか緊張した面持ちをしている。当然だろう。悠人ですらひそかに緊張を感じるくらいなのだから。
 　案内板を見て、彼女の興味がありそうな書架に目星をつけて連れて行く。自分の大学の図書館だが、エントランスまでしか足を踏み入れたことがなかったので、これほど蔵書が充実しているとは知らなかった。きれいに整えられた書架がずらりと壮観なまでに並べられている。
 「三冊まで選べ。代わりに借りてやる」
 「いいの……？」
 　彼女は期待で目をキラキラと輝かせて振り向いた。そのわかりやすさに思わず頬が緩みそうになるが、どうにか冷めた表情を装う。
 「本当は駄目だが、黙っていればわからない」
 「楠さんって悪い大人ね」
 　彼女はくすりと笑ってそう言うと、ワンピースをひらめかせながら数多の専門書のあいだを駆けていく。書架を覗き込むその表情は、いままでに見たことのない生き生きとしたものだった。

 「ありがとう、楠さん」
 　強烈だった陽射しは落ち着き、まだ暑くはあるが幾分か過ごしやすくなっていた。
 　彼女は興奮醒めやらぬ様子で礼を述べると、悠人とともに館外に出て石段を下りていく。肩から斜めがけにしている不格好にふくらんだ鞄には、彼女が選び、悠人が代わりに借りた三冊の本が入っている。読みたい本が多すぎて選びきれないとずいぶん迷っていた。
 「あの、楠さん」
 「悠人でいい」
 　そう告げると、彼女はきょとんとして小首を傾げる。
 「悠人さん？」
 　そう呼ばれることは由衣で慣れていたはずなのに、声が違うからか、年下だからか、何か無性にくすぐったく感じた。それでも無表情を崩すことなくただ小さく頷いて見せる。
 「えっと、悠人さんに借りてもらった本はどうやって返せばいいの？」
 「来週、一緒に返しに来ればいい。そのときまた新たに借りてやる」
 　さぞ喜ぶだろうと思ったが、彼女の反応はその期待に沿うものではなかった。何か懸念があるのか不思議そうな顔をしている。
 「新たに借りてもらった本は？」
 「翌週返してまた新たに借りる」
 「次も？」
 「次も、そのまた次もだ」
 　ようやく彼女は嬉しそうにふわっと顔をほころばせた。斜めがけした鞄のストラップを胸元で握り、喜びを噛みしめている。その様子を横目で見ながら悠人は釘を刺した。
 「大地には黙っていろ」
 「私たち二人だけの秘密ね、悠人さん」
 　彼女も図書館に来ていたことを知られたくないはずなので、素直に了解してくれるだろうとは思っていたが、無邪気な笑顔でこんなふうに返してくるとは予想外である。ここに来るまではあんなにおどおどしていたというのに——。
 「そう、僕たち二人だけの秘密だ……美咲」
 　悠人はまっすぐ正面の空を見ながら復唱するように言う。その紡いだ言葉のせいか、昼下がりの余韻のせいか、冷えていた体がじわじわと熱を帯びてくるのを感じた。


 













    15. 嘘が上手だから
    「悠人さん！」
 　ほのかにあたたかい風が頬をかすめる、穏やかな昼下がり。
 　大学の総合図書館の前で待っていた悠人のもとに、小さく手を振りながら美咲が駆け寄ってきた。紺色のブレザーにオレンジ色のネクタイ、膝上のプリーツス カート——かつて悠人も在籍した有栖川学園中等部の制服である。今日が入学式であることは彼女本人から聞いていたが、それにしても。
 「……どうして制服なんだ？」
 「悠人さんに早く見せたくて」
 　美咲はニコッと笑うが、悠人が難しい顔をしているのを見ると表情を曇らせる。
 「いけなかった？」
 「ここでは目立つな」
 　好奇の目で見られるだけなら別に構わないが、変に噂になったりしたら大地の耳にも入るかもしれない。美咲のためにも、悠人自身のためにも、彼に知られることだけは避けなければならないのに。
 「ごめんなさい……」
 「いや、似合っている」
 　そう告げると、しゅんとしていた彼女がすこし驚いたように顔を上げ、そしてほんのりと頬を染めてはにかんだ。

 　いつものように総合図書館で借りていた本を返却し、新たに本を借りる。
 　美咲の知識レベルはすでに悠人を大きく超えていた。ときどき物理学や生物学について彼女と話をするが、もうついていけなくなっている。最近では書籍だけ でなく論文も読みあさっているようだ。そして知識を身につけるだけでなく、柔軟に思考をめぐらせ仮説を立てたりしているらしい。
 　美咲はまぎれもなく天才だ。
 　しかし、それを知っているのは悠人ただひとりだけである。彼女を何よりも大切にしている大地ですら知らない。もちろん底知れぬ才能には純粋に興味を抱い ているが、自分だけが彼女の才能を伸ばすことに協力し、成長を見守っている——そのことに少なからぬ優越感を覚えているのも事実だった。
 　大地は大学生になってから何かと忙しくしている。橘の後継者としての教育を受けているのだという。その一環で塾講師のアルバイトまでやらされている。悠 人はそれに合わせて美咲と総合図書館へ行く時間を決めていた。だから、同じ大学にもかかわらず知られずにすんでいるのである。

 「あれ、楠？」
 　美咲と総合図書館から出たところで男子二人組に声をかけられた。どちらも講義や実験などでよく一緒になる同期生だ。悠人からすれば名前も覚えていないく らいの関係だが、向こうはまるで友人のように気安く近づいてくる。美咲は不安そうに悠人の袖を掴んで隠れようとするが、二人の目はしっかりと彼女を捉えて いた。
 「その子、どうしたんだ？」
 「知り合いの妹で、大学を案内している」
 「へぇ、うちの大学を志望しているのか」
 「今のところは」
 　悠人は嘘を織り交ぜながら応じる。
 　その間も、美咲は二人の不躾な視線から身を隠すようにしていた。悠人の袖を掴む手にぎゅっと力がこもる。その様子がかえって興味を惹いてしまったのだろう。今度はもうひとりの男子が面白がるように言ってきた。
 「とか言って、実はカノジョだったりするんじゃないの？」
 「だとしたら、制服のままこんなところに連れてこない」
 「まあ、それもそうだよな」
 　軽く笑いながら同調する彼を見て、悠人は溜息を落とした。
 「急いでいるからもう行くぞ」
 「ああ、じゃあまた講義で」
 　二人はそう挨拶をしてあっさりと総合図書館の方へ向かう。こんなところに制服姿の少女がいることを奇妙に思っただけで、本気で悠人との仲を疑っていたわ けでも、ましてそのことを問い詰めたかったわけでもないのだろう。あの二人が馴れ馴れしいのはいつものことなのだ。しかし——。
 「悠人さん……大丈夫、なの？」
 「大地の耳に入る可能性があるな」
 　当然だが、彼ら二人は大地とも一応の面識があるし、悠人と大地が親しいことも知っている。告げ口のような真似はしないだろうが、何かの拍子にこの話題が出ないとも限らない。
 「どうしよう、ごめんなさい……」
 「美咲のせいじゃない」
 　いまにも泣き出しそうな彼女に優しくそう言い、ぽんと頭を叩く。
 「そうなったら、どうにかごまかしてみるよ」
 「うん……悠人さんなら大丈夫よね。嘘が上手だから」
 　彼女は不安をにじませつつ曖昧に微笑んだ。
 　嘘が上手と言われるとあまり愉快な気はしないが、彼女からすればそれが事実なのだろう。二人だけの秘密を守るため、これまでにも何度か彼女の前で嘘をつ いているのだ。もちろん今回もうまく嘘をついて取り繕うつもりでいる。必要に迫られて嘘をつくことにはもう慣れてしまった。けれど。
 「あいつほどじゃないさ」
 「あいつ？」
 　思ったことが声に出ていた。美咲が不思議そうに聞き返してきたが、答えられるはずがない。
 「どこか行きたいところはあるか？ 帰りに行こう」
 「えっ？」
 　急に話題を変えると、彼女はきょとんとして目を瞬かせた。
 　唐突だがとっさの思いつきというわけではない。今日はいつもより早めの待ち合わせなので、美咲の中学入学祝いも兼ねて、帰りにどこかへ寄れたらと考えて いたのだ。いままでは時間の都合もあり、ほとんど図書館だけにしか連れて行っていない。せいぜい何度か喫茶店に寄ったくらいである。
 「……どこでもいいの？」
 「遠くは難しいけどな」
 「じゃあ、海が見たい」
 「えっ？」
 　今度は悠人が目を見開いた。まさか春先に海を見たがるなど思いもしなかった。無意識に眉を寄せつつどこに行こうか思案をめぐらせる。その反応を彼女はおずおずと上目遣いで窺い、不安そうに顔を曇らせた。

 　悩んだあげく、タクシーをつかまえて向かった先は埠頭の公園だった。目につくのは簡素なコンクリートの通路と満開の桜くらいである。その桜もきれいではあるが一本だけしか見当たらない。伸び放題の草花を見ても、この公園があまり手入れされていないことは明白だ。
 　しかし公園を見るためにここへ来たわけではない。目的はその先である。桜の花びらが緩やかに舞い落ちる中を進み、中央の通路を抜けると、開けた視界一面にキラキラと銀色に光る海が広がった。
 「わあ……！」
 　美咲はパアッと顔をかがやかせて駆け出した。制服のスカートがひらめいて白い腿がちらちらと覗き、黒髪が潮風にさらさらとなびく。正面の柵にたどり着くと、両手をかけて身を乗り出すように海原を眺め、体全体を使いながら大きく息を吸い込んだ。
 「これが海の匂いなんだ……潮の香り？ 磯の香り？」
 「すまない。あまりきれいな海じゃなくて」
 　すぐ下には空き缶やゴミが浮いていたり、木の枝や木の葉がたまっていたりと、お世辞にもきれいとは言いがたい。遠くには工場も見える。ゴミのせいか工場のせいかはわからないが、すこし異臭も混じっていた。
 「いいの、海が見られただけで嬉しい」
 「そんなに海が好きだとは知らなかった」
 「ん、好きっていうか……」
 　美咲は曖昧に口ごもり、目を伏せる。
 「いままで実物を見たことがなかったから」
 「え、初めて？」
 　思わず聞き返すと、彼女は恥ずかしそうにこくりと頷いた。
 　そういえば、彼女は奥多摩の方に住んでいたと聞いている。生活圏内に海の見えるところはないだろう。橘の屋敷の徒歩圏内にもやはり海の見えるところはないし、瑞穂や大地と出かけることはあっても街中ばかりだ。
 「大地に頼めば連れて行ってもらえたと思うが」
 「見たいって思ってたことも忘れていたの」
 　大地は頼まれれば何を差し置いても連れて行っただろう。けれどもう遅い。彼女が初めて海を目にして感動した表情も、初めて海の匂いを感じてはしゃいでい る姿も、見られたのは自分だけである。そんなことにまで仄暗い愉悦を感じるなどどうかしていると思うが、どうしようもない。
 「美咲」
 　柵に片腕をのせて海に目を落としながら、ぽつりと呼びかける。
 「橘の養子になって半年以上になるが……どうだ？」
 「うん、初めて家族ができたみたいですごく嬉しい」
 　美咲はふわりと笑って言う。
 　母親は物心ついたころには亡くなっていて、きょうだいもなく、父親はいたがあまり構ってもらえなかった——そんな環境で育った彼女の素直な気持ちなのだろう。橘の家庭環境もとても普通とは言いがたいが、それでも美咲には家族として愛情をそそいでいるように見える。ただ。
 「大地は兄として、その……何かおかしなことはないか？」
 「えっ？ おかしなことなんてないけど。すごく優しいし」
 　どうやら兄としての立場を超えるようなことはしていないらしく、ほっとする。さすがに小学生には手を出さないだろうと信じたい気持ちはあるが、美咲を見つめるまなざしがときどき危ういくらい熱を帯びており、もしかしたらと心配になっていたのだ。
 「そうか……橘の養子になって幸せなんだな？」
 「うん、おかげで悠人さんにも会えたもの」
 　美咲は顔をほころばせた。
 　悠人も美咲と出会えたことには感謝したいと思っている。けれど、彼女にとっては良かったのかどうかまだわからない。彼女本人は知らないが大地の妻になる ことを望まれているのだ。この話をどう進めるつもりか想像もつかないだけに怖い。もし、おかしなことを画策しているとしたら——。
 「悠人さん？」
 　ふいに思考の海から引き戻されて反射的に振り向くと、そこには彼女の顔があった。いまにも息が触れ合いそうなほど近い距離に。悠人が目を見開いて息を飲 むと同時に、彼女はぶわっと一気に顔を紅潮させ、はじかれたように後ろにのけぞり倒れかける。しかし、その背中に腕をまわしてすんでのところで抱き留め た。
 　ザザ、と穏やかなさざ波の音がふたりを包む。
 「気をつけろ」
 「うん……」
 　美咲は落ちた鞄を肩にかけて体勢を立て直すと、ほんのりと頬を赤らめたまま後ずさろうとしたが、悠人は彼女の背中にまわした手を離さなかった。戸惑いがちに小首を傾げる彼女をじっと見つめ、口を開く。
 「僕は、美咲の味方だ」
 　今の悠人に言えるのはそれしかない。だが、それだけでも伝えておきたかった。
 　いつか意に沿わない結婚話を押しつけられ、家族以外の誰かを頼りたくなったときに、この言葉を思い出してくれればいい。悠人にどこまでできるかわからないが、それでも可能なかぎりのことはするつもりでいる。たとえ大地や剛三と敵対することになったとしても。
 　けれど大地の思惑を知ったうえで黙っていたのだから、彼女からすれば悠人も共犯になるのかもしれない。味方だ、など白々しい嘘としか思えないかもしれない。
 　真意がわからないまま困惑ぎみにおずおずと頷く彼女を、悠人は真顔で見つめる。この少女はひどくやっかいな男に運命を握られてしまった。守りたいと思うのは不憫だからか、それとも——小さな背中にまわしていた手にほのかなぬくもりを感じ、無意識に力がこもった。


 













    16. いい夢を見ていたみたいだな
    「悠人さん……」
 　いまにも消え入りそうな、かぼそく不安げな声。
 　悠人は遠慮がちにそっと身を寄せてきた美咲を、優しく包み込むように抱きしめる。腕に感じる少女の体は驚くほど小さくてやわらくてあたたかくて、まるで小動物のようだと思う。力をこめるだけで簡単に壊れてしまいそうだった。
 「美咲は僕が守る」
 「……本当に？」
 「ああ、誓おう」
 　真剣にそう答えると、彼女は腕の中でもぞりと身じろぎし、潤んだ黒目がちの瞳で悠人を見上げた。そして、そのままゆっくりと目を閉じて踵を上げる。
 「美咲……」
 　悠人の心臓は壊れそうなほど激しく打っていた。ドクドクと体中に血液がめぐっていくのがわかる。鼓動がまるで直に鼓膜に響いているかのようで、まわりの音はもう何も耳に届かない。体はみるみるうちに熱を帯びてきた。
 　ごくり、と出ていない唾を無理やり飲み込んで、ほんのり桜色に染まった頬にそっと触れる。そのすべらかさとやわらかさを手のひらにに感じながら、息を詰めてゆっくりと顔を近づけていく。彼女の微かに濡れた息が唇にかかった、そのとき。

 　ピピピピッ、ピピピピッ——。
 　悠人は手探りでベッドボードの目覚まし時計を止めて、溜息をついた。
 　またしても似たような夢を見てしまった。これで三度目だろうか。今回は未遂だったが、未遂で終わらなかったこともある。それでも今回の動悸がいちばん激しいかもしれない。ゆっくりと体を起こし、額を押さえながら意識的に深く呼吸をする。
 「おはよう」
 　穏やかだがよく通る、聞き慣れた声。
 　ビクリとはじかれたように振り向くと、すぐにでも外出できるくらいに身支度を整えた大地が、ゆったりと椅子に腰掛けてこちらを見ていた。そのきれいな顔に思わせぶりな笑みをたたえながら。
 「おまえ、なんでここに……」
 「僕の家に僕がいるのは当然だろう？」
 「……就寝中に忍び込むのは悪趣味だ」
 　ここは、大地が言ったとおり橘の屋敷である。
 　大学生になってからは、たびたびこの客室に泊めてもらうようになっていた。着替えなどの私物もいくつか置いてあり、実質的に悠人の部屋といっても過言で はない。だが橘の家である以上、勝手に入るなと強く訴えることには抵抗がある。恨めしげに横目で睨むが、大地はかえって面白がるかのようにくすりと笑っ た。
 「悪いな、悠人の寝顔が見たくてさ」
 「ふざけたことを言うな」
 　そんな発言をいちいち真に受けて動揺するほど子供ではない。その科白も、無断侵入も、どうせ悠人の反応を楽しむための悪ふざけでしかないのだろう。最初はさすがに驚いたが、冷静になるにつれて馬鹿らしくなり深く溜息をついた。しかし。
 「随分、いい夢を見ていたみたいだな」
 　それまでとは別人のような感情のない声が降ってきた。怪訝に顔を上げると、いつのまにか椅子から立ち上がっていた大地が、無表情でゆらりと覗き込むよう に身を屈めてきた。不穏なものを感じて眉をひそめた瞬間、彼の片手が驚くほどの勢いで布団に突っ込まれ、狙い定めたように悠人の股間に押し当てられた。
 「？！！」
 　あまりのことに声も出なかった。
 　男性にしては繊細な指をそこに感じて反射的にカッと熱くなる。もともと反応していたことも、さらに反応したことも知られてしまっただろう。何も考えられ ないまま固まっていると、彼は片膝をベッドにつき、体ごとこちらに向けてニッと挑発的な笑みを浮かべた。まるで獲物を狙う捕食者のような鋭い目つきで。悠 人の全身にゾクリと電流のようなものが駆けめぐった。
 「なあ、抜いてやろうか？」
 「はっ？！」
 　スウェットの上から、彼の手があやしげにゆるゆると動き出す。
 「っ……！」
 　いったい何が起こっているのか思考がついていかない。そもそも考えている余裕がない。奥歯を食いしばりながらひたすら耐えるしかなかった。限界に近づくにつれてうっすらと汗がにじんでくる。
 「どうする？」
 　何を問われているかさえ、わからない。
 　そんな悠人を見つめながら、大地はもう一方の手をベッドについて身を乗り出し、呼吸が触れ合うほどの距離まで顔を近づけると、自らの唇をゆっくりと舐めてみせた。淫靡に濡れたその唇がゆるやかに弧を描き、そして——。
 「何なら咥えてやるけど」
 「やめろ！！」
 　耳朶に濡れた吐息を感じた瞬間、すさまじい勢いで彼の手首を掴んで引きはがし、そのままベッドから降りて壁に叩きつけ、ぜいぜいと息を荒くしながら彼を睨みつけた。白い手首を押しつける手にグッと力をこめる。
 「何の真似だ、おまえ！」
 「喜んでくれるかと思ったのに」
 　平然ととぼけた答えを返してくる彼の態度に、悠人はますますカッとなる。
 「そんな冗談を誰が真に受ける？」
 「僕はあくまで本気だったけどね」
 「…………」
 　からかっているのか、単に嫌がらせなのか、本当に本気だったのか、何がなんだかわからなくなってきた。眉を寄せてうつむいていると、大地は手首を振りほどいて悠人の脇をすり抜けていく。
 「おまえは僕だけを見てればいいんだよ」
 　そう言いながら椅子のそばに置いてあった鞄を手にとり、背を向けたまま扉の方へ進んでいった。ドアノブに手をかけたところで動きを止める。
 「所用で銀行に寄るから先に行く」
 「……ああ、わかった」
 　今日の一限目は休講なのに支度が早いとは思ったが、そういうことかと納得した。それを伝えるためにこの部屋に来たのかもしれない。
 「なあ、おまえわかってるか？」
 　大地はドアノブに手をかけたまま振り向いてそう尋ねた。けれど何について言っているのか悠人にはわからない。怪訝な顔をすると、彼はふっとやわらかく笑みを浮かべて答えを口にする。
 「今日は僕のハタチの誕生日だ」
 　忘れていたわけではないが、昔から祝わなくていいと言われているのでそうしている。これまで誕生日プレゼントは一度も贈っていないし、祝いの言葉でさえほとんど口にしていない。催促されて「おめでとう」と言ったのがせいぜいだ。
 「祝ってほしいのか？」
 「そうじゃないよ」
 　大地は軽く否定すると、すっと目を細めて意味ありげな視線を流しながら言う。
 「怪盗ファントムはもう引退ってこと」
 　悠人はハッとした。
 　怪盗ファントムは大地が二十歳になるまでと言われていたのだ。もっとも、大地の後継者教育が忙しくなった影響か、ここしばらくはほとんど開店休業状態に なっていた。前回の活動は半年ほど前である。そのときはこれで最後になるとは聞いていなかったし、いきなり引退などと言われてもなかなか実感が持てない。
 「父さんにも確認したから」
 「そうか……」
 　思いのほか声が沈んでしまったことを自覚する。
 　大地も気付いたのかくすりと笑った。
 「お疲れさま」
 「おまえもな」
 　悠人は冷静に返し、大地が部屋を出て行くのを壁際に立ったまま見送った。
 　ともに協力し合い、危機を切り抜け、成功を喜び合う——あの経験はもうできなくなるのだなと吐息を落とす。危険な仕事から解き放たれたことには安堵するが、それと引き替えに大地との絆がひとつ断ち切られたのだ。胸がじりじりと燻るように感じて落ち着かなかった。

 　夕方、今日の講義がすべて終わると、悠人は大地とともに校舎を出た。
 　数時間前までは晴れていたはずなのに、いつのまにか鉛色の雲が垂れ込めていた。いまにも雨が降り出しそうな空模様である。折りたたみ傘は持っているが、せめてあと数時間は降らないでほしいと願う。今日は美咲と総合図書館に行く日なのだ。
 「じゃあな」
 「ああ」
 　大地はすぐに塾講師のアルバイトに向かわなければならないため、いつもここで慌ただしく別れている。だが、今日は背を向けようとしてふと思い出したように付言した。
 「今夜は誕生日パーティをやるから」
 「えっ……美咲が言い出したのか？」
 「まあね」
 　大地は肩をすくめた。
 　彼の誕生日パーティなどいままで一度もなかったので驚いたが、考えれてみれば簡単なことだ。お兄ちゃんの誕生日をお祝いしたい、パーティを開きたい、な どと美咲に言われたら断れはしないだろう。美咲の誕生日には身内のみでささやかなパーティを開いているので、大地の誕生日にも同じようにしたいと考えても 不思議ではない。
 「もう成人なのにいまさら誕生日パーティなんてどうかと思うけどさ。まあ身内だけだから。おまえはプレゼントとか何も用意しなくていいからな」
 　そう言い置き、大地は軽く手を上げて走り去っていった。

 　悠人は総合図書館前で美咲を待ちながら、今朝の出来事について考えた。
 　どうして大地があんなとんでもない行動に出たのか、あのときは考える余裕もなかったが、あらためて最初から順に追っていくと何となく見えてくる。いい夢 を見ていたみたいだな、などとわざわざ言ってきたことから推察すると、悠人の夢について何らかの情報を得ていたのだろう。つまり悠人が寝言で美咲の名前を 口にした可能性が高い。それを聞いて横恋慕していると思い込んだのではないか、と。
 　美咲のことをどう思っているかは悠人自身よくわかっていない。守ってやりたいと思うし、手助けしてやりたいと思うし、幸せになってほしいとも思ってい る。彼女が喜んでいると満たされた気持ちになる。一緒にいられるだけで嬉しいと感じる。触れたいという衝動に駆られることもある。ただ、それが恋愛感情と いえるのかどうかは判然としない。
 　どちらにせよ、悠人の中で美咲の存在が大きくなっていることは間違いない。だからといって大地への執着が薄れたわけではない。方向性は違うもののどちら も失いたくない特別な存在であり、そして邪魔な存在でもある。ひどく矛盾をはらんだこの感情に気付きながらも抗うことができず、ただただ雁字搦めになって いた。

 「悠人さん」
 　色彩のない薄曇りの中、美咲がはずんだ声で呼びかけながら駆けてきた。膝上丈のワンピースをひらめかせて笑顔を見せる。
 　味方だと告げたあの日から、彼女はいっそう心を許してくれるようになっていた。まるで兄妹か友人のような距離感で接してくる。もっともこういう親しげな 態度は二人きりのとき限定で、大地の前ではいまだにほとんど会話もしていない。互いに彼には知られたくないので暗黙の了解である。
 　いつものように総合図書館で借りていた本を返却し、新たに借りる。これだけ毎週のように通いつめていても、興味のある本はまだまだ尽きないようだ。いつもどれを借りようかと嬉しそうに悩んでいる。きっと、悠人がこの大学に在籍する限りは通い続けることになるだろう。
 「あのね、今日お兄ちゃんの誕生日パーティをするの」
 　ふたり並んで駅へ向かっている途中で、美咲がそう切り出した。
 「ああ、さっき大地からも聞いた」
 「悠人さんも来てくれるんでしょう？」
 「一応な」
 　大地に来いと言われたら断ることなどできないし、断る理由もない。
 「美咲は何かプレゼントを考えているのか？」
 「櫻井さんに教えてもらってケーキを作るの」
 　彼女はふわりと顔をほころばせる。
 　執事の櫻井はお菓子作りが趣味だと聞いているので、ケーキ作りを教わるには最適な人物ではあるが、まさか人見知りの彼女が頼むとは思わなかった。いまだ に彼とは話しかけられれば答える程度で、打ち解けているようには見えないのに。そこまで頑張るのもすべて『お兄ちゃん』のためなのだろう。
 「悠人さんは？ プレゼントもう決めたの？」
 「僕は用意しなくていいと言われている」
 「え、どうして？」
 　美咲はきょとんとして、不思議そうに隣の悠人を見上げた。
 「昔から互いにそうしてきたからな」
 「じゃあ、私も用意しない方がいいのかな」
 「いや、美咲はプレゼントすればいい」
 　用意しなくていいというのはあくまで悠人に対しての話である。美咲を困らせないよう催促はしていないのかもしれないが、ひそかに期待はしているはずだ。ここで下手なことを言ってプレゼントをやめさせてしまったら、本気で絶交されかねない。
 「用意しなくていいなんて言われてないんだろう？」
 「うん……そうだよね。せっかく準備もしたんだし」
 　美咲は気を取り直したように笑顔を見せて頷いた。ケーキ作りは初めてだけど化学の実験みたいで面白そう、などと無邪気にはしゃぐ。そのいかにも彼女らしい発言を微笑ましく思いつつ、同時に心配にもなるが、執事の櫻井がそばについているはずなので大丈夫だろう。
 　鉛色の空から、ぽつり、ぽつりと雨が落ち始めた。
 　悠人ひとりならこのくらい気にしないが、女の子である美咲を濡らすわけにはいかない。木陰に入り、鞄から折りたたみ傘を取り出して彼女に差し掛ける。だがその数秒の間に、さきほどまでの明るさが嘘のように沈鬱な表情になっていた。
 「どうした？」
 「うん……こういうのも最初で最後かなと思って」
 「誕生日パーティが？ ケーキを作るのが？」
 　悠人が尋ねると、美咲は目を伏せたまま曖昧に微笑んだ。
 「お兄ちゃんね、結婚するみたいなの」
 「……いや、まだしないと思うが」
 「婚約者がいるって話していたもの」
 　いったいどこでどう聞いてきたのかは知らないが、大地本人が言っていたのなら、その婚約者というのは間違いなく美咲のことだ。大地はいまでも美咲と結婚 するつもりでいるし、美咲の意思を尊重するという条件つきだが、剛三もそれを容認している。しかし、そのことを悠人が勝手に教えるわけにはいかない。
 「お嫁さんが来たら、きっと今みたいに構ってくれなくなるし、家にも何となく居づらくなると思う。せっかく家族になれて嬉しかったのに……本当は喜ばないといけないんだってわかってる。おめでたいことなのにこんなふうに思うなんて、妹失格だよね」
 　その声に自嘲がにじみ、恥じ入るように顔をうつむける。
 　初めて与えてもらった家族のぬくもりを失いたくない——彼女のそういう気持ちは何となくだが理解できる。悠人が大地に抱いている気持ちと根本は同じだろ う。孤独な心に入り込んでくる彼の存在はあまりにも鮮烈で、まるで麻薬のようだ。いつのまにか失うことなど考えられなくなっている。
 　もしかしたら大地は初めからこれを狙っていたのかもしれない。身寄りのない幼い少女ひとりを自分に依存させるなど、彼からすれば造作もないことだ。この 状況で大地との結婚話を持ち出され、剛三も瑞穂も賛成しているとなれば受け入れざるを得ない。いや、もし他に逃げ道があるとしたら——。
 「居づらくなったら僕のところに来い」
 　傘を差し掛けたまま静かにそう告げると、美咲は驚いたように顔を上げた。
 「でも悠人さんの家なんて行ったこともないし、ご家族だって……」
 「どこかに部屋でも借りて、二人で新しく家族になればいい」
 　兄にでも、父にでも、夫にでも、君さえ望んでくれるのならば。
 　差し掛けた紺色の傘にぽつぽつと絶え間なく雨粒が落ちて、喧噪が掻き消されていく。すぐそばを行き来する人々の姿も目に入らず、まるで時間が止まったかのように、小さな唇を半開きにした美咲と見つめ合った。手の甲に打ちつけられる雨の冷たさを感じながら——。


 













    17. せいぜい寂しがるがいいさ
    「美咲、このところ元気がないんだよなぁ」
 　大地は頬杖をついたまま、もう一方の手で器用にシャープペンシルをまわし、指の間を縫うようにくるくると移動させていく。もう何度往復しただろう。さきほど執事の櫻井に様子を見に行かせてからずっとこの調子で、レポートを進める気配はない。
 「普段はいつもと変わらず明るく振る舞ってるんだけどさ、ときどきふっと寂しげな顔になったり、物思いに耽ったりして。何か悩みごとでもあるのかと思ってそれとなく聞いてみても、何もないって言うばかりで。気を使ってるか言いづらいかどっちかなんだろうけど」
 　そこまで言うと、正面の悠人にちらりと視線を向けた。
 「おまえ、何か知らない？」
 「僕が知るわけないだろう」
 「ふーん……」
 　頬杖をついたまま爪先にのせたシャープペンシルを見つめ、胡乱げな声をもらす。
 「何か気付いたら教えろよ」
 「ああ」
 　そう答えたが、悠人はすでに本人から聞いて知っていた。
 　美咲が沈んでいるのは、大地が近いうちに結婚すると思い込んでいるからだ。しかし大地に教えるつもりはない。あらぬ誤解で思い悩んだままになる美咲は可 哀想だが、大地がこのことを知ればすぐにでも彼女に結婚を迫りかねない。いずれそうなることは避けられないとしても、今はまだ早い。その事実を受け止める には彼女はあまりにも幼すぎる。
 　お兄ちゃんの妹でいることをあきらめたくない——あの雨の日、悠人の提案に美咲は静かにそう言葉を返したが、その思いを裏切っているのは他ならぬ大地で ある。兄として慕っている大地が、まさか最初から妻にするつもりでいたなんて思いもしないだろう。このことを知れば少なからず衝撃を受けるに違いない。
 　逃げ道は示したつもりだが、そのときにならないと彼女がどういう選択をするかはわからない。もしこの手を取ってくれるなら全力で守ろうと覚悟は決めてい る。大地を敵にまわしても——きっと彼には一生憎まれることになるだろうが、消えない傷とともに存在を深く刻みつけられるのであれば悪くない。どうでもい い存在として忘れられるよりかはよほどいい。

 「お兄ちゃん」
 　そろりと扉が開き、そこから美咲がおずおずと遠慮がちに顔を覗かせた。櫻井に言われて大地に姿を見せにきたのだろうか。もう夜十一時をまわっているが寝間着ではなくワンピースを着ている。大地は瞬時に優しいお兄ちゃんの顔になった。
 「美咲、まだ起きてたんだ？」
 「もう寝るから挨拶だけ……」
 「こっちにおいで」
 「うん」
 　美咲は安堵の息をつくと、ワンピースをひらめかせながら小走りで駆けていき、大地に促されるまま隣の椅子に腰掛けた。大地は愛おしげに目を細めて彼女の頭をなでる。肩ほどの長さのまっすぐな黒髪がさらりと揺れた。
 「今日は構ってあげられなくてごめんね」
 「ううん、レポート大変そうだけど頑張って」
 「ありがとう。あしたは一緒に過ごせるから」
 　今日は帰宅してからずっと明日提出のレポートにかかりきりになっていた。美咲と顔を合わせたのも夕食のときだけである。急なレポートさえなければ美咲と過ごす予定だっただけに機嫌を悪くしていたが、彼女を目にした一瞬で笑顔になるのだからさすがとしか言いようがない。
 「ねぇ、夏休みは二人でどこか旅行に行こうか」
 「二人って……私とお兄ちゃんだけ？」
 「そう、きょうだい水入らずで二週間ほどね」
 　二週間も二人きりだと——？
 　思わずはじかれたように顔を上げて正面の大地を睨んだ。しかしながら彼はその反応を予想していたのだろう。待ち構えていたかのように、うっすらと人の悪そうな笑みを浮かべて口をひらく。
 「悠人、悪いけどおまえは遠慮してくれ。美咲が落ち着けないだろう？」
 　あからさまな牽制だ。
 　二人はいまだに打ち解けていないと思われているのだから、言い分としては筋が通っている。それゆえ美咲は真に受けてしまったのだろう。自分のせいで悠人 が行けなくなったと責任を感じながら、本当は親しいのだと打ち明けることもできず、戸惑いがちに目を泳がせて申し訳なさそうな顔をしていた。
 「美咲は僕と二人きりじゃ嫌かな？」
 「そんなことない、すごく嬉しい」
 「よかった」
 　大地が身を乗り出して美咲の目を覗き込みながら尋ねると、彼女は慌てて笑顔で答えた。その言葉に嘘はないはずだ。彼の下心など知らず、純粋に家族として兄として慕っているのだから。
 「旅行ってどこへ行くの？」
 「そうだね……」
 　大地は口もとに手を添えて考える。
 「軽井沢はどうかな？ 静かなところに別荘があるからゆっくりできるよ。夏は涼しくて過ごしやすいし、自然がきれいだし、観光するにもいいんじゃないかな」
 　橘が日本国内にいくつかの別荘を所有しているという話は聞いていた。ハンググライダーの訓練をするときに使ったコテージもそのひとつである。悠人はそこしか知らないが、山奥のコテージでさえあれだけの建物なのだから、避暑地の別荘ならおそらくもっと立派なはずだ。
 「軽井沢って、山？」
 「山というか林かな」
 　大地が答えると、美咲は表情を隠すように曖昧な笑みを浮かべる。何か言いたいことがありそうな雰囲気だが、自分から口を開こうとはしない。
 「何か希望があるの？ 遠慮しなくていいんだよ」
 「うん……海が見たいなって思ったんだけど……」
 　大地に促されて、ようやくおずおずと上目遣いで希望を述べた。
 　それを聞き、大地は美咲を見つめたまま驚いたように目を見開いていく。そこまで意外な答えでもないのにどうしたのだろう。怪訝に思っていると、彼はふいに嬉しそうな表情になり明るく声をはずませた。
 「そっか、美咲はまだ海を見たことなかった？」
 「……うん」
 　悠人と見に行ったことがあるなどと正直に言えるはずもなく、彼女は嘘をつくしかない状況だ。けれど目は逃げていてあからさまに挙動不審である。傍から見ている悠人の方がヒヤヒヤしたが、大地は気付いていないのか特に訝しむ様子はない。
 「じゃあ小笠原にしようか」
 「どこ？」
 「ずっと南の島だよ。船で片道一日くらいかかるのかな。すごく遠いけど、海がきれいで近くにはイルカやクジラも泳いでるんだって。ほかにも大自然に囲まれ た素晴らしい景色が見られるみたいだし、僕も前から一度行ってみたいと思ってたんだ。別荘はないからホテルか民宿になるけどね」
 　話を聞くうちに、美咲は好奇心で目をキラキラと輝かせていった。
 　大地はその反応を目にして満足げににっこりと微笑む。
 「よし、小笠原で決まりだな」
 「うん！」
 　美咲は無邪気に喜んでいた。あのとき悠人が見せてやれなかったきれいな青い海を、ようやく見られるのだ。今度は大好きなお兄ちゃんの大地に連れられて——。
 「いつまで話をしているつもりだ」
 　悠人は視線を落とし、楽しそうにはしゃいでいた二人に水を差す。その声には隠しきれない苛立ちがにじんだ。突然のことに二人ともすこし驚いた様子で振り向いたが、すぐに大地は何事もなかったかのように笑顔を見せる。
 「そうだね、美咲はそろそろ寝ないとね」
 「うん」
 　彼女はそそくさと立ち上がりお辞儀をする。
 「おやすみなさい、お兄ちゃん」
 「おやすみ」
 　大地と挨拶を交わすと、曖昧な面持ちになり悠人に目を向ける。
 「おやすみなさい」
 　さきほどとは違う硬い声。
 　今日に限らず誰かが一緒にいるときはいつもそうである。親しいことを悟られないためだとはわかっているが、わずかな優越感とともに、やはりどうしても幾何かの寂しさは感じてしまう。だからといってそれを表に出すわけにはいかない。
 「おやすみ」
 　義務的な口調で返すと、彼女はふわりとワンピースをひらめかせながら部屋をあとにした。

 「いったいどういうつもりだ」
 　美咲の足音が遠ざかり聞こえなくなったのを確認してから、悠人は声を低めて正面の大地に尋ねた。しかし、彼は悪びれもせず憎らしいくらい平然としている。
 「僕は美咲を元気づけたいだけさ」
 「二週間も二人きりで……」
 「手を出そうなんて考えてないよ」
 　大地は軽く笑いながら先回りして否定した。だが元気づけるだけなら二人きりである必要はないし、期間も長すぎる。何か下心があるのではないかと疑うのは当然だろう。じっと探るように見つめると、彼はほんのわずかに目を細めてうっすらと笑みを浮かべる。
 「まあ、もうすこし親密になりたいとは思ってるけどね。僕たちくらいには」
 　からかっているのだろうか、それとも——。
 　大地はもうすでに悠人より美咲の方と親密になっている。ただ、同じ大学で同じ講義を受けているという関係上、一緒にいる時間だけは必然的に悠人の方が長 くなる。親密になりたいというのは単に過ごす時間の話だろうか。そうではなく、かつて二度キスしたことを指しているのだとしたら。
 「……美咲がまだ子供だということを忘れるなよ」
 「ああ、大人のキスは自分だけにしておけって？」
 　嫉妬しているんだろうと言わんばかりの揶揄にカッとなるが、とっさに言い返せず、ただ顔が熱くなるのを感じながら睨むことしかできなかった。彼女を守るために釘を刺しただけで他意はなかったのに。もしかすると、心の片隅にそういう気持ちはあったのかもしれない。
 「初めてだな、二週間も離ればなれになるのは」
 　ふいに大地が遠い目をして、それまでとは違うひとりごとのような声音でぽつりと言った。考えてみれば確かにそうだ。彼と知り合ってからかれこれ七年以上になるが、ほぼ毎日というくらい会っているし、たまに会えないときがあってもせいぜい三日である。
 　二週間は長い。
 　この旅行が終わったあと三人の関係はどうなるのだろう。大地と美咲が兄妹の枠を超えて親密になるかもしれない。大地の悠人への関心が薄れてしまうかもし れない。美咲はもう悠人を必要としなくなるかもしれない。それどころか二人にとって邪魔なだけの存在になるかもしれない——。
 「本当に、二週間も行くのか？」
 「せいぜい寂しがるがいいさ」
 　大地は頬杖をつき、形のいい唇にうっすらと挑発的な笑みをのせて言う。
 　行かないでくれという心の叫びは見透かされていたのだろう。悠人のために予定を変更するなどありえない。そんなことは最初からわかっていたけれど。何も言い返せないまま、テーブルの上でこぶしを震わせながらうつむいていく。
 「泣くなよ」
 　その声につられて顔を上げると、大地がシャープペンシルのノック部分をまっすぐ鼻先に向けてきた。
 「帰ったら、おまえに一日つきあってやるからさ」
 「えっ？」
 　予想外の話に目を見開き、瞬かせる。
 　これまでにも一日のあいだ一緒にいたことはあった。ハンググライダーの訓練に行ったときなどは、二日間ほぼ行動をともにしている。ただ、どれも大地が勝手に決めたことで悠人の希望ではない。もちろん決して嫌なわけではないのだが。
 　つきあってやるよという物言いからすると、今回は単に一緒に過ごすだけでなく、悠人の希望を叶えてくれるつもりなのだろう。こんなことは今までに一度もなかった。まだ悠人を手放す気はないと思っていいのだろうか。しかし。
 「美咲は二週間で、僕は一日か」
 「ずいぶん欲張りになったな」
 　一日つきあってくれるだけでも奇跡みたいなものなのだ。思わず口をついて出たひとりごとは軽く一蹴された、と思ったのに。
 「じゃあ二日やるよ。何かやりたいことを考えておけよ」
 　そう言って大地はいたずらっぽく口もとを上げると、レポート作成を再開する。さきほどまでのやる気のなさはどこへいったのか、もうすっかり真面目な顔になり目の前の課題に集中していた。文字を綴るかすかな音だけが聞こえている。
 　おまえは、ずるい——。
 　悠人は鳩尾にこぶしを押し当てながらゆっくりとうつむき、唇を引きむすぶ。何も期待してはいけない。わかっているはずなのに心は簡単に思考を裏切ってしまう。そんな自分を恨めしく思いつつ、大地に気付かれないようそっと深呼吸してシャープペンシルを持ち直した。


 













    18. 見送りはいいから
    　ジジジジジジ——。
 　耳にへばりつく蝉の鳴き声がさらに暑さを増している気がする。冷房の効きすぎた図書館から出たときこそほっとしたが、すぐに汗がにじんで不快になった。すべてを焼き尽くすような真夏の強烈な陽射しに、強烈な照り返し。悠人自身はともかくとして色白の美咲が心配になる。
 　歩みを止めることなくちらりと隣に目を向ける。半袖からすらりと伸びる腕は、まばゆいくらい白く、折れそうなくらい細い。見るだけで直射日光を当ててはいけない気にさせられる。とはいえ、日傘を持たない悠人にはどうしてやることもできない。
 　ふと、いつもより赤みがかった小さなくちびるから吐息がもれる。首筋は生白いままだが、やわらかそうな頬はほんのりと上気して薄く汗ばんでいた。それが妙に艶めかしく感じる。息を詰めて横目でじっと見つめていると、彼女は何かを思い出したように「あっ」と足を止めた。
 「どうした？」
 「うん……来週も再来週も来られないから、返却期限が過ぎちゃうなって」
 　そう言い、きまり悪そうにおずおずと振り向く。
 　総合図書館で借りた本の返却期限は二週間だが、美咲は来週から二週間ほど小笠原へ行くのだ。帰ってきてからでは間に合わない。そのことにいま初めて気付 いたようだ。天才的な頭脳を持っているはずなのに、日常生活にはあまり活かされていない。だからこそ天才だと気付かれずにいられるのだろうが。
 「読めるところまで読んで置いていけばいい。僕が延長してくるから」
 「いいの？ 夏休みなんでしょう？」
 　講義がないため、わざわざこのためだけに大学に来なければならないが、毎日ならともかく一度だけであればたいした労力でもない。
 「当分はひとりで暇だからな」
 「……ありがとう」
 　彼女はぎこちなく笑みを浮かべてそう言うと、目を伏せた。
 「旅行のこと、本当にごめんなさい」
 　その言葉で、悠人はようやく自身の失言に気が付いた。非難したつもりも当てつけのつもりもない。ただ事実を何気なく口にしただけであるが、配慮が足りなかったかもしれない。
 「美咲のせいじゃないから気にするな。前にも言っただろう」
 「でも、お兄ちゃんと仲がいいのに行けないなんて……」
 　申し訳なさそうにそんなことを言う美咲を見て、悠人は溜息をついた。
 「仲がいいかどうかは微妙だな」
 「どうして？ お兄ちゃんは悠人さんのこと、すごく好きだと思うけど」
 　——は？
 　思いもよらない発言に虚をつかれて凍りつく。からかっているわけではなさそうだが、なぜそう思ったのかはさっぱりわからない。
 「あいつがそう言ったわけじゃないんだろう？」
 「うん……でも悠人さんといるとき、お兄ちゃんすごく楽しそうにしているから。私なんか入り込めないくらい二人の世界って感じで、いつもうらやましいなって思っていたの」
 　ますますわからない。
 　確かに悠人をからかうときはいつも楽しそうにしているが、好きというには語弊がある。あくまで飼い犬かおもちゃのようなものなのだ。二人の世界など、いったい何を見たらそうなるのかと問い詰めたくなる。
 「僕には美咲といるときの方が楽しそうに見えるけどな」
 「そうだったら嬉しいんだけど……今だけでも……」
 　美咲は消え入るようにそう言うと控えめに微笑んだ。おそらく大地の婚約話を気にしているのだろう。いつか結婚して構われなくなると思い込んでいる。だから——。
 「美咲……最近、大地の前で無理してないか？」
 　小笠原旅行が決まったあの日までは、大地も心配するほど不安を露わにしていたのに、それ以降は元気よく溌剌と振る舞うようになっていた。おとなしい美咲 にしては不自然なくらいに。それも大地と一緒にいるときだけ。悠人の目には、元気で明るい理想の妹を演じているようにしか見えない。
 「無理はしてないけど……」
 　彼女は言いよどんだが、迷いをにじませて逡巡すると静かに言葉を継ぐ。
 「お兄ちゃんがこんなに構ってくれるのも、あとすこしかもしれないから……お兄ちゃんの中でいい思い出になりたい、笑顔を覚えていてほしいって思ってるだけ」
 　寂しさもつらさも押し隠して明るく笑っているなど、無理をしているとしか言いようがない。まだ子供なのだ。気持ちをすべてぶつけて泣きすがってしまえばいい。それができなければ不安そうな顔をしていればいい。悠人と二人きりのときのように自然に振る舞えばいい。
 　自分なら、こんな無理はさせないのに——。
 　何も気付かず元気になってよかったなどと言っている大地に、彼女を大切にできるはずがない。彼女を幸せにできるはずがない。昂ぶる感情を抑えるように体の横でこぶしを握りしめる。
 「美咲、大地のことは好きか？」
 「うん、お兄ちゃんときょうだいになれてすごく幸せ」
 　まだ兄としか見ていないことに安堵する一方で、心配にもなる。
 　二週間の旅行のあいだに、大地がどれだけ親密になろうとしているかわからないが、美咲を怯えさせることになりはしないだろうか。いや、いっそのこと今のうちに信頼が崩れてしまえば——。
 　無言のまま憚りもせず小さな手を引いて歩き出す。夏季休業中で閑散としているとはいえ、大学構内でこんなことをすべきでないのに。彼女も同じように思っているのだろう。つないだ手から戸惑いが伝わってきたが、それでも何も言わずついてきた。
 「前に言ったとおり、僕は美咲の味方だ。覚えておいてくれ」
 「うん……？」
 　前を向いたまま足を止めることなく告げる悠人に、彼女は不思議そうに曖昧な返事をする。けれど、しばらくするとつないだ手にそっと力がこめられた。振り返る勇気がなくて表情は窺えなかったが、それを答えと受け取っていいのだろうか。
 　火照った全身からじわじわと汗がにじんできた。美咲の手もだいぶ熱を帯びているように感じる。炎天下で立ち話をしてしまったことを後悔しながら、駅を目指してこころもち早足で歩を進めた。

 「じゃあ、そろそろ行くかな」
 　大地はそう言うと腰掛けていたベッドから立ち上がり、足元のスポーツバッグを肩に掛ける。二週間の旅行にしては少ない荷物だ。並んで座っていた悠人もベッドから立ち上がった。
 「そんな泣きそうな顔するなよ」
 「していない」
 　ムッとして言い返すと、彼はおかしそうにくすりと笑った。
 「帰ったら、二日間おまえにつきあってやるからな」
 「……ああ」
 　最初にこの話が出て以来まったく話題にならなかったので、からかわれたのではないか、忘れられたのではないかと気を揉んでいたが、どうやら本気のようだとわかりひそかに安堵する。
 「何をするかもう決めたのか？」
 「いや、まだ……」
 「あいかわらず優柔不断だな」
 　優柔不断というか、これというものが思い浮かばなかったのである。特に何をしたいというのはない。極端な話、二人きりでいられるだけでいいのだが、さすがにそんな恥ずかしいことは言えないし、大地につまらないと思われてしまうのも嫌だ。
 「二週間ゆっくり考えろよ。たいていのことにはつきあってやるからさ」
 　彼はふいにくるりと身を翻して悠人の正面に立った。そのまま唇に笑みを浮かべると、挑発的に瞳を見つめながら大胆に間合いを詰めてくる。肩に掛けたスポーツバッグが悠人に当たってもお構いなしに。
 「だから遠慮するなよ」
 　そう至近距離で囁かれ、全身にゾクリと痺れが駆け抜けていった。
 　近い。ちょっと首を伸ばすだけで鼻先が触れてしまう距離だ。早く離れてくれ、と無表情を保ったまま必死に願うが、彼はどういうわけか動こうとしない。まるで時間が止まったように感じる中、心臓だけがバクバクと激しく暴れ、全身が熱くなっていく。
 　トントン——。
 　扉がノックされ、悠人は金縛りが解けたようにビクリとする。
 「お兄ちゃん、まだ？」
 「ああ、いま行くよ」
 　大地は扉の向こうから聞こえた可愛らしい声に返事をし、悠人を一瞥した。
 「じゃあな、見送りはいいから」
 「いや……」
 「そんな赤い顔して出てくるなよ」
 　いたずらっぽくそう言い置くと、背を向けてひらひらと右手を振りながら部屋を出ていった。扉を閉めたその向こうで、美咲と楽しげに言葉を交わしながら遠ざかっていくのが聞こえる。
 　からかわれただけだと、わかっているのに——。
 　よろめきながら崩れるようにベッドに腰を下ろすと、ぼんやりと横向きに倒れ込む。火照った頬にシーツの冷たさが心地いい。気のせいか大地の匂いがするようで、誰もいないのをいいことに顔を埋めて息を吸い込んだ。

 　翌日。
 　悠人は区立図書館でいくつか文庫本を借りてきて、橘の家で読んでいた。中庭に面した部屋のいつもの席で。向かいに大地はいないが、そもそもひとりでいることが多いので慣れている。いまのところ特に寂しいとは感じていない。会えない日が続くとどうなるかわからないが——。

 「悠人さん、ちょっといいかしら」
 「はい」
 　大地の母親である瑞穂が、微笑を浮かべながら優雅な所作で部屋に入ってきた。大地がいつも座っている席、すなわち悠人の正面に腰を下ろす。外出していた のか、これからするのか、華やかで品のいいベージュのアンサンブルスーツを身につけている。いまだに二十代後半でも通用しそうな若さだ。
 「今朝、大地と美咲から電話があったの。まだ船の上だけど、ふたりとも楽しそうにしていたわ」
 「そうですか」
 　瑞穂に他意はないだろうが、その報告には複雑な思いを抱かずにはいられない。つい硬い表情でそっけない物言いをしてしまった。閉じた文庫本の上にのせた手を無意識に握りしめる。
 「ごめんなさいね、ひとりお留守番をさせてしまって」
 「いえ……」
 　どうやらこの旅行に不満があることを悟られてしまったようだ。同情的なまなざしを向けられて居たたまれず目を伏せる。しかし、考えてみれば彼女と二人きりになる機会などめったにない。徐々に固くなるこぶしを見つめながら疑問を口にする。
 「どうして二人きりの旅行を許可したんですか？」
 「大地はもう成人だし問題はないでしょう」
 　そうではなく大地が美咲に手を出さないか心配ではないのか。悠人はそう尋ねたかったのだが、さすがに彼の母親に対してそんな直接的な物言いはしづらい。どうしようかと奥歯を噛みしめて眉を寄せていると、瑞穂はくすりと笑った。
 「あの子は狡猾よ。悠人さんは身をもって知っているのではなくて？」
 　言わんとすることが掴めず怪訝な顔をした悠人に、彼女は丁寧に説明する。
 「結婚に関しては美咲の気持ちを優先すると伝えてあるから、絶対にしくじれない。感情に身を任せるようなことはしないし、現段階で無謀な賭けに出ることも ない。時間はまだ十分にあるんだもの。あせらずじっくりと計画を遂行していくでしょうね。今回の旅行もその計画の一部ではあるんでしょうけど、悠人さんが 心配するようなことは起こらないわ」
 　さすがに母親だけあって大地のことをよく理解している。反論の余地はない。それでもモヤモヤした気持ちは払拭されないままだ。もし二人が兄妹の枠を超えて親密になってしまったら——悠人は唾を飲み、自分の手元に視線を落として尋ねる。
 「瑞穂さんは、二人の結婚を望んでいるのですか？」
 「そうね……あの子は一度執着したものは決してあきらめないから、自然にそうなってくれれば丸くおさまるわね。それが最も平和的な着地点よ。もし美咲が拒んだらって考えると……すこし怖いわ」
 　彼女は曖昧に微笑んで肩をすくめた。
 　美咲が拒んだときの大地を想像すると確かに怖い。剛三にあきらめろと命じられても素直に従わない気がする。勘当されても美咲を追いかけるかもしれない。彼女を守るつもりでいるが、守りきれるのかますます不安になってきた。
 　そのことを考えると、美咲が喜んで受け入れる展開がやはり理想なのだろう。二人の母親として瑞穂がそう願う気持ちは理解できる。平和的にみんなが幸せになり誰も傷つかないのだ。ただひとり悠人を除いては。もっともひた隠しにしてきた気持ちなど誰も知るはずはないが。
 　ひとり思考をめぐらせていると、瑞穂がテーブルに両腕を置いて悠人を覗き込み、にっこりときれいに笑いかけてきた。
 「ね、寂しいものどうし今度デートしない？ おいしいものでも食べましょう」
 「……はい」
 　一瞬、思いもよらない誘いに目を瞬かせたものの、悠人を元気づけようとしてくれているのだとわかり、かすかに表情を緩めて首肯した。気遣われたことをすこし気恥ずかしく感じるが、同時に嬉しくも感じている。
 　瑞穂はくすっと笑い、流れるような所作で立ち上がった。　
 「今日は予定があるから失礼するわね」
 「ありがとうございました」
 　悠人が椅子に座ったまま一礼すると、彼女はひらひらと手を振って部屋をあとにする。砕けた仕草でも身のこなしが美しく感じるのは大地と同じだ。去りゆく姿を眺めながらぼんやりとそんなことを思った。

 　もう小笠原に着いているころだろうか——。
 　中庭に降りそそぐ日射しがやわらかくなってきた夕方、読書を中断してふとそんなことを考えた。二人に思いを馳せるとすこし寂しくなる。すっかりぬるくなった残りの紅茶を一気に飲み干すと、幾分か涼しくなった中庭で体を動かしてこようと文庫本を閉じる。
 　そのとき、にわかに周囲が騒がしくなった。パタパタと駆ける足音や、慌てたような声音が、廊下の方からひっきりなしに聞こえてくる。ただ、耳をすまして も話の内容までは聞き取れなかった。気にはなるが部外者の悠人が詮索するわけにはいかない。そう思っておとなしくしていたのだが。
 「……悠人さん」
 　執事の櫻井が、血の気の引いた顔をこわばらせながら部屋に入ってきた。その揺れる双眸からは困惑と動揺が窺える。悠人もつられるように顔をこわばらせて息を飲んだ。嫌な予感に、だんだんと心臓の鼓動がうるさくなっていく。
 「何かあったんですか」
 「現在、詳細がわからず情報収集中ですが……」
 　櫻井はこころなしか震える声でそう前置きし、悠人を見つめて言う。
 「大地さんと美咲さんの乗った船が、沈没したそうです」
 「…………？！！」
 　一瞬、告げられた内容を理解できずに動きを止めたが、すぐに目を見開きはじかれたように立ち上がる。その勢いで椅子が派手に倒れたが気にするどころではない。正面の櫻井はいつものように姿勢正しく直立したまま、つらそうに眉根を寄せた。
 「生存者はまだ見つかっていないと聞いています」
 　そんなの、嘘だ——。
 　目を開いているのに何も見えず、まわりの音も耳に入らない。吐き気がするほど頭の中がぐわんぐわんとまわり、足もガクガクと震え、崩れ落ちないようその場に立っているのが精一杯だった。


 













    19. 何もない
    「希望を捨てたわけではないが、覚悟はしておかねばならない」
 　眉根を寄せながら受話器を置いた剛三が、重々しく言う。
 　沈没の一報を受けてから丸一日が過ぎているが、捜索に進展はない。いまだに一人の生存者も見つかっていないという。船は爆破でもされたかのように真っ二つに割れ、人も焼け焦げたりバラバラになっていたりと、現場はぞっとするほどの惨状らしい。
 　剛三も独自で捜索できないかと懸命に手を尽くしたが、小笠原はあまりに遠く、そこまで飛べるヘリコプターが手配できなかった。いまは救助隊に任せるしかない。しかし沈没の原因がまだ特定できていないため、彼らも不用意には近づけないのだ。
 　その絶望的とも思える話に、悠人はソファに腰を下ろしたまま顔をこわばらせた。いてもたってもいられない気持ちではあるが、一介の学生である悠人にはど うすることもできない。いや、橘財閥の後継者である剛三もそれは同じなのだろう。大きな執務机で祈るように両手を組み合わせながら、ただじっと電話を待っ ていた。
 　二人とも一睡もしていない。食事は執事の櫻井がこの執務室に運んでくれているが、あまり食欲がないし食事をする気分でもない。それでも食べなければ体がもたないと剛三に諭されて、どうにか残さず食べているといった状況だ。
 　瑞穂も朝方までは悠人の隣で一緒に無事を祈っていた。ただ食事が喉を通らないくらい憔悴してしまい、ついにはふらりと倒れ、いまは主治医の診察を受けて寝室で安静にしている。もともとの貧血に心労と過労が重なったのだろうという診断だった。

 「悠人、そろそろ休んだ方がいい。ひどい顔をしている」
 　剛三が執務机からちらりと視線をよこしてそう言うが、彼自身も目の下の隈がだいぶ濃くなっており、顔つきからも顔色からもかなりの疲労が窺える。それでも限界まで休みはしないだろう。悠人も限界までここを離れたくない。疲れを感じさせないよう表情を引き締めて訴える。
 「ここにいさせてください。ベッドに入ってもどうせ眠れません」
 「……倒れるなよ」
 　剛三はじとりと横目で睨みながら声を低めて言う。不満に思いながらも気持ちを汲んでくれたに違いない。せめて倒れて迷惑を掛けることのないよう気をつけなければ。悠人はすっと背筋を伸ばして頷いた。

 　バァン——！
 　突然、ノックもなしに壊れんばかりの勢いで扉が開き、執事の櫻井が息をきらせながら飛び込んできた。髪は大きく乱れ、額には汗が浮かんでいる。いつも礼儀正しい彼にはありえない無作法だが、だからこそよほどのことがあったのだと察し、剛三も悠人も顔面蒼白で息を飲んだ。
 「み……美咲さんから電話がありました！」
 「何っ？！」
 　剛三ははじかれたように執務机を叩きつけて立ち上がり、大きく前のめりになる。
 「美咲さんも大地さんも無事だと……地元の人に助けられて、手当てを受けているとおっしゃっていました。この番号に掛け直してほしいそうです」
 　櫻井が肩で息をしながら無造作にちぎられたメモ用紙を差し出すと、剛三はひったくるように奪い取った。メモに目を走らせ、その場に立ったまま受話器を掴み上げてダイヤルを回す。悠人もあわてて執務机の彼のもとに駆けていった。

 　大地も美咲も命に別状はなかった。
 　フェリーから投げ出された二人は、現場から遠くないところを走っていたクルーザーに拾われたそうだ。もっともそのクルーザーも何度か大波に呑み込まれそうになったらしい。無事に助かったのは運が良かったからといっても過言ではない。
 　その後、二人は島で医師の手当てを受けて泥のように眠っていたが、先に目を覚ました美咲がようやく家族のことに思い至り、診療所の電話を借りて橘に連絡 してきたという次第だ。剛三はすぐさま各方面に手配し、二人ともその日のうちにヘリコプターで本土に搬送されて入院することになった。
 　精密検査の結果、美咲は軽い擦り傷と打撲傷くらいだったが、大地は何針か縫うほどの裂傷を数箇所に負い、左腕にはひびまで入っていた。傷のせいか発熱もしていたらしい。それでも、後遺症の残るような怪我がなかったことは、不幸中の幸いといえる。
 　生存者はいまのところ大地と美咲の二人だけである。収容されて身元が判明した遺体はまだまだ少ないが、もうあれから何日も経過しており、生存者の見つかる可能性はほぼゼロといっていいだろう。六百人ほど乗っていたので大惨事だ。
 　沈没の原因が何だったのかは依然として解明されていない。フェリーの中央部は凄まじい高熱で焼かれ、吹き飛ばされ、木っ端微塵になっているらしい。船の 故障や座礁でここまでなるとは考えられない。落雷にもそこまでの威力はない。魚雷などで攻撃された可能性も論じられているが、証拠は何も見つかっていな い。
 　この件に関して、入院中の大地と美咲のところへ警察が何度か事情聴取に訪れている。目撃者がほかにいないので仕方がないのかもしれないが、傷も癒えないうちに根掘り葉掘り聞くなど配慮がなさすぎる。生死を分ける壮絶な事態だっただけに思い出すのもつらいはずだ。
 　意外にも美咲はいつもと変わらない様子を見せているが、大地は日を追うごとに暗く沈んでいった。いつもの自信に満ちあふれた彼に戻ってほしい。また屈託 のない笑顔を見せてほしい。腹立たしいほど挑発的に振りまわしてほしい。そう願いながら、入院している彼のところへ毎日通っているのだが——。

 「また来たのか」
 　個室のベッドで上体を起こして窓の外を眺めていた大地は、生気のないまなざしで悠人を一瞥してそう言うと、ふいと視線を戻す。そこに広がるのは絵に描い たような鮮やかな青空、強烈な陽射し、そしてまばゆいくらいに白い入道雲——消毒液の匂いがただよう陰気な病室とは対極ともいえる風景だった。
 　彼の頭には白い包帯が幾重にも巻かれ、左腕にはギプスがはめられている。その他にもあちこちがガーゼや包帯で覆われていて、見るからに痛々しい。それで も顔に傷がないだけ良かったのかもしれない。大事故に遭ったとは思えないくらいきれいなままだ。ただ、その横顔に浮かんだ表情はひどく虚ろである。
 「おまえに同情されるとはな」
 「同情じゃない」
 　ぽつりと落とされた彼の言葉に、ムッとして言い返す。
 　心配で、不安で、毎日そばにいて様子を覗わないと気が済まないだけだ。素肌に触れて存在していることを認識したい、体温を感じて生きていることを確信したい。そんなことさえ思ってしまうくらいに。
 「なぁ、大地」
 　一歩、二歩、彼のいるベッドに足を進める。
 「僕とすこし話をしてくれないか」
 「何も話すつもりはない」
 「事故のことじゃなくていいんだ」
 「話さないって言ってるだろう」
 　大地は目を向けることもなく淡々と撥ねつけた。悠人はわずかに眉を寄せる。
 「おまえのことが知りたいんだ」
 「おまえにはわからないよ、何も」
 「話してくれなければわからない」
 「話したってわからないさ」
 「…………」
 　大地の心は固く閉ざされたきり開く気配すらない。ただ、美咲とは普通に話をしているようだと聞いている。彼に寄り添えるのは、ともにフェリー事故に遭った彼女だけなのかもしれない。そう考えるとじりじりと胸が焦がされていくように感じる。
 　だからといって簡単にあきらめるつもりはない。悠人にも何かしらできることはあると信じたい。奥歯を噛みしめてひそかに気合いを入れると、冷静な仮面の下に泣きたい気持ちを押し隠し、手に提げていた紙袋を軽く掲げてみせる。
 「まだしばらくは入院だと聞いたから、おまえの好きな紅茶を持ってきた」
 　ブランドも銘柄も執事の櫻井に聞いたので間違いないはずだ。ティーポットやティーカップも高級品ではないが買ってきた。お茶請けにクッキーやマフィンなどの焼き菓子も用意してある。
 「淹れてくるから、一緒に飲もう」
 「今はいい」
 　冷ややかに一蹴され、思わず表情を硬くして手提げ袋を下ろす。
 「そうか、気が向いたら飲んでくれ……美咲とでも」
 　どうにか平静をよそおってそう告げると、ティーポット、ティーカップ、茶葉などひとつずつ取り出して白い戸棚にしまい、空箱だけになった紙袋をひとまず 隣に立てかけるように置いた。そしてベッド脇に足を進め、置かれていた椅子に無言で腰を下ろし、人形のような横顔をまっすぐに見つめる。
 「大地」
 　名前を呼んだが、彼は窓の外を見たままぴくりともしない。それでも聞こえてはいるだろうと言葉を継ぐ。
 「何か、僕にできることはないか」
 「ないよ……何もない」
 　大地は一瞥もくれずに拒絶した。
 　予想していたとおりの反応なので驚きはない。だが胸が押しつぶされそうなくらい苦しい。飼い犬としてでもおもちゃとしてでもいいから、必要だと言ってほしかった——そんなみっともない願望を心に秘めて口をひらく。
 「それでもおまえのそばにいたい」
 「…………」
 「できることはなくてもまた来る」
 「好きにしろ」
 　大地は基本的に家族以外の面会は断っているそうだが、悠人が来ても断らない。来るなとも言わない。彼自身自覚していないのかもしれないが、心のどこかで悠人を必要としているのではないか。
 　もしおまえが望んでくれるなら、僕は——。
 　熱に浮かされたように見つめながら手を伸ばしかけて、途中で我にかえった。いったい何をやっているのだろうと溜息をつき、背中を丸めながら膝に腕をついてうなだれる。そのとき消毒液の匂いの中からわずかに大地の匂いを感じて、そっと目を閉じた。


 













    20. もう子供じゃない
    「はぁ、ようやく終わったな」
 　夏季休業が明けて始まった学期末試験は、これで最後である。
 　解答用紙が後ろから回収されていく中、大地は握った右手を突き上げて大きく伸びをしながら、七人掛けの長机でひとつ席を空けて座っている悠人に横目を流し、ふっと微笑んだ。悠人もつられて表情を緩めると筆記具を片付け始める。
 　大地は一か月近い入院のあと、夏季休業が終わるまで二週間ほど自宅で療養した。
 　左腕にはまだギプスがはめられているが、そのほかは傷痕が残っている程度でもうほとんど治っている。心配していた精神状態もすっかり元通りになった。あれほど拒絶していた悠人とも今では普通に話をしている。
 　もっとも、彼が立ち直ったのは悠人の献身によるものではない。入院中は一日も欠かさず見舞いに行っていたが、結局、最後まで心を開いてはくれなかった。 退院後は自室に来るなと言い渡されてしまい、しばらくは顔を見ることさえかなわなかった。そのあいだに美咲が寄り添いつつ癒していたのだろう。
 　自分が何の役にも立てなかったことは残念でならないし、くやしくも思うが、彼が元気を取り戻してくれたのならそれでいい。ただ、複雑な思いはやはりどう しても拭えずにいる。このことで大地と美咲のあいだに強い絆が生まれ、悠人ひとりが蚊帳の外に置かれているように感じていた。それでも——。
 「なまった体と頭にはきつかった」
 　筆記具を片手で片付けながら苦笑する大地を見て、悠人は目を細める。すくなくとも大学にいるあいだは彼を独占できる。橘の家にいるときのように疎外感を感じることもない。
 「出来はどうだ？」
 「単位は落としてないと思うよ」
 　ほとんど勉強をしないまま試験を受けることになったので心配していたが、何のてらいもなくそう答える彼を見て安堵する。いつものようにすべて優というわけにはいかなくても、単位がもらえるのなら上々だ。留年さえしなければ問題はないのだから。
 　行くぞ、と鞄を肩に掛けて立ち上がった彼に続いて、悠人も腰を上げた。

 　試験が終わった解放感からか、学生たちはそこかしこではしゃいだ声を上げていた。
 　悠人たちは特に話をすることなく賑やかな廊下を抜けて、建物の外に出る。今年はいつになく残暑が厳しく、九月もそろそろ終わりかけているというのに、ジリジリと灼けつくような陽射しが降りそそいでいた。
 「おまえは病院へ行くんだったな」
 「ああ、ようやくだよ」
 　真夏のような空を仰いで眉を寄せていた大地に確認すると、彼はギプスの腕を軽く掲げて笑った。今日、左腕のギプスを外す予定になっているのだ。これで不便なく日常生活を送れるようになるだろう。
 「電車で行くのか？」
 「いや、タクシーを拾う」
 「その方がいいかもな……じゃあ、またあとで」
 　そう軽く右手をあげたが、彼はその場に立ちつくしたまま不思議そうに目を瞬かせた。
 「おまえも一緒に来るんじゃないのか？」
 「え、いや、僕は用があるからここで……」
 「用って？」
 　まさか一緒に病院へ行くつもりでいたとは思わなかった。内心であせりつつもどうにか平静を装う。
 「……ちょっと図書館に寄っていく」
 「試験が終わったばかりなのに？」
 「借りていた本を返しにいくだけだ」
 「ふぅん」
 　訝しんでいるかのような相槌。
 　気のせいか何か疑われているように感じる。言ったことに嘘はない。ただ、言えないことがある。深く追及されたらどうしようかとびくついていると、彼はふっと笑みを浮かべた。
 「まあ、せいぜい楽しんでこいよ」
 　それだけ言うと、軽く手を振りながら軽やかに大通りへ向かっていった。
 　せいぜい、楽しんで——？
 　悠人は去りゆく彼の後ろ姿を見つめながら眉をひそめる。図書館に本を返しに行くと言っただけなのにどうして。まさか——いや、それなら彼の性格からして黙っているとは思えない。特に深い意味はなく挨拶のようなものだろう、きっと。そう結論づけて思考を閉じた。

 「悪かったな、延長しておくと言っておきながら」
 「ううん、私の方こそ忘れていてごめんなさい」
 　美咲と総合図書館前で待ち合わせて本を返却すると、互いに謝罪する。
 　今日は返却しただけで借りてはいない。前回、小笠原旅行の前に借りたきりひと月以上も延滞となっていたのだ。フェリー事故で美咲も悠人も余裕がなく最近 まですっかり忘れていた。延滞した場合は、超過した日数分の期間だけ新たに借りられないという罰則がある。美咲には申し訳ないがあとひと月ほど待ってもら うしかない。
 　自動ドアをくぐって外に出ると、正面に広がる空は残照でオレンジ色に染められていた。それでも九月らしからぬ昼間の熱気はまだ十分に残っている。そういえば、昼食のときから何も飲み物を口にしておらず喉がカラカラだ。喉どころか体中が干からびているように感じる。
 「ジュースでも飲まないか？」
 　目についた自販機を指さして尋ねると、美咲はニコッとして頷いた。
 「何にする？」
 「んー……じゃあ、オレンジジュース」
 　待ってろと言い置いて、自販機でオレンジジュースとコーラを買って戻ると、総合図書館前の階段の隅に二人並んで座った。試験最終日の夕方だからかあたり は閑散としている。朱く染まった雲を眺めながら、悠人はコーラのプルタブを開けて口をつけた。美咲も隣でちびちびとオレンジジュースを飲み始めている。
 　ときどき、互いの腕が無意識にぶつかる。
 　美咲と気兼ねなく話ができるのも、触れられるのも、こうやって総合図書館に来たときだけである。そのあいだは彼女を独占できるのだ。もちろん学問の手助 けをしたい気持ちも嘘ではない。悠人自身のためにも、彼女のためにも、大学卒業までの残り二年半はこのまま続けるつもりでいる。だが、その後は——。
 「あの、悠人さん……」
 　ふいに美咲が遠慮がちに呼びかけてきた。悠人はコーラから口を離して振り向く。
 「ん？」
 「私、今度からお兄ちゃんと来ようと思うの」
 　あまりにも突然で思いがけない話。
 　悠人はコーラの缶を持ったまま唖然として凍りついた。曖昧な微笑を浮かべる彼女を瞳に映しながら、頭の中がまっしろになる。どのくらいそうしていたかわからないが、息苦しさに耐えられなくなったころ、ごくりと唾を飲んでどうにか平静を取りつくろった。
 「大地には知られたくないんじゃなかったのか？」
 「うん……でも、もうお兄ちゃんに嘘をつきたくないし……」
 　美咲はオレンジジュースの缶を見つめながら淡々とそう言うと、小さく微笑んで顔を上げる。
 「それに、私ならきっとお兄ちゃんの役に立てるから」
 「役に、立つ……それって……？」
 　悠人はいまだ働かない頭でぼんやりと彼女の言葉を反芻する。大地の役に立つ？ 勉強することが？ ——考えれば考えるほど頭が混乱していく。答えを求めるように漆黒の瞳をじっと見つめた。しかし。
 「秘密」
 　美咲は両手でオレンジジュースの缶を持ったまま、肩をすくめて笑った。
 「悠人さんとは今日が最後ね」
 「そうか……」
 　勉強をやめるというのなら説得のしようもあるが、悠人でなく大地に頼ることにしただけだ。反対する理由はどこにもない。彼女がそう決めたのであれば、悠人の気持ちがどうであれ受け入れるしかないだろう。
 　もう美咲と二人きりで、こんなふうに過ごすことはできない——。
 　グッと奥歯を噛みしめてうつむく。彼女はこの時間を大切には思ってくれていなかったのだろうか。本を借りるためだけに悠人と図書館に来ていたのだろう か。ちらりと隣に横目を流すと、彼女は視線を感じたのかこちらに振り向いてニコリと笑い、肩ほどの黒髪をさらりと流しながら無邪気に覗き込んできた。
 「ねぇ、悠人さん。私のこと好きだった？」
 「……すこしね」
 　彼女がどういう意味で尋ねているのかわからず、悠人はわずかに視線を逸らせて薄く微笑み、曖昧に答えた。それを聞いて彼女もほんのりと微笑を浮かべる。
 「私もすこし好きだったわ」
 　そして。

 　カラン、カラン——。
 　持っていたコーラの缶が、悠人の手から滑り落ちた。
 　色づいた炭酸がアスファルトに広がる。
 　白いスニーカーの上にも飛び散った。
 　美咲の柔らかくあたたかい唇の感触。
 　それが、悠人の唇からゆっくりと離れていく。
 　彼女の微かな吐息が、悠人の唇に掛かった。
 　二人は至近距離で目を見合わせる。

 「いままでのお礼」
 　美咲は身を引いて座り直すと、オレンジジュースを両手で持ち直してはにかんだ。頬がほんのすこし赤い。しかしゆっくりと顔を上げて真剣な面持ちになると、どこか思い詰めたようなまなざしで前を見据えて言う。
 「これからは、お兄ちゃんの……大地のために生きるから」
 　大地のために——。
 　ドクリと心臓が収縮した。彼女の声でその名前が紡がれるのを初めて聞いた。そして、まるで自分を犠牲にして尽くすかのような言い方——瞬間、ハッとして 背筋に冷たいものが走る。旅行先が小笠原になったのは、彼女が海を見たいと言ったからだ。もしそのことを気にしているのだとしたら。
 「美咲、君が責任を感じることはないんだ」
 「責任じゃなくて感謝よ」
 　あせる悠人に、美咲は落ち着いてきっぱりと訂正した。それから愛おしげに小さな胸に手を当てる。
 「海に放り出されたときも、海に飲まれたときも、お兄ちゃんが身を挺して守ってくれた。お兄ちゃんがいなかったら死んでいたわ。私の命はお兄ちゃんに助けてもらった。だからお兄ちゃんのために使いたい。お兄ちゃんが望んでくれるなら何だってする。それが私の意志」
 「美咲、君は……」
 「私、もう子供じゃないわ」
 　わかっているのかいないのか悠人の言おうとしたことを遮り、美咲は真顔で告げる。凛とした表情、芯の通った声、毅然とした物言い、決意を秘めた瞳——軽い気持ちではなく、覚悟を持って口にしているのだと知るには十分だった。しかし。

 　美咲、君はまだ子供だよ。
 　自分のしたことがどれほど残酷か、気付いてさえいないのだから——。

 　悠人は下唇を噛みしめる。かすかにオレンジジュースの甘ったるい味がした。


 













    21. 僕が死なない限りは
    「ただいま」
 　土曜の午後、妹の美咲とともに外出先から帰ってきた大地は、中庭の見える部屋で読書をする悠人に声をかけてきた。美咲もその後ろからちらりと視線をよこして会釈する。
 　彼女と個人的に言葉を交わすことはほとんどなくなっていた。それでも橘の家にいる以上、当然ながら食事のときなど顔を合わせる機会は少なくない。彼女の 方は気にもしていないのだろうが、悠人としてはどうしても未練がましく意識してしまう。そんな素振りは極力見せないようにしているが。
 「おかえり」
 　どちらとも目を合わせることなく挨拶を返した。
 　紅茶を淹れていた執事の櫻井も、給仕の手を止めておかえりなさいませと一礼する。
 「先日注文した書籍が届きましたので、書庫に運んでおきました」
 「ありがとう」
 　大地は軽くそう応じると、隣でそわそわし始めた美咲に横目を流してくすっと笑う。
 「美咲、見てきたら？」
 「うん」
 　彼女は嬉しそうに顔をほころばせて頷くと、悠人たちにぺこりと一礼してから部屋をあとにする。今日届いたその本をよほど楽しみにしていたのだろう。すぐにせわしなく駆けていく足音が聞こえてきた。大地は彼女の去っていった方を眺めながら、愛おしげに目を細めていた。

 　美咲と最後に総合図書館へ行った日から、二か月が過ぎていた。
 　すでに橘の家には美咲のための書庫が作られている。考えてみれば当然かもしれない。美咲の天才的な頭脳に投資を惜しんだりはしないだろう。ちまちま図書館に通ったりせず、必要と思われる書籍はすべて買い与えるつもりのようだ。
 　それだけでなく、とある有名教授の研究室に出入りもさせてもらっているらしい。物理学、生物学の界隈ではいまや橘の天才少女と大きな噂になっている。そしてその噂を聞きつけた教授たちからは面会を申し込まれ、企業からは支援の申し出が相次いでいるという。
 　さらには美咲のために研究所を作る計画まで立てているようだ。父親の剛三から許可を得たと大地が興奮ぎみに話していたので、すくなくとも彼は本気なのだろう。どういう計画なのか具体的には聞いていないが、建物だけでなく組織を立ち上げるようなことも言っていた。
 　だから、言ったんだ——。
 　大地たちが美咲の頭脳を知っても気味悪がったりしないと。むしろ喜んでくれると。
 　もっと早くに打ち明けていれば、図書館に通うなどというまどろっこしいことをする必要もなく、最高の環境で学ばせてもらえたに違いない。彼女のためには その方が良かったはずだ。自分だけが彼女の才能を伸ばすことに協力している、などと優越感にひたっていたことが恥ずかしい。むしろ邪魔をしていたようなも のなのに。

 「櫻井さん、僕にも紅茶をお願い。美咲にも持っていって」
 「かしこまりました」
 　櫻井が一礼して下がると、大地は指定席ともいえる悠人の正面に腰を下ろす。例の研究室に行っていたのか、あるいは企業に呼ばれていたのか、ダークグレーの無難なスーツを身につけていた。ネクタイの結び目に手をかけてすこし緩め、一息つく。
 「忙しそうだな」
 「まあね」
 　彼は軽く応じると、淹れてもらったばかりの悠人の紅茶に手を伸ばし、当たり前のように一口飲んでからソーサに戻した。もうしばらくすれば大地の分を持ってきてくれるというのに。悠人は眉を寄せて睨んだが、彼はまるで反省の色を見せることなく穏和に見つめ返してくる。
 「あまり構ってやれなくて悪いな」
 「別に、そんなことは……」
 「これからますます忙しくなる」
 「だろうな」
 　言われなくてもわかっている。
 　一日おまえにやる、という約束が果たされることはもう決してないのだろう。おそらく約束自体がすっかり忘れ去られている。フェリー事故でそれどころではなかったのだから仕方がない。思い出したとしても悠人のために一日もの時間はとれないはずだ。
 「美咲は……志を同じくする戦友なんだ」
 　戦友——？
 　思いがけない言葉に眉をひそめる。いったい二人で何と戦うというのだろう。何を志しているというのだろう。答えを求めるようにじっと目を見つめると、まあおまえには関係ないけど、と肩をすくめながら軽く受け流された。
 「僕は、戦友にはなれないのか？」
 「悪いな」
 　考える余地もないとばかりの物言い。
 　何も美咲を蹴落としてその代わりになろうというわけではない。戦友ならもうひとりいてもいいのではないかと思ったのだ。何をするつもりなのかは知らない が、自分にもきっと何かしら手伝えることはあるはずだ。なのに——様々な反論がぐるぐると脳内に渦巻いたが、結局、何ひとつ声に出すことはできなかった。

 　しばらくして、執事がふたり部屋に入ってきた。
 　ひとりが大地の前でティーカップに紅茶を注ぎ、もうひとりが重量感のある分厚い茶封筒を差し出した。私書箱に届いていたらしい。大地は中から書籍と手紙らしきものを取り出して確認すると、口もとを上げる。
 「何だ？」
 「美咲への献本だよ。著者はその道の第一人者なんだけど、彼自らが手紙までしたためて送ってきた。それだけ橘美咲を気にしてるってことさ。いい傾向だ」
 　何かを企んでいるような顔でそう言うと、湯気の立つ紅茶を口に運んだ。
 　このところ大地と一緒にいてもほとんどが美咲関係の話になる。別に聞きたくないわけではないし、秘密にされるよりかはよほどいいが、すこし寂しく感じて しまうのは致し方ないだろう。大地の心がいかに美咲で占められているか、あらためて思い知らされるのだ。悠人の存在価値はもうなくなりかけているのかもし れない。
 「……大地、僕と勝負してほしい」
 「えっ？」
 　大地はきょとんとして目を瞬かせる。
 　悠人はぬるくなった紅茶を一気に飲み干し、空のティーカップをソーサに戻すと、鋭いまなざしで挑むように彼を見つめた。

 「あんな顔をするから何かと思えば、格闘術とはね」
 　大地はほのかにあたたかい陽射しを浴びながら、軽く笑ってそう言った。
 　二人は使い込んだジャージに着替えて中庭に出ていた。晩秋にしては穏やかな気候の中、それぞれ念入りに準備運動をして体を温めている。怪我を防ぐために欠かせないことだ。
 「で、何が目的なわけ？」
 「勝負をしたいだけだ」
 「ふぅん」
 　大地は組んだ両手を空に向けて伸びをしながら、言葉を継ぐ。
 「正直、何か月もまともに運動してないから勝てる気がしない。何かを懸けるわけじゃないならありがたいよ」
 　美咲と出会ってからというもの、彼が格闘術の訓練をすることは少なくなった。二年生になってからは一度も手合わせをしていない。忙しくて時間がとれないというのもあるだろうが、昔ほど興味を持てなくなったからではないかと悠人は感じている。
 「そろそろ始めるか」
 「そうだな」
 　彼に切り出され、二人は準備運動をやめて適度な距離を取りながら向かい合う。
 「おまえが合図する？」
 「いや、大地がやってくれ」
 「わかった」
 　二人のあいだの空気が変わった。互いに真剣な面持ちで相手を見据え、すっと腰を落として構える。
 「始め！」
 　大地は合図とともに勢いよく地面を蹴り、先手必勝とばかりに攻撃を仕掛けてくる。勝てる気がしないなどと言いながら、負ける気など微塵もなさそうな気迫だ。途切れることなく繰り出される連続攻撃を、悠人はひとつずつ見極めながらかわし、受け流し、防いでいく。
 　何か月も訓練をしていないくせにこれだけ動けるのはすごい。しかし、やはり以前ほどのキレはない。
 　これなら——。
 　防御に徹しながら冷静に目を光らせて機会を窺う。そして一瞬の隙を見つけると即座に足元をすくい、手首を掴んで引き倒し、振り下ろしたこぶしを鼻先で寸止めにする。大地は防ぐこともよけることもできずに、息を飲んだ。
 「僕の完敗だ」
 　すぐにうっすらと目を細めて宣言する。
 　悠人は息をついて立ち上がると、手を差し出した。
 「もうすこし、このままでいさせてくれ」
 　大量の汗を滴らせながら整わない息でそう言われ、隣に腰を下ろす。大地ほどではないが悠人もだいぶ汗をかいていた。木枯らしに晒されているうちにどんどん体が冷えていく。早く着替えなければと思いつつも何となく言い出せない。
 「なあ」
 　大地が薄水色の空を見つめたまま切り出した。悠人は無言で視線だけを彼に向ける。
 「おまえさ、僕のことを憎んでるだろう」
 「……別に」
 　腹立たしく感じたことや恨めしく思ったことは多々あるが、憎んでいるという自覚はなかった。ただ、そう言われてドキリと鼓動が跳ねたのは事実だ。顔をこわばらせながら唇を引きむすんでうつむいた。
 「でもおまえを自由にはしない。僕が死なない限りは」
 　淡々とそう告げる大地に、迷いは見られない。
 　いつまでもずっと飼い犬として扱うつもりでいる彼に腹が立った。一方で、すこし嬉しいと感じてしまった自分自身に嫌気がさした。ギリと奥歯を食いしばる。都合がいいだけの存在にはなりたくないのに抵抗できない。まるで見えない鎖で雁字搦めにされているかのように。
 　僕が死なない限り——。
 　さきほど聞いたその語句が甘美な響きをまとい頭の中によみがえる。仰向けのまま空を見つめている大地におずおずと視線を流し、ごくりと唾を飲んだ。これまで知らなかったどす黒い感情が全身を支配していく。
 　振り向いた大地と目が合った。
 　瞬間、ぞわりと痺れのようなものが一気に背筋を駆け抜けた。操られているかのようにゆらりと膝立ちになり、彼に跨がると、その汗ばんだ首元にそろりと両 手をかける。このまま手に力をこめさえすれば自由になれる。解放される。なのに——震えるばかりでどうしても力が入らない。
 「そうだな、おまえになら殺されても仕方ないかもな」
 　その声にハッと息を飲んで顔を上げる。彼は抵抗する素振りさえ見せず、ただ怖いくらい真剣な表情で悠人を見ていた。冗談めかしたところのない真摯な口調で言葉を継ぐ。
 「でも、今はまだ死ぬわけにはいかない」
 「…………」
 　首にかけていた手から力が抜けた。目の奥がじわりと熱くなるのを感じて、彼の上に腰を落としてジャージの胸元を掴み、そこに縋りつくように顔を埋める。 すこし考えればわかるのに。そんなことが自分にできるはずはないということも、そんな結末を望んでいるわけではないということも、それでは本当の意味での 自由は掴めないということも。
 「僕なんかもう必要じゃないだろう」
 「必要だよ」
 　顔を伏せていた悠人の後頭部にあたたかい手がのせられる。縋りついていた胸元からもほんのりと体温が伝わる。そして心地良いリズムを刻む鼓動を感じているうちに、彼の言うことを素直に信じたわけではないものの、幾分かは落ち着きを取り戻した。
 「行こう、風邪をひく」
 　大地にそう促され、もうすこしこのままでいたいと思いながらも首肯する。悠人はともかく大地に風邪をひかせるわけにはいかない。気持ちの整理がつかないままではあるが、とりあえず屋敷の中へ戻ろうと彼とともに足を進めた。

 　熱いシャワーで汗を流してから、美咲も交えて三人で夕食をとった。
 　大地はほとんど美咲とばかり楽しそうに話をしていた。悠人にはたまに話を振ってくるくらいだ。今日だけでなくいつものことではあるが、今日くらいは悠人 に目を向けてくれるのではないかと思ったのに。もちろん勝手に期待をしてしまった悠人が愚かなだけで、大地が悪いわけではない。
 　食事を終えると、大地は美咲とともに二階へ上がっていった。フェリー事故以来、二人で過ごす時間がますます増えている。美咲が心置きなく学べるようにと 手を尽くしているため、その関係で話をすることも多いのだろうが、単純に彼女と過ごす方が楽しいというだけかもしれない。
 　悠人は中庭に面した部屋でひとり本を読んで過ごした。きのう区立図書館で借りてきた純文学小説である。暗く、重く、えぐられるような話だ。主人公の内面と重なる部分が多くてつらい。終盤に差し掛かると読み進めるのが億劫になり本を閉じた。
 　そろそろ寝るか——。
 　布団に入るには早すぎる時間だが、疲れて何もやる気にならないので、起きていても時間の無駄でしかない。寝てしまった方が有意義だろう。そう結論づけてハードカバーの本を手に立ち上がった。
 「…………」
 　ふと、大地の置き忘れていた分厚い茶封筒が目につき、すこし迷ったが彼の部屋まで届けることにした。美咲への献本だと言っていたので、美咲が一緒にいる ならちょうどいい。親切心というより、大地に会いに行く理由がほしかっただけかもしれない。本来なら執事の櫻井に任せておけばいいことなのだから。
 　自分の読んでいた本と大地の茶封筒を抱えて部屋を出ると、二階に上がり、大地の部屋をノックしようと軽く右手を上げる。
 「んっ……あ……やぁっ……」
 　この声は、美咲——？
 　大地の部屋に美咲がいること自体は何もめずらしくない。部屋は隣同士で、互いにしょっちゅう行き来していることは知っている。今日も一緒にいるのだろう と当たり前のように思っていた。けれど——ノックしかけた手を止めたまま、金縛りにでも遭ったかのように微塵も動けなくなった。全身いたるところからじわ じわと汗が噴き出してくる。
 「美咲、もっと声を聞かせて」
 　今度は熱に浮かされたような男性の声が聞こえた。大地だ。
 「ああっ！ や……誰か、聞かれ……たら……」
 「大丈夫、恥ずかしがらなくても僕しかいない」
 「はぁ……んんぅ……あっ、あ……」
 　子供らしからぬ濡れた喘ぎ声が続いた。時折ベッドの軋む音も聞こえてくる。やがてすべての音が途切れて静まりかえり、そして。
 「美咲……愛してる……」
 「お兄ちゃん……ぁ、ぁあ……」
 　何だ、これは——。
 　ここまでくればもう確信せざるを得ない。まさかこんなことになっていたなんて。顔から血の気が引いたかと思うと、体中がドクドクと脈打ち、煮えたぎった血が頭に上っていく。奥歯を食いしばり、怒りまかせにドアノブに手をかけようとしたそのとき。
 「っ？！」
 　背後から首に腕をかけられて力いっぱい絞められた。声を上げようにも上げられない。もがいてもびくともしない。抱えていた本は床に落ちた。何が起こっているのかも考えられないまま意識が遠のき、抵抗する腕から力が抜けていった。

 「ん……」
 　悠人はベッドの上でうっすらと目を覚ました。シーリングライトの煌々とした光がまぶしくて、思わず右手をかざす。灯りも消さずに寝てしまったのだろうか。今は何時だ——時計を見ようと肘をつきながら気怠い体を起こし、大きく目を見張る。
 「ご気分はいかがですか？」
 　ベッド脇の椅子には、執事の櫻井が座っていた。
 　そのときようやく何があったのかを思い出した。大地の部屋の前で二人のあらぬ声を聞いてしまったこと、部屋に飛び込もうとしたら背後から首を絞められた こと、そして意識を失ったこと——首を絞めたのは櫻井に違いない。こんなことができるのはこの屋敷では彼くらいである。その後、悠人がいつも使わせても らっている橘の客室に連れてきた。そういうことだろう。
 「どうして……」
 　呆然とつぶやくが、考えられることはひとつしかない。腿にかかった上掛けをギュッと握り、彼を睨んだ。
 「二人が何をしていたかわかっていましたよね」
 「双方合意の上です」
 「美咲は十二歳だ！ まだ子供じゃないか！！」
 　これほどの大声で叫んだのは初めてかもしれない。丁寧な言葉遣いも吹き飛んでいた。それでも櫻井は眉ひとつ動かさなかった。
 「私は橘家の執事です。主の命令に従うしかありません」
 　その言葉にハッとして目を見開く。
 　主というのは剛三である。どうやら二人の父親である彼もこの関係を認めているようだ。だとすれば今日が初めてというわけではないのだろう。
 「……二人の関係は、いつから」
 「大地さんが退院してまもなく」
 　それですべてが繋がった。
 　フェリー事故で塞ぎ込んでいた大地が立ち直ることができたのは、おそらく美咲を手に入れたからだ。だから剛三も認めざるを得ないのだと。美咲と最後に図 書館に行ったあのときにはもう——悠人と図書館に行くことをやめた理由も、大地が望むことは何でもするという話も、もう子供じゃないという科白の意味も、 ようやくはっきりと理解できた。
 「うっ……う、うぅ……」
 　嗚咽がこみ上げて両手で顔を覆うと、堰を切ったように次から次へと涙があふれて止まらなくなる。気持ちがぐちゃぐちゃで、自分がどうして泣いているのかさえわからない。何も考えられないまま、ただ小さな子供のように泣き続けることしかできなかった。

 　どれほどのあいだ、そうしていただろう。
 　顔を覆っていた両手をだらりと下ろし、泣きつかれて小さくしゃくり上げていると、どうぞ、と熱いおしぼりが差し出された。何度か扉が開閉するような音がしていたので、おそらく櫻井が用意してきてくれたのだろう。素直に受け取り、涙でぐちゃぐちゃになっていた顔を拭いた。
 　さっぱりして、気持ちもすこし落ち着いてきた。
 　大地を責めても、剛三に訴えても、美咲に頼んでも、きっと何も変わらない。変えられない。事を大きくしても誰も幸せにならない。このまま見て見ぬふりを するしかないのだろう。美咲が一方的に慰み者にされているならともかく、理由はどうあれ同意していることは間違いなく、何よりいずれ二人は結婚するのだか ら。
 　結局、二人とも悠人など必要としていなかったのだ。わかっているつもりだったが、何もわかっていなかったのかもしれない。とんだ道化である。
 　カラン——。
 　今度はグラスが差し出された。ボールみたいな大きく丸い氷がひとつ入っていて、下の方にすこしだけ琥珀色の液体が見える。そこから立ち上るのは甘いような苦いような不思議な匂い。多分ウィスキーか何かだろう。怪訝に思いながら困惑の目を櫻井に向ける。
 「僕は未成年ですけど」
 「もうすぐ成人でしょう」
 　確かにあと数週間で誕生日がきて二十歳になる。そもそも大学生だと二十歳を待たずにアルコールを口にする人も多い。だが、櫻井がそういう柔軟性を持ち合わせているとは思わなかった。むしろ彼の職業から考えても止める側だと思っていたのに。
 「もちろん無理強いは致しませんが」
 「……いただきます」
 　握りしめていたおしぼりを放し、両手でそろりとグラスを受け取った。口もとに近づけ、おそるおそるグラスを傾けて一口飲み込む。一瞬で胸のあたりがカッと焼けるように熱くなった。まるで隠さねばならない激情を心に秘めるときのように。


 













    22. 君が欲しくなった
    　あれから一年。
 　表面上は特に変わることなく平穏に過ごしている。二人の情事を耳にしたことは執事の櫻井以外とは話していない。櫻井と話したのもあの夜の一度きりで以降は話題にもしていない。聞かなかったことにするしかないと悠人自身が決めたのだ。
 　とはいえ記憶を消去することはどう足掻いても不可能なので、あくまで素知らぬふりをするだけである。大地と美咲を見ているとあのときの声が頭をよぎることもあるが、表情は動かさず平静を装う。遠慮なく思い返して妄想するのはひとりで部屋にこもっているときだけだ。
 　三年生の半分が過ぎたころ、ようやく卒業後の進路について考えるようになった。悠人の在籍する学科では毎年九割以上が大学院に進学するらしい。だが悠人に進学する気はなかった。大地と距離を置くために就職しようと計画を立てている。
 　この家を出て、ひとりで生きていく——それが悠人の望みだ。
 　近くだとなし崩し的にここに留まることになりそうなので、通えないくらい遠くがいい。給料はそれなりの生活ができるくらいであれば文句はない。大学で学 んだことを活かせる研究職がいいのではないかと思うが、特にやりたいことはないのでこだわらない。ただ、父親や祖父など多数の一族がいる警察関係だけは論 外だ。営業職も向いていないように思うのでなるべく避けたい。
 　今はまだ考えているだけだが、そろそろ具体的に探し始めるべき時期に来ている。大学に来る求人には頼らない方がいいかもしれない。計画を成功させるため には、内定を取るまで大地に知られるわけにはいかないのだ。知られればきっと強引にでも断念させられてしまう。だが内定さえ取れば、いかに彼といえどもあ きらめざるを得ないだろう。

 　そろそろ夜の帷が降りようかというころ。
 　ちらちらと綿雪の舞い落ちる中、悠人はうっすらと白くなった歩道を踏みしめながら、大地とともに最寄り駅から橘の家へと向かっていた。大学の帰りだ。折りたたみ傘は持っているが、わざわざ差すほどでもないので鞄にしまったままである。
 「おまえさ、進路は考えてるのか？」
 　ふいに大地が尋ねてきた。
 　ドキリとしたが、悠人の計画に勘付いたというわけではないだろう。三年生の後半になれば誰もが気になる話題である。進路が決まっている大地も例外ではないのかもしれない。
 「……いや、そろそろ考えないとな」
 「進学しないならウチに入れよ」
 　ウチというのは橘財閥のグループ会社を指している。大地は後継者としてそのいずれかに入る予定なので、そう言い出すであろうことは予想していた。高校で文理の選択をするときも、志望校や学部を決めるときも、自分と同じにしろと言い続けてきたのだから。
 　もちろん悠人には彼の言いなりになるつもりなど微塵もない。だが、下手に断ると計画を見透かされてしまう恐れがあるため、今のうちはまだ返事を濁しておかなければならない。どう答えるべきか悩んでいると、彼は思わせぶりに横目を細めてくすっと笑った。
 「心配しなくても縁故採用してやるからさ。おまえじゃ、どこを受けても面接で落とされるだろう？」
 「…………」
 　否定はできない。愛想のかけらもない表情、突き放したような話し方、人を拒絶する冷淡な雰囲気。面接で落とされるタイプだということは自覚している。実 際に有栖川学園初等科の面接で落とされた過去もある。あのときは故意に無言を貫いたので当然といえるが、そうでなくても結果は変わらなかったかもしれな い。
 　だからといって大地に縋ってしまっては本末転倒である。独り立ちして距離を置こうと決めたのは悠人自身なのだ。面接対策を学ぶなどできる限りの努力をするしかない。自分を変えることはできなくても、面接官を欺くだけなら不可能ではないはずだ。
 「じゃあ、決まりな」
 「おまえにそんな権限ないくせに」
 「父さんに頼むから問題ないさ」
 「お情けで採用なんて冗談じゃない」
 「僕が来いって言ってるんだよ」
 　大地が破顔してそう言いながら肩を組んできた。白い息がふわりと上がる。悠人は溜息を落として横目でじとりと睨んだ。
 「僕に自由はないってことか」
 「よくわかってるじゃないか」
 　ただ、それは彼の指図に悠人が勝手に従っているだけのこと。脅されているわけでも何でもない。大地と離れたくない、大地に嫌われたくない、大地とずっと 一緒にいたい——そういう気持ちが、悠人自身の自由を奪っているにすぎない。悠人さえ覚悟を決めれば自由になれると気付いたのだ。
 　もう、おまえの思いどおりにはならない。
 　彼と離れることを思うとつらく耐えがたい気持ちになる。けれど、そばにいても都合よく扱われるだけで未来はない。随分前から薄々わかっていたことではあるが、それでも離れるという選択は考えられなかった。一年前、美咲との関係を知らされたあのときまでは。
 　悠人がいなくなれば、すこしはさびしいと思ってくれるだろうか。すこしはショックを受けてくれるだろうか。すこしは後悔してくれるだろうか。もしそう感じてくれたら幾分かは溜飲が下がるのに。もっとも、いなくなったあとのことなど確かめようもないのだが。
 「おい、悠人、聞いてるのか？」
 「えっ？」
 　考え込んでいたせいで大地の声が届いていなかったようだ。強く呼ばれて我にかえると、息がかかりそうなくらい近いところに彼の顔があった。悠人の肩に体重を預けるように腕をまわしたまま、不満げに唇をとがらせている。
 「時期がくれば正式に内定を出してもらうけど、心配なら父さんに言質を取ってくるよ」
 「いや、そこまではいい」
 　まずいことになったと冷や汗がにじむ。
 　橘から内定など出されては計画の遂行が困難になってしまう。時期というのがいつかは判然としないが、急がねばならないのは確かだ。就職活動が解禁された らすぐにでも他の内定を取ってくるしかない。だが——無表情を装いながらも、そんなことが自分に可能なのかと不安を感じずにはいられなかった。

 「お兄ちゃん、悠人さん」
 　背後から声が聞こえて、悠人と大地は肩組みを解きながら同時に振り向いた。紺色の制服に黒いダッフルコートを重ねて学生鞄を提げた美咲が、もう一方の手 で桃色の傘を差し、うっすらと雪の積もった足元を気にしながら駆けてくる。その姿を目にするなり大地はとろけるような甘い笑顔を見せた。
 「美咲、いま帰り？ 遅かったね」
 「委員会があったから」
 　美咲も笑みを浮かべて答える。
 　彼女はこの一年で随分と成長した。今でも小柄ではあるが身長は目に見えて伸び、体つきや顔つきは幾分か女性らしくなり、いつしか子供から思春期の少女に なっていた。そして他人と話すときもおどおどした態度は見せず、笑顔で応対できるようになっていた。もう周囲に怯えてばかりいた小さな子供ではない。
 　大地は美咲の手からやんわりと桃色の傘を取ると、それを差したまま彼女を隣に引き寄せる。いわゆる相合い傘だ。悠人ははじき出されるようにすこし後ろに下がった。
 「あ、悠人さんごめんなさい」
 「いや……」
 　そのとき大地がこちらを一瞥して薄く冷笑したような気がした。しかし、すぐに美咲の背中に手を置いてきれいな笑みを浮かべる。
 「行こうか」
 「うん」
 　二人はまるで恋人どうしのように寄り添って歩き出した。くすくすと笑い合いながら他愛もない話をしている。その後ろを、悠人は惨めな気持ちになりながら数歩ほど離れて歩く。鈍色の空から舞い落ちる綿雪がうつむく頬に触れ、じわりと融けた。

 「あさってには帰ってくるから」
 　屋敷に帰ってから小一時間ほどが過ぎたころ、大地と美咲は小さめのスーツケースを持って玄関に立っていた。仙台で行われる学会の討論会と交流会に呼ばれているのだ。どちらも明日の昼間なので二泊もする必要はないように思うが、ついでに観光でもしてくるつもりなのだろう。
 「じゃあな、おみやげ楽しみにしてろよ」
 「ああ」
 　悠人は軽く手を上げ、楽しそうに仲睦まじく出ていく二人を玄関から見送った。扉が閉まると、スーツケースを引きながら遠ざかる二つの足音を聞き、小さく溜息をついて中庭の見える部屋に戻ろうとする。
 「悠人さん」
 　後方の目立たないところに控えていた執事の櫻井に、ふと背後から呼び止められた。
 「今から一緒に来ていただきたいのですが」
 「えっ……どこへ？」
 「来ていただければわかります」
 　丁寧ながらも有無を言わさぬ物言いだった。
 　行き先を秘密にするなど怪しいとしか言いようがなく、当然ながら警戒はしているが、それでも悠人に害をなすようなことはしないと信じている。すこし迷ったが、とりあえず誘われるまま彼についていくことにした。

 「さあ、こちらへ」
 　櫻井の運転する車で連れてこられたのは、数寄屋造りの料亭だった。
 　物の良し悪しがわかるほど目が肥えているわけではないが、それでもこの計算され尽くされた隙のなさは尋常ではないと感じる。玄関先にも建物内にも余分な ものは何ひとつなく、配置にも一切の歪みがなく、その凛とした佇まいを照明がさらに研ぎ澄ましているのだ。そして女将もまた品良く凛と和服を着こなしてお り、所作も流麗で無駄がない。
 　なのに悠人はセーターにジーンズという場違いも甚だしい格好をしている。こんなところに来るとわかっていたらせめてスーツに着替えたのに。なぜ言ってくれなかったのかと詰るように横目で櫻井を睨む。その彼はいつもどおりスーツを身につけているのがなおさら恨めしい。
 「では、よろしくお願いします」
 　櫻井は女将に何かを伝えて一礼すると、悠人に向き直る。
 「私はここで失礼します」
 「えっ、櫻井さん帰るんですか？」
 「女将が案内してくださいます」
 　ニコリともせずそう言い置き、狼狽する悠人と微笑む女将にお辞儀をして、静かに料亭をあとにした。

 「悠人、突然呼び出して悪かったな」
 　女将に案内された六畳ほどの和室には先客がいた。大地の父親である剛三だ。
 　黒幕が彼だということは、この高級料亭を目にした時点で察しがついていた。櫻井個人がこのようなところを利用するはずがない。ならば主の剛三に命じられたと考えるのが自然だろう。しかし、剛三がどういう用件で呼び出したのかは見当がつかない。
 「まあ座れ」
 　そう言って向かいの席を示され、悠人はおずおずと一礼して座椅子に腰を下ろした。
 　二人のあいだにある黒い座卓は漆塗りのようで、重厚感があり、傷ひとつない美しい光沢を放っていた。部屋は六畳ほどと広くはないものの、余分なものは何 もなく、あまりにも整いすぎていて逆に落ち着かない。窓側は障子が開け放たれており、縁側の向こうには淡い庭園灯に照らされた枯山水の庭が広がっていた。
 　格調高い部屋を目の当たりにして、今さらながら怪訝に思う。
 　話をするだけなら何もこんなところに呼び出す必要はないはずだ。相手は接待をしても意味のない一介の大学生である。内密に話をしたいのなら書斎に呼び出 せばすむことだろう。特に今日は大地がいないのだから詮索される心配もない。なのに。剛三が何を考えているかわからず表情が険しくなっていく。
 「……どういったご用件でしょうか」
 「そう急くな。まずは料理を楽しもうじゃないか」
 　剛三は待ち時間に読んでいた新聞を折りたたみながら、鷹揚にそう言った。

 　ほどなくして日本酒が運ばれてきた。
 　アルコールの類は、一年前のあのとき出されたウィスキーしか飲んだことがなかった。日本酒は初めてである。剛三に勧められるまま口にしたが、すこし喉が熱くなったくらいで気分が悪くなることもない。あまりおいしさはわからないもののするすると飲める。
 　二杯目を飲み終えるころ、今度は料理が運ばれてきた。
 　会席料理ということで一品ずつ順に出てくるらしい。こういう席は初めてでマナーも知らないので、剛三にならいながら、酒を飲みつつ出されたものから順に 食べていく。まるでカタログ写真のように芸術的な盛りつけの料理ばかりだが、見た目だけでなくどれも驚くほどおいしい。味付けも食感も絶妙で感動すら覚え るほどだ。
 　食事の合間合間に、大学生活についてや大地のこと美咲のことなどを訊かれたが、それがこの会食の目的ではないだろう。あくまでただの雑談と認識してい る。だからといって面白おかしく盛り上げることもできず、ただ淡々と答えていただけなのに、剛三は微笑を浮かべながら興味深そうに聞いていた。
 　最後の和菓子まで食べ終わり、あたたかい抹茶を出されてまったりしていると、揺るぎのない低音で静かに話を切り出された。
 「悠人、君は卒業後どうするつもりだ」
 「……まだ考えていません」
 　ドキリとした。
 　ついさきほど大地に振られたばかりの話題だった。確かにそういうことを考え始める時期ではある。だが二人が同じ日に言い出したのはただの偶然だろうか。それとも——。
 「ならば私の下で働け」
 　直球、しかも剛速球だ。ぶわりと嫌な汗が噴き出してくるのを感じる。
 「大地に頼まれたんですよね？」
 「いや、私自身が望んだことだ」
 「え、どうして……」
 「君が欲しくなった」
 　剛三はさらりと答えて口の端を上げる。
 　彼と関わったのは主に怪盗ファントムをさせられていたときである。それなりの働きをして期待に応えたという自負はあるが、基本的に命令どおりに動いただけなので、特別扱いで採用するほど気に入られたとは考えられない。やはり大地に頼まれたのではないだろうか。
 「確かに……」
 　悠人が顔を曇らせてじっと考え込んでいると、剛三が口を切った。
 「君を入社させるよう大地に頼まれたのは事実だが、息子のわがままなど聞き入れはしない。会社経営はお遊びではないのだからな。君が欲しいというのは社長としての私の判断だ。忠実な手足となる人物を探していてね」
 　なるほど飼い犬か、とある意味で納得する。
 「大地は君と一緒に働きたがっているようだが、数年ほど関連会社に行かせるので君とは離れる。本社に戻ってからも仕事上の接点はさほどないはずだ。不満か？」
 「いえ、僕はむしろ離れたいので」
 「そうであれば何も問題はないな」
 「……えっ」
 　まずい。
 　彼の誘導に流されて了承したみたいになってしまった。意識はしっかりしているつもりだが、やはり多少は酔いがまわっているのかもしれない。幾分かふわふ わして頭の働きが鈍いような感じがする。まさか剛三はそれを狙ってここへ連れてきたのでは——その十分ありうる推測に思わず眉をひそめた。茶碗をあおって 苦い抹茶を一気に飲み干すと、真正面から挑むように見据えて宣言する。
 「僕は自分の進路は自分で決めます」
 「何かやりたい仕事でもあるのか？」
 「それは、まだですが……」
 　自分自身を取り戻すために橘から離れたい、などとは言えないし、言ったところで理解してもらえないだろう。そんなことで就職先を決めるなど不純かもしれない。それでも悠人にとっては人生の一大事で譲れないことだ。
 「私の下では働きたくないと？」
 「橘の人間にはついていけません」
 「なるほど」
 　剛三は相槌を打ち、抹茶を飲んでゆったりと一息ついた。瞬間——急に鋭い目つきになり悠人を射竦める。
 「だが、私は欲しいものは必ず手に入れる」
 　ゾクリと背筋が震えた。大地と似たものを感じるが凄みがまるで違う。だからといって屈するわけにはいかない。汗をにじませながら膝の上でこぶしを固く握り、負けじと睨み返すと、カラカラに渇いた喉から反撃を絞り出した。
 「怪盗ファントムのこと、世間に暴露しますよ」
 「ほう」
 　最後の切り札だった。
 　橘と癒着している警察は黙殺するかもしれないが、マスコミは飛びつくはずだ。それだけでも橘としては大きな痛手になるのではないか。そう考えたのだが——剛三は焦るどころか驚きもせず、むしろ面白がるように漆黒の瞳を輝かせた。
 「やってみるがいい。自分の世間知らずを痛感することになるだろうが」
 「…………」
 　本気で暴露する気はなく、ただ脅しをかけるために言っただけである。だが剛三はすこしも動じなかった。悠人が考えるよりずっと橘は権力を持っているのかもしれない。あるいはこの脅しをハッタリだと見抜いていたのかもしれない。どちらにしろ完全に失敗だ。
 　一筋の汗が頬を伝う。
 　切り札を失った一介の大学生にもはや為すすべなどない。たとえ黙って姿をくらましたところで逃げ切るのは不可能だろう。欲しいものは必ず手に入れると豪語したのだ。彼の性格ならプライドをかけて全力で捜索してくるに違いない。
 「近いうちに部屋を用意させる。正式に越してこい」
 「……はい」
 　抵抗しても無駄だと悟り、力なく首肯する。
 　これでいよいよ大地からも美咲からも離れられなくなった。同じ屋根の下でふたりを見続けることになるのだろう。これからずっと終わりなく。苦行としか思 えない残酷な日々を想像して気が重くなり、唇から吐息がこぼれる。その中にほんのすこし安堵が混じっていることは自覚していた。


 













    23. 永遠に（最終話）
    　凍えるような北風が吹きすさぶ薄曇りの中。悠人は小さな公園の薄汚れたベンチに座り、ぼんやりと鈍色の空を見上げていた。ふいにこぼれた溜息が白い靄と なる。こんなところで無為に過ごしている男が、ロングコートの下にシルバータイの礼服を着ているなど、誰も思わないだろう。
 　今日で美咲は十六歳になり、大地と結婚する。
 　本日身内のみの小さな結婚式を挙げ、春に披露宴を催す予定になっている。美咲の誕生日に結婚したい、結婚式を挙げたい、という大地がわがままでそういう 形になったのだ。披露宴の方は親戚一同や会社関係者なども招待し、後継者である大地のお披露目も兼ねて、盛大に行うと聞いている。
 　悠人は身内ではないが、身内同然ということで結婚式に参列するよう言われている。当初は剛三や瑞穂とともに式場へ向かうことになっていたが、用があるからと断りを入れて先に出てきたのだ。
 　本当は用なんかない。ただ気持ちを落ち着けるための時間がほしかっただけだ。
 　自分の往生際の悪さには呆れかえる。希望など微塵もないと頭では理解しているはずなのに、心の片隅ではもしかしたらという気持ちを捨てきれずにいた。し かし、そのなけなしの希望も今日で完全に潰えるのだ。大地と美咲は互いを永遠の伴侶に選び、法的に夫婦になる。悠人が二人の一番になることは決してない ——。
 「おじちゃん」
 　トタトタと駆けてきた小さな女の子が可愛らしく声を張るのを聞いて、悠人はぼんやりとあたりを見まわした。だが自分以外には誰もいない。怪訝に思ったそ のとき、彼女の目がまっすぐこちらに向けられていることに気付いた。まさか二十代前半でおじちゃんと呼ばれるなど普通は思わない。
 「泣いてるの？」
 「泣いてないよ」
 　にっこりと人当たりのいい笑顔を作ってそう答えながらも、ドキリとする。そんなに泣きそうな顔をしていたのだろうか。自分では感情を表に出していないつもりだったのに。
 「これあげる」
 　彼女は唐突にそう言って小さなこぶしを突き出した。端からセロファン紙のようなものが覗いている。何だろうと思いながら手のひらを上にして差し出すと、カラフルな包み紙にくるまれた飴玉がひとつ落ちてきた。
 「ありがとう」
 「元気になってね」
 　彼女は真顔で言い、すこし離れたところにいた母親のもとへトタトタと戻っていく。彼女と手をつないだ母親がこちらを見てやわらかく会釈してきたので、悠人も微笑を浮かべながら会釈を返した。
 　こんなふうに見ず知らずの人に愛想笑いができるようになったのは、剛三の下で鍛えられたからである。仕事で考えなしに生の感情を晒すのは愚か者のやるこ とだ、相手にどういう印象を与えるべきか考えて態度を決めろ、と日々言われてきた。そして、どんなときでも笑顔を見せられるようにと求められてきた。
 　本来、本社の秘書はすべて秘書課の所属になるのだが、悠人だけは社長直属である。剛三には他にも二人の専属秘書がついており、彼らから秘書課の規則など必要事項を教えられたりはしたが、基本的に悠人は剛三のみに従うことになっているらしい。
 　仕事内容も他の秘書とは違う。スケジュール調整や電話の取り次ぎなどは他の秘書が行っており、悠人はただひたすら剛三の行く先々に付き従わされている。 取引相手のことを癖や雰囲気も含めてすべて記憶しろという。新人だからかと思ったが、先輩秘書から聞いたところによるとやはり異例らしい。
 　採用、配属から処遇に至るまで何もかもが剛三の独断で、おまけに彼の自宅に住んでいるということもあり、いつしかおかしな噂が囁かれるようになってい た。悠人は橘社長の“お気に入り”なのではないかと。一部の社員には陰で小姓と呼ばれているらしい。剛三に相談したら「放っておけ」の一言で片付けられ た。大地に言ったら「ひどい災難だな」と大笑いされた。完全に他人事だ。
 　そんなことを考えながらぼんやりしていると、さきほどの母娘が手をつないで公園を出て行くのが見えた。何となく目で追っているうちに、娘がその視線に気付いたのか小さな手を振ってきた。悠人もにっこりとして手を振り返す。
 　すこし、美咲に似ていたな。
 　彼女の幼少期の姿は見たことがないが、控えめながらも黒目がちな目、どちらかというと薄めの顔立ち、透明感のある白い肌、絹のように艶やかな黒髪など、 系統としては似ているのではないかと思った。漠然と思考をめぐらせたまま、さきほどもらった飴の包み紙を開いて中身を口に放り込む。静かに舌で転がすと 甘ったるいオレンジの味が広がった。

 「悠人さん」
 　ノックをして花嫁の控え室に入ると、純白のウェディングドレスを着た美咲が振り返り、ふわりと花がほころぶような笑顔で声をはずませた。衣装のチェックをしていたのだろうか。傍らにいたスーツ姿の女性が、絨毯の床に大きく広がった裾の位置を直している。
 　ウェディングドレスは腰からふんわりと広がる可愛らしくも上品なデザインだ。胸元は大きく開いておらず、肩には丸みのある袖がついており、胸元には花のコサージュがあしらわれている。小柄で幼い顔立ちの彼女にはいい選択ではないかと思う。
 「似合っている」
 「本当？」
 　美咲はすこし照れたようにはにかんだかと思うと、パッと顔を上げて言葉を継ぐ。
 「悠人さん、私と写真を撮ってくれる？」
 「ここで？」
 「いま外に出るわけにはいかないから」
 「まあ、構わないが……」
 　気乗りはしないものの断る理由がなく、曖昧に返事をする。
 　美咲は傍らの女性に写真撮影をお願いして悠人を隣に呼び、控えめに腕を組んだ。女性の掛け声とともにシャッターが押される。美咲は微笑んでいたようだが、悠人はどうすればいいかわからず真顔になってしまった。不自然にこわばっていないことを祈るしかない。
 「写真、出来たら悠人さんにも渡すわね」
 「……ああ」
 　彼女とふたりきりの写真はこれが初めてである。きっと最初で最後になるだろう。それが他の男に嫁ぐためのウェディングドレス姿とは、悠人でなくても複雑な気持ちになるに違いない。そんな心境を知ってか知らずか、美咲はニコニコと愛らしい笑みを浮かべている。
 「久しぶりね、こうやって二人で話をするなんて」
 「そうだな」
 　大地を交えて三人では普通に話をするようになっていたが、二人だと挨拶程度しかしていない。そもそも二人になる機会自体が滅多にない。せいぜい屋敷の中ですれ違うくらいだ。
 「最近ますます忙しそうだが、大丈夫か？」
 「自分で決めたことだから頑張らないと」
 　美咲は肩をすくめる。
 　無理に高校進学しなくてもいいのではないかという話はあったが、彼女自身の希望により有栖川学園高等部に進学した。私用での欠席を許されるなどかなり融 通されていると聞いている。実際、出席日数が足りないのではないかというくらい欠席しているが、進級には支障がないという。
 　もちろん欠席して遊んでいるわけではない。かねてより計画していた美咲のための研究所が完成し、少数精鋭のスタッフとともに本格的に研究を始めているの だ。まだ未成年の彼女に代わって大地が所長を務めており、彼も研究所に顔を出すなど忙しそうにしている。戦友——彼が二人の関係をそう表現していたことを 思い出した。
 　最近では結婚式や披露宴の準備にも時間を取られていた。細かいことは母親の瑞穂や式場の人に任せているようだが、それでもドレスを決めたり、サイズを 測ったり、衣装を合わせたりというあたりはどうしても美咲本人が必要になる。忙しい中、瑞穂や大地に連れられて何度も打ち合わせに出かけていた。
 　自分で決めたことだから、と彼女は言っていたが、悠人には大地の意向に従っているだけにしか見えなかった。高校進学は彼女の希望にしても、美咲のための研究所を作ろうと言い出したのは彼であり、美咲の十六歳の誕生日に結婚すると駄々をこねたのも彼だ。
 　結婚自体についても美咲が喜んで了承したとは限らない。フェリー事故で助けてもらったことに恩義を感じていたら、そこにつけ込まれて体を奪われ、逃げら れなくなっただけではないだろうか。穿った見方かもしれないがずっとそう感じていた。今まで言う機会はなかったし、言うつもりもなかったが——。
 「本当にいいのか？ 大地と結婚して」
 　そう尋ねると、彼女はきょとんと目を瞬かせて小首を傾げた。
 「今ごろどうしたの？」
 「今ならまだ間に合う」
 「心配いらないわ」
 　笑いながら答えているが本心かどうかはわからない。
 　自分の往生際の悪さにはほとほと呆れかえるが、これが最後の機会なのだ。彼女に後悔させたくないし、悠人も後悔したくない。ただ、間に合うとは言ったも のの実はあまり自信がない。剛三はかねてより美咲の意思を尊重するという考えなので、彼女が訴えれば何とかなるかもしれないと望みは持っている。
 「感謝の気持ちだけで一生を捧げるつもりか？」
 「お兄ちゃんが好きだからよ……誰よりも」
 　彼女はまっすぐ射るように悠人を見据えて真剣に告げた。まるで引導を渡すかのように。説得になびく可能性はほとんどないだろうとは思っていたが、まさかこれほどまで明確に態度で示されるとは予想外で、口を半開きにしたまま絶句してしまう。
 「でもありがとう、心配してくれて嬉しかった」
 「…………」
 　一転してはにかんだ表情に、ほんのすこし陰を感じたのは気のせいだろうか。悠人の往生際の悪さが見せた幻影だろうか。逡巡しながらも口を開くことができずにいると。
 「美咲、準備できた？」
 　ノックもなしに扉が開き、すっかり衣装を整えて新郎らしくなった大地が入ってきた。純白のウェディングドレスに身をつつんだ美咲を目にすると、一瞬で顔をほころばせて極上の甘い笑みを浮かべる。
 「やっぱりいいね……とてもきれいだよ、美咲」
 「ありがとう、あとはベールをつけるだけ」
 　二人は見つめ合いながら話をする。気付いているのかいないのか悠人の存在など完全に無視だ。もう黙って退出した方がいいのだろうかと悩んでいると、ようやく大地がこちらに振り向いた。まるで非難するかのような冷ややかなまなざしで。
 「ところで、なんで僕のところに来ないで美咲のところにいるわけ？」
 「おまえのところには剛三さんと瑞穂さんがいたから遠慮しただけだ」
 「遠慮、ねぇ……」
 　じとりと視線を流しながら含みのある物言いをする。
 　だが、それが嘘偽りのない事実なのだから仕方がないだろう。結婚式前に親子三人がそろっているところへ邪魔する勇気はないし、邪魔していいとも思えない。結果的に美咲と二人で話ができて良かったとは思うが、決して狙ったわけではないのだ。
 「あの、そろそろお支度の仕上げをしたいのですが」
 　妨げにならないよう隅に下がっていたスーツ姿の女性が、遠慮がちに声をかけてきた。腕時計を見るとあと二十分ほどで結婚式の開始時刻だ。
 「おまえはチャペルの方に行ってろよ」
 「ああ」
 　もちろん準備の邪魔をするのは悠人の本意ではない。言われるまま素直に出ていこうとするが、ドアノブに手をかけたところでふと動きを止めた。そしてゆっくりと呼吸をして意識的に力を抜くと、わずかに振り返る。
 「結婚おめでとう。良かったな、運命の相手が見つかって」
 「ああ、美咲にもおまえにも出会えて本当に良かった」
 「……は？」
 　なぜそこに自分が入っているのかわからず、思いきり怪訝な顔をするが、大地は面白がるようにくすっと笑った。
 「悠人と出会ったのは最初から運命だと思っていたよ」
 　運命だと思ってあきらめて——出会ったころ、勝手にしつこく付きまとってきたあげく、きれいな笑顔でそう言い放ったことなら覚えている。悠人のことなど 暇つぶしの飼い犬としか思っていないくせに、甘言で懐柔しようとするのは今も昔も変わらない。これまでは一喜一憂してきたが、もういちいち振りまわされた りしないと心に決めた。
 「これからもよろしくな、永遠に」
 　そう言った彼の口もとが意味ありげに上がる。
 　悠人はグッと唇を引きむすび、返事の代わりに一睨みすると勢いよく控え室をあとにした。

 　チャペルの扉がゆっくりと開き、白い光が広がる。
 　そこから和装の瑞穂にエスコートされて美咲が入場してきた。なぜ父親の剛三ではなく母親の瑞穂なのかは知らないが、おそらく大地の意向ではないかと思 う。穏やかな笑みを浮かべてエスコートしている瑞穂とは対照的に、美咲はひどく緊張しているようだ。一歩一歩、ぎこちない足取りで祭壇にいる大地に向かっ て歩いていく。
 　裾を引きずるほどのドレスなので歩きづらいだろうし、そもそもそういう歩き方をする決まりなのだろうが、悠人の勝手な気持ちとしてはさっさと行ってほしかった。さっさと終わらせてほしかった。時間をかけられるだけ息が詰まって苦しくなる。
 「悠人、しっかり見ておけ」
 　隣の剛三に小声でそう言われて、いつのまにか視線をそらしていたことに気が付いた。明確に言葉にされたことはないが彼は間違いなく察している。悠人が大 地にどういう気持ちを向けているのかを。どんなにつらくても逃げることなく最後まで見届けて、気持ちにけじめをつけろ——そう叱咤されている気がした。
 　祭壇の前に並んだ二人を見つめる。
 　皆で賛美歌を歌い、聖書が朗読され、祈りが捧げられる。結婚の誓いを問われると二人ともためらいなく「誓います」と答えた。指輪を交換した二人はこのうえなく幸せそうに見えた。誓いにしては長すぎるキスはまるで見せつけるかのようだった。
 　じりじりと胸が焦がされていくのを感じる。笑顔で祝福しなければならないのに笑うことができなかった。感情とは無関係に愛想笑いができるようになったと思っていたのに。
 　気持ちにけじめをつけなければならないことは理解しているが、だからといって簡単に切り替えられるほど器用ではない。そんなことができるならここまで引 きずってはいなかった。きっとこれからもこの想いを燻らせていくのだろう。仲睦まじい二人を誰よりも近くで見守りながら。
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